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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第一話　等価交換？







　港町にて。獣じゆう人じんの国、シューウを目指す私達は、サーフレストを訪れた時とはまた違ちがう場所にある港町を訪れていた。

　視界の先には、何ど処こまでも海うな原ばらが続いている。

　海などどの場所を見ても然さ程ほど変わりはない。だというのに、目指す場所が違うだけで風景が違って見えるのは面おも白しろいものだと思った。

「師匠せんせい。そろそろ船に乗り込めるようですよ」

　背からの声に、目を瞑つぶる。海の照り返しで焼かれていた視線を鎮しずめると、心ここ地ちが良い。

　海は心を映す。そんな話を思い出しながら、私は愛まな娘むすめの声に振ふり返った。

「ああ、今行く」

　潮風が絡からみ、視界を擽くすぐった髪かみを払はらう。

　ひんやりとした風は潮の匂においが混じっていて、心地良い。

　これがソーニャは苦手だと言うが──確かに強い匂いだ。鼻がよく利きくあの子には酷こくだろう。

　急いだ所で船が速くなるというわけでもないのだが、あまりもたもたしていると出発を遅おくらせてしまうことはありそうだ。

　アルマの呼び声に手を引かれるように、私は船の元へと向かった。

　既すでにタラップは降りていた。この船に乗れば、我が故郷とも暫しばしの別れというわけだ。

　ミラフィアを出る時とは違う、後ろ髪がみを引かれるような感覚。生まれ変わりという複雑な回り道を経ても、故郷を示すのは魂たましいの出処である様だ。

「スラヴァくん」

　アルマ達の待つ船の前へと行くと、シェリルが服の裾すそを摘つまんでくる。

　視線で用を問うと、シェリルは首を傾かしげながら言った。

「……さみしい？」

　見み透すかした様な問いかけに、思わず口を尖とがらせた。

　あまり表情を変えたつもりはなかったのだが、顔に出ていたらしい。……いや、それだけシェリルが私のことをよく見ているということかも知れん。

　この子はこれで人の心の機き微びに敏さとい。私など未いまだにその辺りはよくわからん。最近ではシェリルの方が大人なのでは──なんて思うことも増えてきて、気をつけたいところだ。

「そうだな、少し寂さびしいよ。……シェリルはどうだ？　ミラフィアを離はなれて暫しばらく経つ。故郷が恋こいしいと思うことはないか」

　逆に返ってきた質問に、シェリルは首を逆側へと向ける。

　少しだけ考える素振りを見せてから、シェリルは満面の笑みを見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。スラヴァくんがいて、ソーニャがいて、アルマがいて。みんな……大好きだから」




　その答えは、私が僅わずかに抱いだいていた故郷への念を吹ふき飛ばすようなものだった。

　考えてもみればそうだ。かつての居場所を恋しくは思うが、今は此こ処ここそが、私にとって一番大切な『居場所』だ。

　なればこそ、此処で立ち止まっていても仕方がない。居場所を守るため、強くなるため──目指すは、獣人の国だ。

「……そうか、ならば私も同じだよ」

「えへへー……まねしたっ」

　生憎あいにくシェリルのように天てん真しん爛らん漫まんとはいかないが、それでも私はシェリルに微笑ほほえみを返して決意を固める。

　さて、それではまず一つ苦手という困難を克こく服ふくしに行こうか。

「うう……なんかイチャついてるのに文句を言う気もおきない……」

「いちゃついてるとはなんだ……と、具合が悪そうだな、ソーニャ」

　可愛かわいらしいことを言ってくれるシェリルを撫なでていると、いつものソーニャとは結びつけづらい淀よどんだ声がかけられる。

　腹の底に響ひびくような声だが、それは呪じゆ詛その声ではなく──直すぐに体調が悪いと分かる声だった。

「暫しばらくの間船旅が続くが、辛しん抱ぼうしてくれ……と」

「え……？　わっ」

　潮の匂いにあてられてふらついているソーニャを、抱かかえ上げる。

　まるで劇の一幕によく出てくるような抱え方だが──王子役が子供では、サマにならんな。それに、今は姫ひめも鳥の仮面をしていらっしゃる。あと一歩で喜劇のワンシーンだ。

「おおう……えへ、えへへ……ありがとう」

　しかしソーニャは嬉うれしそうである。仮面で表情は見られないが、あまりにもわかりやすく蕩とろけた声が聞こえてきた。

　……まあ、本人が良いなら良いか。

「ぐぬぬ……」

「……お姫さまだっこ」

　周りからの視線はあまりよろしくないが──何分、体調が悪いソーニャが相手だ。納なつ得とくしてやってほしい。

　とはいえ、この子達もそのあたりは分かっている様子。また軽けい率そつな行動をしてしまったと思ったが、納得してくれた様だ。

　……少しばかりドタバタした別れとなったが、これはこれで私達らしいか。

　船のタラップを登り切り、船に足をかける。これでまた暫く、第一の故郷ともお別れというわけだ。

「さらばサーフレスト」

　また会う日まで。心中でそう付け足し、私はソーニャを休ませるために客室へと向かう。

　次に戻もどってくるのは──全てを終わらせ、師に報告するときだと良いのだが。

　戻ってくる事を考えているのは、やはり故郷は故郷だということだろう。

　──必ず、もう一度この場所を訪れてみせる。

　今生でようやく訪れる事が出来た故郷が背に遠ざかっていく感覚は、再訪の誓ちかいを胸に宿すのだった。




　　　　◆




「うわー！　すっごい部屋だね……！」

　しばらくしてから。

　息を吹き返したソーニャが、船の客室を見回しながら目を輝かがやかせる。

　船室に着くなり眠ねむってしまったので、部屋を確認したのは今なのだろう。

「それはまあ、一等特別室だからな。……おはようソーニャ」

　興奮が最高潮に達したソーニャの相手をするのは、本に目を落としていたアルマだ。

　ソーニャに向けて上げられた顔には、微笑みが浮うかんでいる。きっと、表情の表すままの感想をソーニャに対して抱いたのであろう。

「一等特別室……！　なんかもう、響きからして凄すごいけど……なんか、みんな反応ドライじゃない？　……なんで？」

　落ち着いたアルマの反応に首を傾げたソーニャは、一度私達を見回し、滑なめらかなラインを描えがく顎あごへと人差し指をあてがった。

　可愛らしい反応だが──確かに言うことは尤もつともだ。一等特別室、というからには、この部屋の設備は素す晴ばらしいものがある。

　まず『寝しん室しつ』が分かれて存在するというのは、驚おどろくべきところだろう。デイルームと寝室の二部屋から成り立つのがこの一等特別室なのだ。それだけではなく勿もち論ろん内装も豪ごう華かだし、デイルームにはティーセットなんぞも置いてある。更さらに、浴室までが存在するのだ。一いつ般ぱん的な船の客室からすると、この部屋は船室とは呼べない何か。ホテルの一部屋と言われても信じてしまいそうな部屋だ。

　これだけの部屋で数日を過ごすとなれば、それははしゃいでもしかたのないことだ。

　だが、私達は皆みな静かに座っている。アルマは兎とも角かく、シェリルが落ち着いてちょこんと座っているのは、違い和わ感があるのだろう。

　……しかし。

「なんでって……それはまあ、慣れているからな」

「おうちが、もっとすごかったから」

　私達は皆、こういう場所にはそれなりに免めん疫えきがあるというか、慣れているのだ。

　シェリルは実家があの通り。阿呆チエスターの趣しゆ味みで贅ぜいを尽つくした様な屋や敷しきに住んでいたし──私とアルマは、貴族なんぞの武術指南として呼ばれる事もあった。ああいう人種はとにかく見み栄えと面メン子ツの生き物だ。船を使う場所に呼ばれて行く時には、だいたいこういう部屋を使うことになる。

　結果として、こういう場所には慣れてしまったのだ。それでも驚きが少ないのは、私やアルマの好みもあるだろう。贅ぜい沢たくが嫌きらいというわけではないが、質素と言われるような生活が好きなのだ。

「うわー……なんか住む世界の違いを感じるよ……でも、ならなんで今さらこんな豪華な部屋を取ったの？」

　その気になれば同じような境きよう遇ぐうにいただろうソーニャの言葉に苦笑する。だがそういう事に気が回らずこんな事を言うのは、彼女が純じゆん粋すいで欲よくを持たない故ゆえだろう。

　実際に羨うらやんだ風ではなく、声にはふざけた色が混じっていた。

　過度な潮の匂いからも開放され、調子を取り戻したソーニャはベッドに腰こしを預けて足をぱたつかせている。

「確かにこんな部屋を取るつもりはなかったのだが……クルトの奴やつがどうしてもと言うのでな。好意を無む碍げにするわけにもいくまい」

　ソーニャの問いかけに答えを返しながら、私はヴィオードを出る時にクルトから渡わたされたチケットをひらつかせた。

　お見送りも出来ぬ代わりと言っては貧相な物ですが──渡される時にそう言われたが、一枚でも凄すさまじい値段がするこれを四枚では、なんと返したら良いか分からないというものだ。

　……まあ、このチケットの意味は、それだけではないのだろうが。

「クルトって……ああ、アルマのお世話になってた人？」

「それはもうよしてくれ……」

　ソーニャのあんまりにもあんまりな言葉に、アルマが嘆たん息そくする。

　……どうやら、高価なチケットに込められたもう一つの願いは、届かなかったようだ。

　本当に悪いことをしたとは思うのだが、あの場ではああするしか方法がなかったのだ。大目に見て欲しい。

　それにしても……人間、悪いことはできんな。

　クルトの犯おかした、たった一度の過あやまちは、きっと語り継つがれていってしまうのだろう。この事実への罪悪感に苛さいなまれていると、木製のドアが乾かわいた音を立てる。

「失礼致いたします」

　低い男性の声に合図を返すと、ドアが開いた。

「昼食のお時間になりますが、如何いかが致しましょう。食堂でお召めし上がりになりますか？　此方こちらにお運びすることもできますが──」

　どうやら、食事の時間のようだ。

　ふとソーニャに目をやると、興きよう味み津しん々しんといった様子が伺し察さつできた。

　この船の食堂は、一等室以上を取った客のみに向けて解放されている。どうせなら、そちらを見た方が楽しめるだろう。

「では、食堂の方でお願い致します」

「かしこまりました」

　期待の瞳ひとみに答えるようにそう返すと、ボーイは一礼をしてから去っていった。

「わー！　すごい、船の食堂なんて初めてだよ！　どんな所なのかなー」

　手を叩たたいて喜ぶソーニャを見て、選せん択たくが間ま違ちがっていなかったことを知る。

　……こういう船旅は、久しぶりだ。私もたまには贅沢を楽しむこととしよう。

「ね、早く行こ！　早く行こ！」

　シェリルよりもはしゃいでいるソーニャというのは、ある意味で貴重なものだ。

　急せかす声に頰ほおを緩ゆるめながら、私達は食堂へと向かうのであった。




　　　　◆




　……ようやく一息吐つけたか。

　すっかり日が落ちて闇やみの世界になった海を甲かん板ぱんから望む私は、潮風に己おのれの吐と息いきを混じらせる。

　結局一日中はしゃぎっぱなしだったソーニャが疲つかれて眠ったのは、夕食を済ませた後だった。夕食の後に出る夜食を楽しみにしていたソーニャだが、疲れには勝てなかったようだ。明日はきっと文句を言われるのだろうなあと、苦笑する。

　どうせ十日以上もいる場所なのだから、最初の方に全てを見て回ってしまえば後で飽あいてくると思うのだが、その辺りに回す思考は彼女にはなかったらしい。全力でその時を楽しむ。それがあの子の良いところというか……慌あわただしい一日は、私に嫌いやなことを忘れさせてくれた。

　だがこうして一人になると、色々と考えることは多い。

　例えば──これから先、ゆく場所のこととか、だ。

「どうした？　随ずい分ぶんと暗い顔をしているじゃあないか」

　思わず溜ため息いきを吐くと、背からもう一つの悩なやみの種が声をかけてくる。

　……何な故ぜここに居るのやら。落下防止用の手すりに身体からだを預ける私の隣となりに、黒くろ髪かみの美しい少女が肩かたを並べてくる。

「ツェーンか。……どうやって潜もぐり込んだ？」

　ツェーンは、この間の町まち娘むすめの格好とはまた別の、煌きらびやかなドレスに身を包んでいた。髪型もそれに合わせて可愛かわいらしく結ゆってある。

「潜り込んだ、とは心外だな。真っ当に乗船したのさ。ま、金自体は少し汚よごれているがね」

　わかりやすく身分が高そうに見える格好からもしや──とは思ったが、どうやら確しつかりとチケットを買って乗り込んだらしい。彼女の性格を考えると密航くらいはしそうなので、とりあえずは正規の手段を取っていて一安心といった所だ。

　格好からすると、恐おそらくは一等室を取っているのだろうが──

「船旅を楽しんでいる──のではないのだろうな」

「分かっているじゃあないか。お前が行くなら、俺はどこまででも付いて行くよ」

　からからと笑いながら、ツェーンは色気のある視線を向けてくる。

　普ふ段だんよりも大人びた格好でのその仕草に、胸が跳はねる。俺、という一いち人にん称しようから意外に思えるが、これで案外お洒落しやれなど女の子らしい事が好きなのかもしれない。

　少しだけ冷静になった頭がツェーンという人間の分ぶん析せきを始めると、さらに冷静になれた。

　身を寄せてくるツェーンをなんとか引き離はなすと、ツェーンは残念そうに眉まゆを潜ひそめた。

「なんだ、つれないな。……まあいいさ。それより、今度は俺の質問に答えてくれると嬉うれしいんだがね」
















　心がちくりと傷いたんだところで、ツェーンは話題を切り替かえてくる。

　最初の質問──曇くもった顔の意味を問われていた事を思い出す。

「……これから行く先で、ちと苦手な方に会わなくてはならないのでな」

　僅わずかに罪悪感の様なものを覚えていた私は、素直に質問に答えることとした。

　ヤナギ様の事を思い出すと自然と苦々しくなる表情に、ツェーンは口を開いて驚きを表現した。

「ほう？　お前が人を嫌うというのは意外だな」

「嫌いというわけではないのだが……どうにも苦手意識がとれんでな。尤も、向こうは私の事など忘れているだろうが」

　あの頃ころを思い返すと、冷や汗あせさえ出てきてしまう。

　鶴つるの獣じゆう人じん、ヤナギ。あの方は、幽ゆう霊れいに次いで苦手だと言ってもいいだろう。

　幽霊を克こく服ふくするのはもう少し先になりそうだが──あの人への苦手意識を克服できるか、というのは自分でも気になるところである。

　含ふくみのある私の言葉と、アルマ達にも中々見せないような表情を見せたことで、ツェーンはその顔にわかりやすくハテナを浮かべていた。

　……元暗殺者の割に表情豊かなことだ。そんな所が、彼女らしさではあるのだが。

「忘れられてしまうほどの浅い付き合いにそこまで苦手意識を持っているのか？」

「いや、付き合い自体は……かなり濃こいものだったよ。だから苦手なのだ。……まあ、なんだ。少しばかり特とく殊しゆな事情があるのだ」

「……訳がわからん」

　言葉を濁にごす私に、ツェーンは機き嫌げんを悪くする。

　怒おこらせるような事は言っていないはずだが──自分の言葉を洗いなおす私だが、怒いかりにも似た表情を浮うかべたツェーンが身を寄せてくると、思考を中断せざるを得ない。

「……お前は、なにか大きな秘密を持っているな」

　先ほどとは違い、その身を押しのけることは出来なかった。

　親しい者に対して覚える、正体を隠かくす罪悪感。ツェーンに対してそれを感じたことに驚おどろきを感じると、ツェーンは言葉を続ける。

「すぐに話せとは言わん。だが、俺はお前のことならばなんでも知りたいし──それを知るため、ずっと傍そばにいたいと思っている。そのことを忘れるな」

　まるで熱ねつ烈れつな告白──本人に自覚がないだけでその通りなのかもしれない──のようだ。あまりに強烈な言葉に固まっていると、ツェーンは苛いら立だちを隠さずに舌を打った。

「……ふん、ではな。何いずれの夜にまた会おう」

「む……もう行くのか？」

　あっさりと見えた背に、ついそう投げかけてしまう。

　よほど怒らせてしまったのかと思ったが──

「別れを惜おしんでくれるのか？」

　挑ちよう発はつするように、笑みで見返るツェーンを見ると、それほど苛立っているようには見えなかった。

　月に照らされた妖よう艶えんな笑顔で、此方に近づく気配があることにようやく気がつく。

　随分とあてられていたようだ。我ながら不ふ甲が斐いない。

「厄やつ介かいな奴が来るのでな。どうせ別れるのならば、お前と二人きりのまま、静かに別れたい」

　そう言い残し、ツェーンは姿を消す。闇にその姿を溶とけさせるのを見て、彼女が暗殺者だったという事を思い出した。

「此方にいたのですね、師匠せんせい」

　程なくして代わりに私に向けられたのは、我が愛まな娘むすめの声であった。

　強い風に髪かみを靡なびかせながら、アルマが近づいてくる。

「そろそろお部屋に戻もどりませんか？　夜の潮風は、冷えます」

　アルマが私にそっと身体を寄せると、その温かみで自分の体が冷えていることに気がついた。……身を浮かすような熱さで、感じずにいたらしい。

「……ああ、そうだな」

　まるで、妻に隠れて逢おう瀬せをしていたような罪悪感に駆かられた私は、半ば反射的にその言葉に肯こう定ていを返していた。

　……妻を持ったこともないというのに、何を考えているのだか。

　こんなことではいけないと、自らの頰を張る。

「師匠？」

　百年以上もの間独り身だった男に、この状じよう況きようは辛つらいな。

　まるで水面に揺ゆらめく月のように怪あやしく輝かがやく少女を思い浮かべ、私は苦笑を浮かべるのであった。







　　　第二話　シューウ







「そろそろこの船旅もおしまいかー」

　予定最終日の昼下がり。身体を深く沈しずめるベッドに身体を預けたソーニャが、名残なごり惜しそうに呟つぶやいた。

　この子が海の上からの別れを惜しむとは珍めずらしい。この船旅はよい刺し激げきになったようだと、此方こちらも笑みを浮かべる。

　私の方も、この十日間あまりを中々に楽しく過ごすことが出来た。気のいい仲間達と一いつ緒しよだと、趣しゆ味みに合わない場所でも楽しく感じるものだ。

「中々また来ようと言える場所ではないのが少し寂さびしいところだな。どうだ、悔くいなく楽しむ事はできたか？」

　だが私までもが楽しめたのは、ソーニャがずっと楽しそうにしていたのが大きいかもしれない。

　誰だれかが楽しそうだと、自分まで楽しくなるというものだ。

「それはもう！　ただ、こんな生活が続くとちょっとお腹なか周りが怖こわいかな。やっぱり私は陸の上がいいや」

　とはいえ、やはりソーニャにも海の上の生活はあまり合わないらしい。

　何せ海の上だと激しい運動が出来ない。だというのに、船に居ると食事くらいしか楽しみがないのだ。軽食を含めれば食事は一日に五回。運動不足と重なると、身体が鈍なまってしまうのは恐ろしい。

「確かにな。早いところ身体を動かしたいよ」

　アルマが苦笑しながらソーニャに同調する。太るだの太らないだのは、女性にとっては大きな問題だろう。

　武術家である以上、普段はあまり運動不足を気にする必要はないのだが、こういう状況ではどうしようもない。

「でもシューウかー。スラヴァくんとアルマは来たことあるんだよね。どんな場所なの？」

「わたしも気になる」

　とはいえ、どうせ船を降りれば毎日が激しい運動だ。陸に上がれば嫌でも瘦やせるので、あまり気にはしていないようだ。

　切り替えられた話題が向かう先は、この船の目指す場所と同じシューウだ。

　シェリルとソーニャから寄せられた疑問に、私はアルマと顔を向かい合わせた。

「どんな場所、と問われると……困るな」

　ほんの少しだけ考えてから、私は詳しよう細さいな説明を放ほう棄きした。

　なにせ、あの場所はなんと説明して良いかわからないのだ。

　ただ一つ言えるのは、シューウの様な場所は世界でも一つだけだろうという事である。

「でも、美しい所ですよね。私は好きです」

「ああ、それは間ま違ちがいない」

　しかし、アルマが言ったこともまた真実だ。

　シューウを初めて訪れた者は、よほど捻ひねくれていないかぎり同じ印象を受けるだろう。

　私達の説明に、シェリル達は疑問を深めるばかりだ。

「──ううむ、難しいな。この世界にあって、この世界にあらぬ場所というか。まあ、なんだ。見れば分かるさ」

　結局、私はシューウを説明することは出来なかった。

　とはいえ、どうせもうすぐ嫌いやでも見ることになるのだ。百聞は一見にしかず、と言うのは師匠の言葉である。

　……聞けば、シューウにもまた同じ言葉があるようだ。

「まあそれもそうだね。楽しみにしておこうかな」

「きれいな所、はやく見てみたい」

　シェリルを抱だき寄せながら、ソーニャは肩かたを左右に揺らしている。

　上じよう機き嫌げんな二人を見ると、期待は随ずい分ぶんと大きいようだ。

　……だがシューウはきっとその期待に応こたえてくれるだろう。何せ、師匠が愛した国だからな。

「きっと二人も気に入るさ」

「本当？　スラヴァくんがそういうの、珍しいね」

「良いところだぞ、シューウは。よい温泉もたくさんありますしね、師匠」

「おふろあるの？　……楽しみ」

　アルマの言葉に首しゆ肯こうを返すと、シェリルも興味を引かれたらしい。同好の士が増えるのは嬉うれしい。

　実を言うと、久方ぶりのシューウは私も楽しみだ。

　ただしそれはヤナギ様の事を考えぬなら、であるが──まあ、今いま更さらそれを言っても仕方がない。船はじきにそこへと着くのだ。

　……いっそシューウが大口を開いた魔ま物もののようにも思えてくる。

　思い出すとまた気が重くなってきたが、いい加減覚かく悟ごを決めねば。

「お客様。シューウが見えて参りました。程なくして到とう着ちやくいたしますので、お荷物のお忘れ物などございませんようご注意ください」

「あ、見えてきたって！」

　崖がけに立っている所を突つき落とすように、到着が近づいていることが知らされる。

　これでもう後には引けなくなったわけだ。……いや、元から引く道などなかったな。

　ううむ、ヤナギ様も少しは丸くなられていると良いのだが。あまり望みは持てぬだろうなあ。

「見に行こうよ！」

「はやく、はやく」

　元々少ない荷物だ。気がつけば、ソーニャ達は支し度たくを終えていた。

　アルマに目配せをすると、苦笑が返ってきた。恐おそらくはソーニャ達のはしゃぎように対してだろう。

　……仕方がないか。

「よし、では甲かん板ぱんに出ていようか」

　最後の一歩は、自分からだ。ちょっとした意地を張り、皆みんなと共に甲板へと向かう。

　──甲板へと出て、一ひと際きわ強い潮風が顔を撫なでると、視線の先には世にも珍しい紅葉もみじの山。

「うわあ……！　紅あかい樹きだよ！　スラヴァくん！」

「すごい……きれい……！」

　その光景は、シューウに来ないと見られないものだ。

　世にも珍しい、紅葉を生やす樹に、私や我が師の住んでいたような不思議な家屋が建ち並ぶ光景──

「本当、別の世界みたいだね……」

　この世にして、この世にあらざる光景。獣じゆう人じんの国、シューウ。

　久方ぶりに見たその光景は、かつて見たその場所と何も変わってはいなかった。




　　　　◆




「すごい！　スラヴァくんのお師匠様が住んでいた様なお家が沢たく山さんだ！」

　シューウへと足を踏ふみ入れてすぐ、周りを見回して叫さけんだのは、仮面を外したソーニャだった。

　人の目も気にせずに素顔で大きな声を出しているのは、その興奮故ゆえだろう。だが眼で確しつかりと光景を捉とらえたい、という気持ちはよく分かる。

　世界中を探しても、これだけ異質な文化を築いているのは、この国くらいだろうからな。

「耳とかしっぽがある人達、たくさん」

　一方で、シェリルが興味を持ったのはこの国の人々──『獣人』に対してだった。

　厳密に言うと、獣人という人種はこの世には存在しない。しかしこの国には、数十や数百を悠ゆうに超こえる、様々な人種の人々が存在しているのだ。

　そして、その人々は皆、その身体からだに様々な獣の特とく徴ちようを持っている。

　例えば、犬の尻尾しつぽを。例えば、蜥蜴とかげの尻尾を。猫ねこの爪つめを、兎うさぎの耳を。

　──故に、獣人。どうも彼らにはおおらかな人物が多いらしい。いちいち人種を分けるのも面めん倒どうだと、『獣人』という名めい称しようは彼らが定着させたそうだ。

「おお、そういうお嬢じようさんはエルフかい？　珍しいねえ、エルフがシューウまで来るとは」

　目を輝かせてあちこちを見るシェリルに、恰かつ幅ぷくの良い猫人の男性が笑いかける。

　そんな男性に、シェリルは元気よく挨あい拶さつを返した。

「エルフと魔人のハーフ？　だよ」

「へえ、魔人とエルフの！　そりゃまた珍しい。まあ楽しんでいきなよ、良いところだよシューウは」

　魔人──と。普ふ通つうならば敬遠される様な種族を出しても、男性はおおらかに笑ったままだ。

　……これもまた、獣人の国の面おも白しろいところである。

　その性格故か、彼らは唯ゆい一いつ魔人の国と親交のある国なのだ。昔魔人の知り合いに聞いた話だと「あいつら笑ってばっかいやがるから毒気を抜ぬかれる」……だったか。

　兎とも角かく。ここは人種のるつぼだ。

　よほど目立つ行動をしないかぎりは、私達もそれほど悪目立ちすることはないだろう。

　……まあ、鳥の仮面はどうしたって悪目立ちするが。

「ばいばい」

　気がつけば男性と別れの挨拶をかわしていたシェリルからソーニャに視線を動かすと、ソーニャはまだあちこちへと忙せわしなく視線を動かしていた。

「そろそろ行くぞ、ソーニャ。まだまだこの国には素晴らしい所が沢山ある。ここで立ち止まっていては勿もつ体たい無ないぞ」

「あ、うん。今行く！」

　自分が好きな場所を好きだと言ってもらえると、不思議と良い気分になる。気持ちを共有するというのは、素晴らしいことだ。

「ヤナギ様のおられるカテンの街はここから近い。日が暮れるころには着くことが出来るだろう。……カテンで一晩宿を取って、ヤナギ様にお目通りを願うのは明日だな」

　カテンはここからしばらく行った場所にある、大きな街だ。この港町も美しいが、あそこの美しさはまた筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい物がある。是ぜ非ひとも皆に見せたいと思うほどに。

　そう思うと、僅わずかに足が軽くなる気がした。

「……ふふっ」

「む、どうしたシェリル」

　自分でも分かるくらいにころころと表情を変えていると、流石さすがにシェリルに笑われた。

　なんだかそれが自分でも面白くなり、つい笑ってしまう。

「いつものスラヴァくんに戻もどった」

　だが、シェリルには少しだけ違うものが見えていたようだ。

「そうか？　……よし、では行こうか」

　目指すは朱あけ霧ぎりの街、カテンだ。

　空を見上げると、気持ちがいいくらいの青空だった。どこの国でも、空の色は変わらぬ清すが々すがしさを持っているのだな。

　……ふむ。いい加減、覚悟ができてきたかな。

　あの空のように──とは言わないが、少しだけ心の靄もやが晴れた。そんな気がした。




　　　　◆




　港町を出て暫しばらく、空が暗く染まり始めてきた頃ころ。

　私達の視線の先には、輝かがやく山がそびえ立っていた。

　と言っても、勿もち論ろん山そのものが輝いているというわけではない。……その山に住む者達の生活の明かりが、そう見えさせているのだ。

「カテン、って山にある街だったんだ！　……綺き麗れい」

　夜の空にその輪りん郭かくを溶とけさせた山の光は、数多あまたの星々がすぐ近くまで降りてきたような光景を連想させる。

　その美しさに思わずソーニャが呟つぶやき、シェリルは吐と息いきを漏もらす。

　どうやら気に入ってもらえたようだ。しかし、何度見ても美しい。サーフレストにも美しい山はあったのだが、それは失われてしまった光景となっていた。

　……だが、カテンのその姿は昔のままを保っていた。それが嬉しい。

「ふふ、遠くから眺ながめるのもいいが、カテンは街の中に入っても美しいぞ」

「本当？　はやくいきたい！」

　アルマがどこか得意気にしているのは、きっと私と同じ理由からだろう。

　小走りになって先行するシェリルに、吐息を漏らす。やれやれ、このままでは少しばかり到着が早まってしまいそうだ。

　まあ、それも良いか。そう思えるのは、少し余よ裕ゆうが出てきたからだろう。

「あ、待ってよシェリルちゃん！」

　待ってと言われても待つ気配のないシェリルを、ソーニャが追いかける。少し遅おくれて、私とアルマもまた脚あしを早めた。

　その速度は、かなりのものだ。シェリルが全速力を出している事に苦笑する。

　流石さすがに少し早すぎるかと思いつつも、先頭のシェリルを追う私達は、気がつけばカテンの入り口まで来ていた。

「はあっ、はっ……ついたー」

　息を切らせながら、私達へと振ふり返るシェリル。

　疲つかれで息は荒あらいが、満面の笑みだ。ソーニャに頭を撫でてもらっているシェリルは、満足気である。

「ねね、早く入ろうよ！　私も楽しみでさ」

　とはいえ、今回落ち着きがなかったのはシェリルだけではないようだ。ソーニャの急せかす声に首しゆ肯こうを返し、私達はカテンの街へと足を踏み入れる。

　そこに広がっていたのは──『朱しゆ霧きりの街』という異名通りの風景だった。

「わああ……！」

　感かん嘆たんの息を漏らしたのは、シェリルかソーニャか──いや、両方だろう。

　既すでにその光景を知っていた私でさえ、その美しさには息を吞のむ。

　視界に広がったのは、彼あ方ち此こ方ちから立つ湯気が、街灯や宿の明りに照らされた紅葉の色に同調して煌きらめく光景。

　ここ、カテンは──温泉の街なのだ。

　温泉宿が建ち並び、数多の光が照らす紅葉。滝たきのように流れ落ちる湯が豪ごう快かいに立てる湯気。そしてシューウ特有の、どこか郷きよう愁しゆうの念を思い起こさせる美しい家屋の数々。

　その光景は、正に異世界と言うに相応ふさわしいだろう。

「すごい……すごい！　なにこれ……っ！」

　感激したシェリルが、身体全体でその感情を表現する。だが、この光景をどう表したものかは、思い浮うかばない様だ。

　ソーニャもまた、同じだった。温泉の集まるこの街は、硫い黄おうなどの強い匂においもするのだが、感動で気にもならないようだ。

「何時見ても、美しい街ですね……」

　私やアルマはこの街を何度か訪れている。それでも毎度感動しているのだ。初めてこの街を見た時は、私達も感動で言葉を失ったものだ。

　人間、エルフに魔人。そして獣人。その大本は同じ種族であったというが、どう発展をすればここまで異質な文化が築かれるのか。興味の尽きないところである。

「はは、気に入ったようだな」

「そりゃそうだよ！　凄すごいなあ……世界には、こんな綺麗な場所もあったんだね」

　ソーニャの頰ほおには紅葉のような朱が差していた。

　大分興奮しているようだ。長く生きるが故、エルフの感受性というのは摩ま耗もうしていきがちだと聞くが──この子達を見ていると、とてもそうは思えんな。

　あるいは、それこそがシェリルやソーニャの魅み力りよくなのかも知れん。

「さあ、それでは少し歩きながら宿を探すか」

　時間はもう大分遅おそくなってしまっている。行楽の時期は大きく外しているとはいえ、宿が見つかるかどうか。

　此こ処こで立ち止まっていては今晩の宿を取り損ねるかも知れないし、何より、この街の様々な景色を見ずに居るのは勿体無い。

　提案に全力で首を縦に振るシェリル達をなんとも微笑ほほえましく思いながら、私とアルマは二人の引いん率そつを始めるのであった。

「ふふっ……全く二人共……こうしていると、夫婦のようですね」

　二人のはしゃぎっぷりにかこつけてアルマがそんな爆ばく弾だんを投下したのは──また別の話。







　　　第三話　ヤナギ







　なんとか見つけた古宿で一晩を明かし。

　時刻は昼前、太陽が真上を目指して移動する頃。

「わー！　夜も綺麗だったけど、昼もなんていうか……活気があって良いね！」

「みんな、すごく楽しそう」

　私達は未いまだに興味を失わず彼あ方ち此こ方ちへと視線を移動させるシェリルとソーニャを伴ともなってカテンの街を歩いていた。

　道中の景色を楽しみながら向かうは、異質な光景が広がるこの街にあってもなお一際違う雰ふん囲い気きを纏まとう、ヤナギ様の住居だ。

　道をゆく様々な獣じゆう人じん達の揺ゆれる耳を見送りながら、時折交わされる挨あい拶さつに手を振っていく。

　人々の顔には、笑顔があった。彼らのおおらかな性格にも依よるが、シェリルの言うとおり皆みんな楽しそうな顔をしているのが印象的だった。

　きっと、平和なのだろう。その平和を作り出しているであろう人物の顔を思い浮かべながら、私は表情を曇くもらせる。

「……師匠せんせい？　表情が優すぐれませんが……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ。問題ない」

　……今になって、ヤナギ様に会う事に気が乗らなくなってきたのだ。

　いい加減覚かく悟ごは決めたつもりだったのだが、前もって会う約束を取り付けられなかったことが引っかかっていたのだ。カテンの街に到とう着ちやくする時刻が遅かったため、ヤナギ様にはお訪たずねする話を通していない。それが、どうにも私の気を重くさせるのだ。

　前にお会いした時にはあまり礼れい儀ぎだとかを気にする方ではなかったのだが、恐おそらく──相手が私ならば、話は別。前にお会いした時には事あるごとにからかわれたものだ。なんとしても『スラヴァ＝シジマ』の存在を気取られたくないと思う。

　……まあ、それが無理だということは分かっているのだが。

　アルマ＝シジマに、我が師の手紙。そしてスラヴァという名。これだけ揃っていて、聡さといあの方が私の正体に気づかぬはずがない。

　せめて、今日はお会いするための約束を取り付けるだけに留め、本格的にお目通り願うのは別の日にしようか──とも思ったのだが、時間の余裕はあまりない。

　結局の所、覚悟を決めるしかないということに気がついたのは、道を行く人々の数が減ってきた頃だった。

「なんか、大分人が減ってきたね？　こっちの方は温泉とかが少ないのかな」

　鼻を利きかせつつ、ソーニャは当たりを見回す。

　彼女の嗅きゆう覚かくがあれば行く先に『匂いのもと』があるかは分かるはずだが、敢あえてそう聞いたのは私に答えを求めるためだろう。

「此方こちらの方には、ヤナギ様の住居があるからな。ヤナギ様は獣人の人々に大層慕したわれておられる。皆、気軽にお会いするのを躊躇ためらっているのさ」

　私が返した言葉に、ソーニャだけでなく、アルマやシェリルも息を漏らす。

　今、彼女たちはどの様な『ヤナギ様像』を想像しているのだろうか。

　お会いした時に驚おどろくだろうな、と空を見上げる私は、どこか遠い場所を見るように目を細めた。

　そうして歩いていると、辺りの様相が変わってくる。

　建物が減り、人々もまた姿を消していき──代わりに、山が本来持つ自然が増えてくる。

　木こ陰かげが作るひんやりとした心地よさに身を任せていると、私達の前に現れたのは、長い石の階段だった。

「この上だ」

　この長い階段を登ると、そこがヤナギ様の住居になっている。

　何い時つもならば一気に駆かけ上がっても息一つ乱さぬ自信があるが、今回は代わりに溜ため息いきを吐ついてしまった。

　真っ赤なアーチ状のオブジェに囲まれた階段を登りきると、門があり──そこを抜ぬけると、石いし畳だたみの通路が通った広場に出る。

　通路の先には、どこか古めかしく感じる獣人の国の建造物と比べてなお歴史を感じさせる、ヤシロという建物がある。

　ここに、ヤナギ様が居られるのだ。

「わあ……なんか、神秘的……」

　巨きよ大だいなわけではない。金で飾られているわけでもない。建材としては比ひ較かく的メジャーな木材で建てられたその建築物に、一同は圧あつ倒とうされていた。

　その外観は、見るものを圧倒する。師匠が言うには神を祀まつるための建物だからだろうか。確かにその姿には、神が宿っているようにも思えた。

「あらら、お客さんとは珍めずらしいですね。此方に何か御ご用ようですか？」

　少し離はなれた位置からヤシロを見つめていると、ころころと鈴すずを鳴らすような、可愛かわいらしい声が私達を呼ぶ。

　声のした方を振ふり向くと──そこには、紅あかいハカマが印象的な、小こ柄がらの少女が居た。

　丸く切り揃そろえられた髪かみの毛は、たしか『おかっぱ』と言うのだったか。魔ま人じんのそれとは違ちがい、どこか輝かがやいているようにも見える美しい白はく髪はつには、赤毛と黒毛が混じっている。

　背格好は、私やシェリルと然さ程ほど変わらない。身長程もある箒ほうきを両手で持つ姿は愛らしい。

「わ、可愛い子。えっと、私達はヤナギ様を訪ねて来たんだけど……今、ヤナギ様はいらっしゃいますか？」

　あまりにもこの場に合った神秘的な出で立ちをする少女に、ソーニャは驚きよう愕がくに開いた口を閉じて、急いで表情を正した。

　ハカマの少女は、顎あごに人差し指を添そえてから、首を傾かしげる。

「んー、ヤナギ様ですか？　どうでしょう。何時もはお社やしろに居るのですけど……」

　箒を片手に預け、少女はヤシロを指差す。

「む、困ったな。今日はいらっしゃらないのでしょうか。師匠、どうしましょうか……」

　今日は居るか分からない。暗にそう続く言葉に、アルマは考えこむ素振りを見せてから、私に意見を仰あおぐ。

　私は──

「……師匠？」

　少女を見たまま、滝たきのような汗あせを流して固まっていた。

「あの、お連れ様は大丈夫ですか？　随ずい分ぶんと顔色が悪い様子ですが……」

「心配してくれてありがとう。……此方に来た時から、どうもこの様子が続いていてな。あの、師匠。本当に大丈夫ですか？」

　我が身を案ずるアルマの声が、今はただ遠い。

　──知らないというのは、幸せなことだ。

　身を貫つらぬく寒々しさ──未来への絶望が、皮肉にも私を正気へと揺り戻もどす。

　避さけては通れぬ自己紹しよう介かい。アルマ＝シジマに『師匠』などと呼ばれては、もはや言い逃のがれもできようはずもない。

「は、ははは……相変わらず人が悪いですな……『ヤナギ様』」

　だがまあ、かえって良い機会にはなったかもしれん。

　かつて世話になったのは紛まぎれもない事実。恩人に身分を隠かくして接するのはあまりよろしくない。

　私がその少女の名を呼ぶと、アルマやソーニャ──シェリルまでもが勢い良く視線を少女へと集めた。私が『様』を付けて呼ぶ人物と、目の前の少女が一いつ致ちしなかったのだろう。

　純じゆん粋すいそうな少女の笑顔が、愉ゆ快かいそうに歪ゆがんでいく。柔やわらかな唇くちびるの間から、喜き悦えつを嚙かみしめるような歯が覗のぞくと少女は──いや、ヤナギ様は、探たん偵ていがするように自らの顎をなぞった。

「ほう？　ほうほう……こりゃあ面おも白しろい。まさかわしが誰だれであるかを知っている客人が訪ねてくるとはのう」

　その表情は、もはや少女のものとは言えなかった。

　楽しそうに歪んだ半月が私へと向けられ、値ね踏ぶみをする。睨ねめ付けるようなその視線は、彼女がどういう人物であるか──その老ろう獪かいさを語っていた。

　……しかし、驚いたな。まさか、最初にお会いした時から全くお姿が変わっておらぬとは。

　鶴つるの獣人、ヤナギ。この国の人々に姓せいは無く、それは彼女も同じだ。

　獣人の特とく徴ちようはその純白の髪の毛。輝かしい白髪に混じった赤毛と黒毛は、この国では神の使いとして好まれる鶴によく似ていた。

　鶴の獣人は、とてつもなく長い寿じゆ命みようを持っていると聞いたことがある。それにしても、まさかそろそろ百年近くも会っていなかった方が、昔と変わらぬままで居られるとは予想がつくまい。

「その口ぶり……わしの性格を知っているようにも聞こえる。ふぅむ……これは面白い、面白い」

　他の人種と比べると僅わずかに尖とがった歯をむき出しにし、ヤナギ様が私の元へと歩いてきた。

　足元から耳の先まで──じっくりと値踏みされる感覚に寒気を覚える。

「エルフの小こ僧ぞうに知り合いはおらん。そもそも、せいぜい百や二百歳のガキがわしを知っているとも思えん。小僧、わしのことを誰に聞いた？」

　観察しても、記き憶おくに引っかかるものはなかったのだろう。ヤナギ様は私から人一人分ほどの距きよ離りをとり、正面から眼を見み据すえた。

　……この時が、一番肝きもが冷える。否いや応おうなしにかつての記憶が蘇よみがえるが、怯ひるんでばかりもいられない。

「──我が師、イワオ＝シジマに」

「は！　これは面白い！　あの偏へん屈くつにエルフの弟で子しが居たとはな」

　ヤナギ様はなおも笑っておられる。しかし、その笑みに試すような色が含ふくまれたのがわかった。イワオ様の死は、ヤナギ様も知って居られたはずだ。私の歳では、直接イワオ様の弟子であった期間を想像するのは難しい。

　カタリであるかを問うておられるのだろう。だが私は、それに対し一枚の紙を差し出した。

　血けつ晶しようについて記された、我が師の手紙だ。

「……！　ほう、これは……そうか、あ奴やつ、遂ついにあの石の事を託たくせる奴を見つけたか……」

　手紙を読むと、ヤナギ様はその顔色を変えられる。

　亡なくした友人を懐なつかしむ顔を、最後の言葉が誰かに届いたことへの嬉うれしさを。

　だが、直すぐにその穏おだやかな色は皮ひ膚ふの下へとしまい込まれた。

「……ふむ。わしとしては、ようやっと友人の願いが叶かなえられることを喜んでやりたいというのもあるのだが──解げせんな。貴様、どこの馬の骨だ？　何な故ぜ、なぜあいつでは──」

　次に混じったのは、僅かな怒いかりだ。

「いや……忘れてくれ。ついてこい、ひとまず茶でも出そう」

　しかしすぐにそれも表情から消えていく。

　所在を問われた私は、僅かに逡しゆん巡じゆんする。だがもう覚かく悟ごは決まっているのだ。

「名は」

「む」

　背を向けるヤナギ様を呼び止めるように、私はそう呟つぶやいた。

　見つめた背が返り、再び視線を受け止めることとなる。

　とりあえず呼び止められたので振り返った。切り出した言葉は届いていなかったようなので、私は自らにも言い聞かせるように、胸へ手を当てた。

「私の名は、スラヴァ……と申します。偉い大だいなるシジマ流の──武術の開祖イワオ＝シジマ、その直弟子です」

「……何？」

　今度は、その言葉が確しつかりと届いたことを確信した。

　ヤナギ様の瞳ひとみに、怒りが浮うかんだからだ。

　ヤナギ様が一度歩いた道を乱暴に戻る。また同じくらいの位置──私の目の前へと移動すると、ヤナギ様は私を睨にらみつけた。

「お前、わしをからかうのもいい加減に──」

　いくら手紙を出したとて、私が、このエルフの子供がイワオ様の直弟子だと言われても信じられる筈はずはないだろう。

　長命のエルフとはいえ、私のような外見の少年が、健在であった頃ころのイワオ様から直接ものを教えられているはずはないのだから。

　──だが、ヤナギ様が私の目を、睨みつけるように見つめてきた今。私は静かに、意思を表すように魔力を開放した。

　コウタロウに聞いたこと──眼が、昔から変わっていないと。そう言われた事を思い出したからだ。

　果たして、スラヴァ＝シジマはそのようなものを持っていたのか。道半ばで倒たおれた一人の武術家には、彼が憧あこがれるに足るものがあったのだろうか？

　血晶への怒り。武術への想い。それらを込めた瞳の光は──

「……!?　まさか、いや──そんなはずはない……だが、その眼は……っ」

　それが立派なものかはさておいて、確かに存在したようだ。

　吸い寄せられるように弱々しく歩いてきたヤナギ様の震ふるえる手が、躊躇ためらいがちに私へと伸のばされる。自分の考えを否定するように少しだけ動きを止めた手は、しかし震えたまま私の頰ほおに添えられた。

「お久しぶりですな、ヤナギ様。……その、かつてはお世話になりました。それはもう、大層に……」

　前世での彼女とのやり取りを思い出すと、視線が泳いだ。だが今いま更さらそれがばつの悪さに見えることはないだろう。

　本当に、本当に私はこの方が苦手だったのだ。

「スラヴァ＝ヴェサー……！　坊ぼう主ず！　おまえぇ……！　なんでもっと早く顔をださなかったのだ……っ！」

　私が『シジマ』を名乗る前の名を呼びながら、ヤナギ様は力ちから一いつ杯ぱいに私を抱だきしめた。

『答え』に至るための最大のヒントは──たぶん、逃のがれるように泳いだ視線だろう。

　恐おそらくはそれが、私と彼女の間に一番よく存在していたものだったのだから。

　まるで少女のように。見た目通りの表情で涙なみだを流しながら、ヤナギ様は私を抱きしめる。込められた力には、それ以上の想いが詰つまっているのがわかった。

　見れば、いきなり私が抱きしめられた事でシェリル達が固まっているのが見えた。

　かつて、私がイワオ様と共にヤナギ様の元を訪れた際、ヤナギ様は私を大層気に入ってくださっていた。

　だが当時の私──未熟で、強さに対して青い飢うえ方をしていた私は、様々な方に嚙み付いていたのだ。

　私よりも遥はるかに若い見た目で、母や姉のように振ふる舞まう彼女を、私は苦手としていた。今となって思えば、それさえも私を大切に思っていることの証あかしだったのかもしれないが──

　とにかく今より面白みも無く、無む駄だにプライドも高かった私にとって、幼い外見ながら遥かな高みにいる彼女は理り不ふ尽じんの体現者だったのだ。

　……だが弁明させて欲しい。彼女の方にも、私が苦手とする原因があると。

「会いたかったぞスラヴァ……！」

　苦手ではあるが、嫌きらいではない。私は彼女をそう表したがそれはそうだろう。彼女は私の事をいたく気に入って居られたのだ。

　まるで思春期の少年が母親に世話を焼かれるような気き恥はずかしさはあっても、好意を向けてくる者を一方的に嫌うのは難しい。故ゆえに私は彼女のことが嫌いではなかった。

　……ならばいくらプライドが高いとはいえ、私を気に入ってくれている実力者を苦手に思うのは失礼に当たるだろうと思うのだが──

　彼女には、一つ大きな問題点があるのだ。

「年長者を待たせおって……！　……だがもう放さぬ。さあ、一いつ緒しよになろう！　沢たく山さん子を生なして、幸せな家庭をつくろうぞ……！」

　それがこの……いっそ清すが々すがしいまでのド直球さ加減である。

　当時初う心ぶであった私は、この直球さが大の苦手であったのだ。

　最初にヤナギ様に出会ったのは、私が三十代の頃だったか。中年の男が、外見的に十歳と少しの幼女に肉体関係を迫せまられているのだ。それは当時、大層我が師の笑いのタネとなっていたものである。
















　しかも、ヤナギ様はその気になれば無理やりコトに及およぶことが出来るような実力者だ。幼女に貞てい操そうを握にぎられるというのがどんな気分であるか──こればかりは、体験した者にしかわかるまい。

「え!?　は、あの……えっ？」

　急転を迎むかえた空気に、ソーニャは慌あわてふためいている。

　アルマは完全に固まっているし、シェリルは──いつも通り首を傾かしげていた。

　ああ、この御お方かたに関わると何い時つもロクなことがない。

　後を想うと気が重い。だというのに、今一番冷静なのが自分である事に、私は諦てい観かんの息を漏もらした。

　空はあんなに青いのに。

　いや、だからこそだろうか。青くなった私は、諦あきらめた心を空中へと放るのであった。







　　　第四話　立ち向かうモノ







「ふむ……まさかそのような事があったとはのう。無駄に歳を重ねていても、知らぬことというのは世に溢あふれているのじゃろうなあ」

　固まったアルマや、ソーニャが正気を取り戻もどしてから暫しばらく。

　私達はヤシロの裏手にあるヤナギ様のお屋や敷しきへお邪じや魔ましていた。

　ヤシロはいうなればヤナギ様の仕事場で、此こ処こはプライベートな客のみが招かれる特別な場所と言える。

　そこで私達はヤナギ様に今まであったことをご報告すべく、居間へと集まっていたのだが──

「あのさ……いつまでそうしてるの？」

　私の前に座っている三人娘むすめのうち、ソーニャが苛いら立だちに曇くもった声でそう指し摘てきする。

　声を向ける先は、私と──私に抱だきついて離はなれないヤナギ様だ。

「いつまでって、いつまででもに決まっておろ？　恋こい人びと達が百年ぶりに再会したのに水を差すとは、無ぶ粋すいな奴やつじゃの」

　離れろ、と言外に語るソーニャに対し、ヤナギ様は素知らぬ表情だ。

　むしろ此方こちらもまた、言葉の外に「何を言っているんだ」という念を込めていた。

「恋人になった覚えはないのですが……あの、そろそろ離れてはいただけませぬか」

　だが私もただされるがままにしているというわけではない。頰を押し付けられつつも、なんとか言葉での反はん抗こうを試みる。

　こうしていると、話が進まない。折角一つクッションを置くことを諦めてまで此処を訪たずねたというのに、これでは私の決意があまりにも報むくわれないではないか。

「ほらぁ！　スラヴァくんもこう言ってるじゃん！　さっさと離れなよ！」

「あーん？　聞こえんなぁ。わしにはお前達のように長い耳も、優すぐれた獣けものの耳もついておらん。どうも都合の悪いことに対しては耳が悪くてな」

　しかし、ヤナギ様はどこ吹ふく風。

　……師し匠しようが言っていた『柳やなぎに風』とはこういう事を指すのだろうか。

　ついつい昔のことを思い出してしまうのは、一種の現実逃とう避ひだ。恐れていた──いや、それ以上の現状になっていることに、思わず溜ため息いきが漏れる。

「む、せっかくの再会だというのになんじゃ辛しん気き臭くさい。……仕方がないのお。重要な話もせねばならんことだし、一いつ旦たん放してやるとしようか」

　とはいえ、悪いことばかりでもなかった。

　やりたい放題という点は変わっていなかったが、それでもヤナギ様は私を解放してくれた。

　あっさりと放してくれたことに、少し驚おどろいた。我が道をゆくヤナギ様が、他人の意見を聞き入れたのだ。それは、かつての──というか、ヤナギという鶴つるの獣人を知っている私にとっては、十分すぎるほど驚きよう愕がくに値あたいすることだ。

　……それだけ、この血けつ晶しように纏まつわる話というのは重要なのだろう。

　事態の重さに気を引き締しめると、対面に座るシェリル達も少し敵意を収めた様だ。

　正直、助かる。アルマとソーニャは見たことのないような敵意を露あらわにしていたし──シェリルまでもが、かつてを思いださせるような負の表情をしていたからだ。

　こうなると、否いや応おうなしにも自分の立ち位置が思い知らされる。軽けい率そつな行動は控ひかえていくよう、今まで気にしていなかった事も考えていかなければならんな。

「さて……では再会を喜ぶのは後にしておこうか。スラヴァとの時間はわしにとっては至し極ごく重要なことだが──共に過ごす世界が滅ほろんではかなわん」

　口調はまだふざけたままだったが『血晶』の与あたえるであろう世界への影えい響きようは、ヤナギ様でさえ無視できない。その事実が、私を現実に帰らせた。

「ふむ、何ど処こから話したものかな。いや、まずはお前達がどこまで知っているかを問うたほうがよいか」

　表情を引き締めたヤナギ様は、確かな威い厳げんを身に纏まとった。

　──前に聞いた話では、ヤナギ様は少なくとも千年は生きているという。その語り口は、それだけの重みを感じさせるには十分なものだった。

　師匠が言うには『鶴は千年……どころではないな』だったか。底が知れないという言葉を良くわからせる人物だと思う。

　流石さすがに、こうなるとシェリル達もその姿勢を正した。

　私から、アルマへ。ナトゥーシャであったことを話しつつ──血晶に対するシェリルの反応を。シェリルを除いた三人で話を継つぎながら、私達は今まであったことを、知ったことをヤナギ様にお伝えした。

「……成る程、よくわかった。十分だ。イワオの意思を継ぐ者が居ることを嬉うれしく思うぞ、スラヴァ」

　師の名前を出された事で、私はく、と息を吞んだ。

　……身に余る言葉だ。だがシジマの名を継ぐ者として、あのお方の弟で子しとして。偉い大だいな人物の人知れぬ意思を継げることを、嬉しく思う。

「そこまで知っているとは話が早い。……では結論から伝えようか」

　目を瞑つぶり、ヤナギ様は小さく息を吸った。

　何を言うかは、ある程度分かっていた。

「お前達、大変な時代に生まれたものだな。ヒトの歴史は今、有と無の岐き路ろに立っていると言ってもいいだろう」

　ヤナギ様から伝えられたのは、この世界の現状であった。

　歴史が続くか、途と絶だえるか。簡潔な二択たくが決して大げさではないことを、私達は知っている。

「かけら程の『昏くらい色の結晶』が齎もたらす効果は、お前達が知っている通りだ。ならば、魔人の国に存在する『大血晶』という存在がどの様なものかは想像がつくだろう」

　茶を一口啜すすり、ヤナギ様は続ける。

「アレがどの程度成長しているかは、わしも知らん。だがかつて伝え聞いた話では、既すでにそれは一マートル程の大きさがあると聞いている。今はそれより小さい、ということはないだろうな。……指でつまむ程度の血晶でさえ、アレだ。それほどの大きさが齎す被ひ害がいは、破局的なものになるだろう」

　破局的。その言葉がなんの比ひ喩ゆでもない事は、想像に難かたくない。

　だが、少し気になることがあった。

「それほどの大きさがありながら何な故ぜ、かの『大血晶』は孵ふ化かしないのでしょうか。」

　それは、一定の大きさまで成長することで覚かく醒せいするはずの血晶が、未だに成長を続けている理由だ。

　その大きさが本当の話ならば、今にでもその災さい厄やくの卵が孵化してもおかしくはないはず。

　私の疑問に、ヤナギ様は考えこむ素そ振ぶりを見せる。

「……イワオの話によると『大血晶』のある場所が関係しているらしい。譬たとえるのならば──そこは、胎はらの中だと言っていたな。負の魔ま力りよくが集まる場所でありながら、中にある血晶が覚醒することがない。かの場所を管理する魔人のうち一人が、そう言っていたそうじゃ」

　断定の形で話をしないという事は気になったが、イワオ様から聞いたということは信しん頼らいしても良い話なのだろう、と思った。

　少なくとも、私は信じる。師匠の話ならば、私が疑う余地はない。

「まるで悪意の集積場ですな」

「その通り。負の感情と魔力を吸い、大たい厄やくを育てる悪意の胎──まったく、恐おそろしい場所が存在したものよ」

　おぞましい話に思わず拳こぶしを握にぎる。自然にそのような場所が発生したのか、あるいは何者かの意思に依よるものなのか。それは分からないが──その話が本当ならば、やがて破局が訪れるのは必定のことだろう。

　……いや、それだけではない。

「『大血晶』がずうっとそこで眠ねむっていてくれれば良いのだろうが、恐らくはそうもいかん。……まさかお前達が既にそやつと遭あっているとは思わなかったが──『大血晶』を眠りから揺ゆり起こそうという者がいる」

　ヤナギ様の言うとおり──その邪じや悪あくな力を、手中に収めようとする者がいるのだ。

　表情を凍いてつかせたまま、私が握る拳には血が滲にじんでいた。

　ガルト＝ツィンサー。力を追い求め、血晶で手を汚けがした男──奴が血晶について『研究』しているのならば、やがて大血晶へと行き着くのは間ま違ちがいない。

　いや、むしろもう知っているかもしれない。仄ほの暗ぐらい世界で生き続け、力を手に入れる手段として血晶を手にとった男だ。私達以上に詳くわしいと見てしかるべきだろう。

「あの『昏い色の結晶』は、ただでさえ危険なモノだ。間違っても『大血晶』を斯か様ような者の手に渡わたらせるわけにはいかん。……だが、言うは易やすし、行うは難かたしじゃ。今のままでは、より高度な『血晶』の力を手にした者には勝てんじゃろう」

　そのお言葉に、私達は静かに頷うなずいた。

　……そう、今のままでは、奴には勝てない。

　タリスベルグに覚醒したコウタロウは、私の力を悠ゆうに上回っていた。ガルトの力はそれ以上と見て間違いない。

　あの時は不思議な感覚に身を任せることでなんとか勝利を得たが──あれは正まさしく『火事場の馬ば鹿か力ぢから』だ。あてにすることは出来ない。

「だから、わしがおる。血晶に対たい抗こうするための力を、授さずけるためにな」

　だからこそ──此処へ来たのだ。

　我が師の遺した最後の導しるべを、『怪かい物ぶつ』と戦うための力を目指して。

　隣となりに座るヤナギ様が、此方の方へと身体からだを向ける。私もそれに倣ならうと、自然と向かい合う形になった。

「今から暫しばし、お前達はわしの元でとある力を学ぶこととなる。それこそが怪物と渡り合うための唯ゆい一いつの力。スラヴァよ、お前がイワオの孫を打ち破った力……『明鏡止水』がそれなのじゃ」

　薄うす々うす感づいてはいたのだが、目を見て、はっきりとそれを言われると──すんなりと受け入れることが出来た。

　明鏡止水の境地。コウタロウと対たい峙じした際にぼんやりと感じ取った、異質の力。

　魔力の波動を感じないというのに『試製桜花』以上の力を発揮した、あの感覚。

　かつて師から教えられた夢語りの力が、現実に存在する。『事実』となったその存在に、私は震ふるえた。

「『昏い色の結晶』は悪意をもって成長し、『血晶の怪物』へは悪意をもって覚醒する。自分達に向けられる悪意こそが、あの怪物達にとっては何よりのエサなのじゃ。故ゆえに強い意志の力を注がれて始めて形を成す属性の魔術は、奴らには利きかん。間違いなく、奴らに放つ魔術には敵意が込められているじゃろうからの。だからこそ、奴らには『自らに込める想い』──魔力で強化した拳こそが唯一の武器となるのじゃが──これも、完全とはいえん」

　言いながら、ヤナギ様は立ち上がる。

　ふ、と小さく息を吐はくと、ヤナギ様の身体からは一切の魔力を感じなくなった。

　だが次の瞬しゆん間かん──

「『血晶』は凄すさまじい魔力を持ち主へと与える。真っ当な魔力では、単純に出力で劣おとってしまうだろう」

　ヤナギ様は私の隣から姿を消し、ソーニャの後ろへと現れていた。

「……っ!?」

　自分の背後から突とつ如じよ声がしたことで、ソーニャが咄とつ嗟さに後ろを振ふり向いた。

　シェリルとアルマも一いつ拍ぱく遅おくれ、声の方向へと顔を向ける。

　……これだ。それは、時たまに師し匠しようが見せていたものと同じ現象だった。

『魔力を感じさせない、高速移動』。私も、それなりに鍛きたえているつもりだ。だからこそ魔力の流れを観るのも、高速で移動する物体を捕とらえる力も、それなりに優すぐれていると『自覚』している。

　だというのに、師匠も、ヤナギ様も──私には、その影かげを追うことすら出来ない。

　まったく魔力を絶った状態では、視界から消えるほどの高速移動は不可能だ。だというのに彼女たちは、一切魔力を感知させず、その姿を視界から消してみせる。

　一瞬でも魔力の流れがあればわかる。魔力の流動があれば、姿を捉とらえられずともどちらへ動いたか、くらいはわかるものだ。

　しかしこのかけ離れた者達には、それすらも存在しない。で、あるならば魔力を使っていないと思うしかないのだ。勿もち論ろん、現実にはその状態での高速移動は不可能だと知りながら。

「だがこの力があれば──奴やつらと戦う事ができる。一切の不純物の無き純じゆん粋すいの力。それが、『明鏡止水』じゃ」

　それを可能にするのが、『明鏡止水の境地』なのだろう。

　戦せん慄りつしつつも、笑みが浮うかんでしまう。不純物のない力。曇くもりのない心がそれを実現すると言うのならば、我が師はずっと前からその存在を知らせてくれていたのか。

　……つくづく、自分の凡ぼん才さいが嫌いやになる。だが、新たな境地を示された興奮が、自分に呆あきれている暇ひまをくれなかった。

「譬えるのならば、この力は澄すんだ水じゃ。相手を傷つけよう、倒たおそうなんていう心は不必要な不純物。言うならば悪意、汚れじゃよ。水中にあっても泥どろ水みずは見易かろ。そして、泥水は飲むことは出来ん……どっこいしょ」

　再び私の隣へと腰こしを下ろし、ヤナギ様は湯のみに口を付けた。まあ濁にごった茶は美う味まいがの、などと軽く笑いながら。

「澄んだ水の中にある水は見えづらい。じゃが例えば流れとして──時には氷なんかを思い浮かべてもいいかも知れんな。見えなくともその力は確かに存在する。お前達はわしの移動が見えなかったことを不思議に思わんかったか？　魔力を感じなかった理由が、それじゃよ」

　かつて見た……というか体験したであろう『明鏡止水』を思い出しながら、私は妙みように納得していた。

　相手を傷つける意思、害意は不純物──泥水に譬えられればよく分かる。

　確かにそういった感情に支配された攻こう撃げきは避よけやすい。極きよく端たんだが、ゼツロの拳がそうであったように。

　まるで『勝ちたい』という武術家の原動力を否定するかのような言葉ではあるが、ヤナギ様の言うことはわかる。

　ヤナギ様も、師匠も、高みに立つ者の拳はもっと──清すが々すがしいのだ。勝ち負けを超こえたところで、もっと大きな何かと……恐らくは超ちよう克こくのために戦っている。薄々、そんな感覚を受けていたのだ。

「更さらに言うのならばこの不純物無き力は、純粋な魔力本来の力を持っておる。より軽く込めた力が、より大きく発揮されるのじゃ。──わしに言わせれば、お前達の扱あつかう力は一に満たぬ小数点以下の数字のようなものじゃな。零れい点てん以下にどんなに数を重ねようと、決して一に届くことはない。ま、これはちと大げさかも知れんがの」

　湯のみを傾かたむけてから、ぷは、と勢い良く息を吐き、ヤナギ様は満足気に微笑ほほえんだ。

　確かに、理にかなっている。悪意の混じった力では、悪意そのものにはその絶対量で及およばないだろう。

　だからこそ、濁りのない力が必要、か。

　思えば、あの時も、コウタロウを打ち破った時もそうだった。

　勝ち負けなどどうでもいい。ただ、この子達を守りたい。あの一瞬──私は、確かに欲よくを捨てた純粋な思いで拳を握っていた。

「……師匠に敵かなわぬわけですな。ぎらぎらした瞳ひとみであたり構わず嚙かみ付いていては、文字通り一生その境地に至れなくて当然だ」

　思わず自じ嘲ちよう的な笑みがこぼれてくる。道は常に示されていたというのに、死ぬまでその道に気づかぬとは。

「ふっ……まあ、そういう青さが可愛かわいらしくて好きだったんじゃがな。しばらくぶりに会ったと思ったら、随ずい分ぶんと格好良くなったものじゃ」

　だが、私も少しは変われた様だ。

　ただ勝ちたい。最強という称しよう号ごうを欲ほつするのに理由はいらない。その想いを否定するつもりはないが、私にも力が欲しい理由が出来てしまった。

「……いい笑みじゃ。資格は十分なようじゃの。スラヴァも……そこの娘むすめ達たちも。明日から忙いそがしくなるぞ」

　それは、私だけの想いではない。

　皆みな目指す所は同じだ。──だからこそ、そんな考えに至れたのかもしれない。

「良い仲間を持ったもんじゃな。……アエカ！　おるか！」

　満足気に私達を見回してから、ヤナギ様は立ち上がって手を叩たたいた。

　程なくして慌あわただしい足音が聞こえると、立ち止まった足音が障子を開く。

「お、お呼びでしょうか、ヤナギさま！」

　呼びつけられて現れたのは、ヤナギ様と同じ衣服に身を包んだ、狐きつね人じんの少女であった。

　耳と尻尾しつぽが可愛らしく動いているのは、ヤナギ様に呼ばれた喜びからであろうか。

「四人をそれぞれ部屋に案内せい。……久々の客人じゃ。……ああそうだ、ついでに『彼奴きやつら』に向けて文をとばしておいてくれ」

「はいっ！　承うけたまわりましたっ！」

　先に部屋を後にするヤナギ様に、勢い良く少女が頭を下げる。

　ヤナギ様の弟で子し、だろうか。後ろ手に手を振るヤナギ様を見送ると、少女は私達に向き直り、頭を下げた。

「あの、私アエカって言います！　これからよろしくおねがいしますねっ！」

　元気がよく、丁てい寧ねいな挨あい拶さつに思わず笑みが浮かんだ。

　……これはまた、ヤナギ様とは大分タイプが違ちがう子だな。

「シェリル、だよ。よろしくね……」

「私ソーニャ！　よろしくね、アエカさん」

「アルマだ。よろしく」

　負の部分の見つからないアエカに対し、シェリル達が挨拶を返す。

「スラヴァです。よろしくお願いします」

「はいっ！」

　続いて自己紹しよう介かいを済ませると、またアエカは満面の笑みを浮かべた。

　明るい子だ。なるほど、あるいはこういう子こそが『明鏡止水』に至いたれるのかもしれない、と思う。

　……これは、厳しい修行になりそうだ。ひねくれた私が無事に純粋な心とやらを手に入れられるのか、少し不安になったが──

　今はただ、楽しみで仕方がない。武術を始めた原風景を思い出した私は、密ひそかに微笑むのであった。







　　　第五話　身に付けるべきこころ







　ヤナギ様の屋や敷しきで一晩を明かし。

　私達は屋敷から少し歩いた所にある道場を訪れていた。

　草を編んだ独特の床ゆかの感かん触しよくが、裸足はだしに懐なつかしい。タタミはこの国ではメジャーなものだというが、道場に使っているのは珍めずらしく感じた。……いや、確か師匠は出来ることならば道場の床に使いたかったと言っていたかな。道場に敷しき詰つめるにはこれが何枚必要なのか分からない。獣じゆう人じんの国からそれだけのタタミを輸入するのは、なかなか値がはりそうだ。

　……閑かん話わ休きゆう題だい。

　時刻は早朝。張はり詰めた冷たい空気は道場の空気を引き締しめていて──絶好の修行日和びよりである。

　私とアルマはしっかりとした胴どう着ぎに着き替がえていて、半ば形式張った格好が気分を高こう揚ようさせる。

「おお、もう皆みな揃そろっているようじゃのう。感心感心」

　私も専用の胴着を作ろうかな、などとソーニャ達と話していると、集合に指定された時刻から少し遅おくれてヤナギ様がやってきた。

　見るからに眠ねむそうなのは、身体からだの大きさゆえだろうか。それを言ったら私も眠くて仕方がないはずなので、性分か。

　そんな風に考えていると、ヤナギ様につづいてアエカが道場に入ってくるのが見えた。訓練が始まる前だというのに、随分と疲つかれているように見える。が、眠くはなさそうだ。

　……たぶん、弟子でありながらヤナギ様の世話役も兼かねているのだろうな。昔の自分とアエカの姿を重ね、心中を察していると──ヤナギ様が一つあくびを飲み込んだ。

　それだけで、僅わずかに緩ゆるんでいた道場の空気がまた冷たく研とぎ澄まされるのがわかった。

　魔ま力りよくは感じないというのに、強つわ者ものが放つ独特の『圧』が満ちていく。

　シェリル達はどうやら、ヤナギ様にあまりよい感情を持っていないように思えるが──実力者であることを感じ取ると、その視線には確しつかりと敬意が含ふくまれるようになった。

「……ほう、なんとなくは感じているようだな。魔力が感じ取れぬのは、厄やつ介かいであろ？」

　見えざる力を、ぼんやりと感じとっている。私達の眼が武術家のものに変わると、ヤナギ様は愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らして腰を下ろした。

「見込みがあるのう。お前達の年ねん齢れいでその境地に至ったのは、イワオ以来だな。……もっとも、一人留年した者がおるようだが」

　留年、とは私のことだろう。その通りといえばそのとおりなのだが、あんまりな言い草に苦笑が浮かんだ。

　とはいえ、二度目の人生という反則技をとっているのだ。甘んじて受けよう。それよりも、今は目の前の修行に打ち込みたい。

「こりゃあいじめがいがある。……では、挨拶といこうかの。今日よりしばらく、お前達に『明鏡止水』を教えることになるヤナギだ。よろしゅう頼たのむぞ」

　改まって名を伝えたのは、私達に名前を要求するためのものだろう。そういえば昨日は要件ばかりで、ヤナギ様にはまだシェリル達の名前をお伝えしていなかったことを思い出す。

「シェリル＝プライムです。よろしくおねがいします」

「うむ。よろしくな。お前さんは……エルフと魔人のハーフといったところか？」

　最初に挨拶をしたのは、シェリルであった。たどたどしい言葉遣づかいながらも行ぎよう儀ぎよく頭を下げる丁寧さが愛くるしい。ヤナギ様はシェリルに種族を問い、それに首しゆ肯こうが返ってくると、僅かな間逡しゆん巡じゆんしてから、隣となりのアルマへと視線を送った。

「アルマ＝シジマと申します。スラヴァ＝シジマの養女にして、未熟な身ながら三代目のシジマ流師し範はんを努めさせていただいております」

　自分よりも身分が上の者と接する機会などほとんどなかろうに、アルマは大変礼儀正しく挨拶をする。武術以外にも、武道で学んだ教えはきちんと守っているようだ。親の欲目もあるが、それを嬉うれしく思う。

「ほう、スラヴァの……スラヴァの……!?　おいスラヴァ、お前独身のくせに子を儲もうけていたのか！　……いやまて、独身、だよな？」

「恥はずかしながらこの歳まで女を知りませんよ。ですが、アルマは私には勿もつ体たい無ない、よく出来た子です」

　何な故ぜか戦せん々せん恐きよう々きようと私にそう聞くヤナギ様は、前世でも見たことのないほど危機感を覚えて居られるようであった。

　露ろ骨こつに胸むねを撫なで下ろすヤナギ様に苦笑する。まったくどこまで本気なのやら──とは思うが、前世のことを思うとそうも言っていられない。

「安心したわ。全く、驚おどろかせおってからに」

　……安心している者が、ヤナギ様だけではないことに頭が痛む。

　気を取り直して、というヤナギ様の声に乗じて私も気分を入れ替かえる。視線は、自然とアルマの隣へと向かう。

「ソーニャ＝アルヴェーンです。よろしくお願いします」

　最後に自己紹介をするのは、ソーニャだ。言葉にごく小さな棘とげを含ませながら作るその笑顔に、ヤナギ様もまた同じ表情を浮うかべる。

「ふむ？　……そうか、なるほどのう。……生意気な娘じゃ」

　恐おそらくは滅めつ多たに受ける経験がないであろう宣戦布告。言葉は刺とげ々とげしくも、その声は楽しそうに弾はずんでいた。

　……なにが成る程、なのかは恐ろしくて聞けなかった。

　これでヤナギ様の知らぬ三人は紹介が終わった訳だが──ヤナギ様の視線は、そのまま私へと移動してきた。

　まあ、考えてみれば当然か。『初対面』は初対面なのだ。昔の知り合いに会うと、どうもその辺りが曖あい昧まいでいけない。

「スラヴァ＝マーシャルと申します。奇くしくも『前の名』と同じものを与あたえられてこの生を受けました。今後ともどうぞよろしくお願いします」

「なんと、これは驚いた。奇き妙みような事もあったものだのう」

　今の名が『スラヴァ』であることを伝えると、ヤナギ様は言葉の通りに驚いておられる様子だった。

　確かに酷ひどい偶ぐう然ぜん──に思えるだろう。だが、私はこの名がつけられた由来を知っている。ふとアルマに視線を送ると、急いで目をそらされたので。それ以上追求はしなかった。

　……名の由来などヤナギ様に知られれば、向こう百年はからかわれ続けそうだ。

「ふむ、これで全員か。……とと、まだ一人残っていたな」

　一通り挨拶を終えると、これで修行が始まる事になる。

　だが最後に一人と、ヤナギ様はアエカを前につきだした。

「あっ、わ……！　わ、私はアエカです！　狐の獣人で、今はヤナギ様のお世話をさせていただきながら、武術を学ばせて頂いております。どうぞ宜よろしくお願いしますっ！」

　ふんわりと膨ふくらんだ金の長ちよう髪はつを揺ゆらしながら、アエカは勢い良く頭を下げた。

　礼儀が正しくて結構なことだ。若いころの私は今思うとクソ生意気だったので、彼女のように若いながら礼儀が確りとしている子供は大変好意的に思う。

「ははは、忘れるところじゃったわ。ともあれ、これで全員紹介がすんだの」

　何ど処こから取り出したのか、いつの間にか持っていた扇せん子すを広げながら、ヤナギ様は快活に笑う。

「では修行を始めようか。といっても、あまり特別な事はせんのだが──その前に、そこな三人の娘むすめの力を見ておきたい」

　さていよいよ──と、意気込む私だったのだが、修行の開始と共に切りだされたのは、シェリル達の実力の審しん査さであった。

　肩かた透すかしを食らいながらも、補足するヤナギ様のお言葉を待つ。

「明鏡止水は『境地』とも呼ばれる武術の極地が一つじゃ。故に、それによって生み出される力は、いきなり何処かから力を引っ張ってきたものではない。『明鏡止水の境地』は僅かな力で、強大な力を生み出す『技術』じゃ。そのために、お前達の地力を測っておきたくてのう」

　その説明に成る程、と心中で手を打った。

　結局のところ、最後は自分自身の培つちかったものである、というのは非常に好みだ。

　どことなく、反則的な技であるようなイメージを持っていたのだろうか。ソーニャやアルマもまた、私と同じく『おもしろそう』だという顔をしていた。

　しかし──

「というわけで、ほれ。さっさと済ませたいのでな、三人でかかってこい」

　ヤナギ様が扇子を煽あおぎながら、余よ裕ゆうしゃくしゃくといった具合でそう宣言すると、三人の顔色が変わった。

　実力の差が途と轍てつもないということは理解していても、三人はれっきとした『武術家』だ。その態度で、三人まとめてこい──などと言われて、良い気がするはずはない。

「……それは、あんまりなんじゃないのかな」

　一番に嚙かみ付いたのは、ソーニャであった。

　静かに吹ふき荒あらす風の色を持った魔力は、正に今のソーニャを体現していた。

　嵐あらしの前の──とはよく言ったもの。ここまでギアを入れた彼女が相手では、私でも早期決着は難しいかも知れない。

「ん？　ならば三人ならば勝てるとでも言うのかえ。いいからさっさときなさい」

　……今度の言葉で、シェリルがヤナギ様を睨にらみつけた。

　その眼に込められた感情は、最近の彼女では想像もできない爆ばく発はつ的なものだった。

　しかし少し前に、その眼には覚えがあった。──ソーニャがガルトから一いち撃げきを食らったさい、一いつ瞬しゆんだけ浮かんだものに似ていたのだ。

「……では、準備をお願い致いたします」

　二人がそんな調子だからだろうか。アルマは戦せん闘とう態勢を整え、冷静を保とうとしているようだ。

　だが怒いかりがないわけではないらしい。冷たい魔力が、ソーニャの風に乗って届いてくる。そこにシェリルの猛たける魔力が勢いを乗せると、それは静かでありながら吹雪ふぶきのようであった。

　静かな怒りを滾たぎらせるシェリル達だが──それでも、足りない。

「ん？　もう整っておるとも。さあ、胸を貸してやろう」

　ヤナギ様は、座ったままに、扇子を煽いだままにそう言ってのけたのだ。

　……こればかりは流石さすがに、と私も少し腹を立てた。

　が、歯を嚙んでから、とあることに気づく。

　違い和わ感を与えたのは──自らの中に浮かんだ『怒り』だ。

　それに気づいた瞬間、苛いら立だちは収まった。……しかし、シェリル達はそうもいかんだろう。

「っ！　このっ！」

　ヤナギ様の態度に乗せられ、ソーニャが拳こぶしを放ち、勢いを乗せた風の拳を叩たたきつける。

　不可視の、風の拳だ。速度も十分。威い力りよくも格上相手にジャブの効果を期待するくらいはあるであろう一撃。

　怒りを乗せた風圧が、ヤナギ様へと駆かけるのが感知できた。

　──しかし、その荒れ狂くるう魔力はヤナギ様の前で二つに分かれ、霧む散さんしていく。ヤナギ様は、正しよう真しん正しよう銘めい『髪かみの毛一本』たりと動かしていないにも拘かかわらずだ。

　渾こん身しんの一撃が髪の毛を揺らすことさえ出来なかったことにソーニャが驚きよう愕がくを浮かべる。だがそれよりも早く二の矢を放つ者がいた。

　アルマだ。風に合わせた飛び込みから、拳に氷を纏まとわせた殴おう打だを狙ねらう。単純な技だが、拳の速さと鋭するどさを持って氷の槌つちを振ふり下ろすようなものだ。タリスベルグのように属性無効化能力を持っているものならばまだしも、ふつうの武術家相手であればそれなりの選せん択たくをせざるを得ない攻こう撃げき。

　それも、通じない。ヤナギ様は扇子でアルマの手の甲こうを抑おさえると、そのまま手を下げさせた。まるで虫を払はらうかのような軽い動作に、驚愕する。

　だが、片手は使わせた。そこに奇き襲しゆうをかけたのが、シェリルだ。跳はねるように道場内を移動し、背後を取っての踵かかと落とし──タイミングも、威力も申し分ない。紅黒の稲いな妻ずまは、叩き降ろされれば相手の身体からだを地面へと叩きつけ、床ゆかの下までその体を沈しずめるだろう。

　……勿もち論ろん、相手がまっとうな者であれば。

　ヤナギ様は空いた手で雑にシェリルの足首を摑つかむと、そのままシェリルを引っ張った。

　まるで紐ひもでも振り回すかのような気軽さでシェリルがぶつけられた先は、アルマの頭であった。

「いだっ」

「いっ、つうぅ……！」

　両者がヤナギ様から身体を開放されると、シェリルとアルマは同時に、額を押さえて蹲うずくまった。

　シェリルは痛みに強いからか、より大きなリアクションを取っているのはアルマの方だ。

　一方で、無傷のソーニャは──立ち尽つくすしかなかった。

「出の速さ」を重視した攻撃ではあったものの、自分の全力が相手の髪の毛一本揺らすことが出来なかったからだ。

　そこに加えて、アルマとシェリルは実質的に戦闘不能ときたものだ。位置的に、ヤナギ様へと攻撃を加えようとすればアルマとシェリルが邪じや魔まになるし、何より当のヤナギ様に隙すきがないのでは攻撃そのものの意味が無い。

　完敗──どころか、勝負にすらならなかった。その事実に、ソーニャはただ歯は嚙がみするしかない。

　しかし、膝ひざは決して折らなかった。私としては、その心の強さを嬉しく思う。

「参り、ました……」

　絞しぼり出したソーニャの声に、ヤナギ様は満足気に立ち上がる。

　丁度その頃ころ、シェリルとアルマも『此方こちら』に戻もどってきたようだ。
















「いや、失礼を重ねて済まないな。だがこれにもちと訳があったのじゃ。……のう、スラヴァ。お主は気づいておろ？」

　扇子を広げ、畳たたむ。

　袂たもとへと扇子をしまうと、ヤナギ様は敢あえて私の方へと話題を振ってきた。

　戦闘開始前に、私が怒りを収めたところを見ていたのだろう。

　自然と集まる疑問の視線に答えるべく、問いかけるヤナギ様の視線を受け止め返す。

「『怒り』……ですか」

「左様。わしは敢えて、お前達を怒おこらせるような言と行動を繰くり返した。ここまで言えば、何なに故ゆえかわかろう？」

　ヤナギ様のお言葉に、ソーニャとアルマはハッとなる。頰ほおをふくらませているシェリルは、代わりにその口から空気を抜ぬいた。

　文字通り気の抜ける音に笑いながら、ヤナギ様は続ける。

「怒り、憎にくしみ、恐きよう怖ふ。それらは『明鏡止水の境地』から最も遠い場所にあるものじゃ。悪意は不純物として魔力に混ざり込み、魔力に込めた『善い意思』を打ち消してその力を減退させる。お前達は魔力を目減りさせるこの悪感情を、心から追い出さねばならん」

　簡単にその原理を、そしてやるべきことを説明する言葉に、三人は真しん摯しに耳を傾かたむけている。

　強くなりたいという気持ちは、三人とも同じだ。共に高め合う同年代の仲間がいる、彼女らの世代に、羨うらやみを感じる。

「だが人である以上はそういった感情は持って当然だと思う。わしにも、それらの感情はむろん存在する。じゃがの、こと戦いにおいては、それらは不要なものなのじゃよ。怒りは技を曇くもらせるだけでなく、魔力をも濁にごらせる。……だからこそ、意識してそういった感情を封ふうずる技術こそが、高みを目指すのに必要なのじゃ」

　ヤナギ様の声にはもう、挑ちよう発はつするような色は含ふくまれていなかった。

　言われるがままに挑発にのってしまった自分たちを悔くいているのだろう、シェリル達は視線を下げている。

「……実を言うとな、怒りなどの悪感情は、それはそれで力を生むのじゃよ。そういった場合には、逆に善い意思が脚あしを引っ張るがのう。いっそ百パーセントの悪意で行動できる者がおれば、それはそれで一つの境地に至っていたかも知れんな」

　怒りに身を任せ、甚じん大だいな力を出す。それもまた、珍めずらしくはないことだ。

　だがそれではその先へ行くことができない。

『明鏡止水』の概がい要ようを聞き終えて、ソーニャ達は期待に満ちた顔を上げた。

　ただひとり、シェリルは新たな力の期待よりも圧あつ倒とう的な力の差に沈んでいるのか、浮うかない顔をしていたが──ヤナギ様は続ける。

「まあ、そういうことじゃ。この程度の挑発に屈くつしていては困る、という事を伝えたかったのよ。何せ相手は悪意の塊かたまりじゃ。何をしてくるかわからんぞ」

　打ち負かした相手にそう言い聞かせるヤナギ様は、年長者である事を実感させる深みを感じさせていた。

　現に、あれほど挑発されたにも拘わらず、ソーニャ達の顔はどこか晴れやかでもあった。

　……自分たちの目指す力の一いつ端たんを目の当たりにして興奮している、というのもあるだろう。

　私自身、武む者しや震ぶるいが止まらなかった。

「ま！　スラヴァを巡めぐる争いの牽けん制せいという念も含んでおるがのう！　気をつけろよ、嫉しつ妬とや愛あい憎ぞうは明鏡止水とは遠い所にある感情じゃぞ！」

　とはいえ、やはりヤナギ様はヤナギ様のままであるようだ。

　鶴つるの少女が威い勢せい良く笑うと、ソーニャとアルマの顔には再び苛立ちが浮かんでくる。

　……ああまったく、気が重い。本当にこんな様子で『境地』に至ることが出来るのだろうか。『悪意を捨てる』という壮そう大だいな話の割に、随ずい分ぶんと俗ぞくっぽい争いが行われていることに嘆たん息そくする。

「そういえば、気になることがあるのですが」

「ん、なんじゃなんじゃっ。何でも聞くがよい」

　このままではまた厄やつ介かいな事になりそうなので、争いの火消しにと私は一つ質問をぶつけることにした。私に呼ばれてか、ヤナギ様は非常に上じよう機き嫌げんだ。

　またソーニャ達から魔力が立ち上るが──それが感じ取れるということは『明鏡止水』はまだまだ遠いのだろう。

　それはさておき、気になることがあるのは本当である。

「旅の途と中ちゆう、経験を積むためにと闘たたかった盗とう賊ぞく団に、マイルスという剣けん豪ごうがおりました。その男も、魔力を感じ取れぬ状態から凄すさまじい一いつ閃せんを繰り出してきたのですが──私の眼にその技は『境地』に至っていたと映りました。『悪』に加担しながら『境地』に至る事は可能なのでしょうか」

　引っかかっていたのは、マイルスの事である。出会った時の状じよう況きようを、あの構えを──高密度の魔力がなければ実現しないはずの、神速の斬ざん撃げきを説明するとヤナギ様はふむ、と息を吐はく。

　私自身が『明鏡止水』の一端を摑むことになった原因である『圏けんの一閃』。思えば、あれもまた『明鏡止水』だったはずだ。

　しかし奴やつは、盗賊団の悪事を手助けしていた。マイルス本人も盗賊団を『ロクでもない奴ら』と評していた様な状態で、純じゆん粋すいな善の心を保つことは出来たのだろうか？

　私の質問に、ヤナギ様は「ああ」と声を漏もらした。それは肯こう定ていではなく、「話しておくべきだった」という意思の具現である。

「その男が盗賊を、まったく完全に『悪』だと思っていなければ、『明鏡止水』の発動は可能じゃろう」

　だが実際には、よほど狂った精神構造を持っていない限りはそんなことありえない、とヤナギ様は補足する。

「多分じゃが、その男は心を『無』にしていたんじゃろうな。そこに義理や人情などの僅わずかな善の心を混ぜて、ごく小規模の『明鏡止水』を擬ぎ似じ的に作り上げたのかもしれん。納刀した状態から急加速したというその剣術は恐おそらくは『居合』かのう。やることをたった一つのカウンターに絞しぼり、それを刷り込む事で、無心で行動しなければならぬ点を克こく服ふくしたのではないかな。……言うならば『心』の規模を絞ることで再現した『偽にせ・明鏡止水』じゃな」

『偽・明鏡止水』。ヤナギ様の考えが合っているのならば、それは凄まじい事だ。

　あの若さで擬似的にとはいえ極意の一端を摑んだのだ。これが驚きよう嘆たんすべきことでなければ、私はどれくらいの事でならば驚おどろいてもよいと言うのか。

　……だが、その技の正体以上に、私には気になる点があった。

　巨きよ大だいな魔力を持たぬマイルスが生み出した偽にせ物ものの力がそれだというのならば、本来の『明鏡止水』はどれほどのものなのだろう。それを考えると、居ても立ってもいられない。

「やる気が湧わいてまいりました」

「そのあたりは変わっておらんのう」

　拳こぶしを握にぎりしめる私を見て、苦笑を浮かべる。

　男子は何歳になっても、強くなりたいのだ。次の領域を示されて、心を落ち着けていられるほど、私は老成していない。

「なら、早く修行を始めようよ！　いつかぎゃふんと言わせてやるんだから！」

「正直──負けっぱなしは応こたえます。強くなれる方法があるのならば、今すぐにでも」

「お？　よいぞよいぞ。やる気があるのはよいことじゃ！」

　しかし、そう思うのは男子だけの特権ではないらしい。

『武術家』なのはシェリルもアルマもソーニャもそうだ。その顔にあるのは復ふく讐しゆうの意思ではない、ただ強くなりたいという想い──次の領域への期待が現れているのを見ると、ヤナギ様は豪ごう快かいに笑う。

「まっこと、良い仲間を持ったもんじゃな」

「ええ、自じ慢まんの仲間達です」

　そう──仲間、仲間だ。同じ方向を目指し、競い、笑い合うことが出来るかけがえのない仲間。

　それは多くの武術家が望んだものだろう。だが手に入らない者も多かったはずだ。

　こんなろくでもない私だが、幸いにして、何にも代えがたいその宝だけは持っていた。

「よし！　ならば修行を始めるぞ！　手っ取り早いことに──泣き言を言った時の対応は、教えんでも良いようじゃしな！」

　ならば、泣き言など言えるはずもない。

　腰こしに手を当てるヤナギ様の試すような視線に、私達は皆みな一様に頷うなずきを返した。

　目指すは『明鏡止水』の境地。こうして、私達の修行が始まった──！







　　　第六話　焦あせり







　……そうして、修行を開始して数時間が経たった頃ころ。

　いつものメンバーにアエカを含めた私達五人は、目の前に立つヤナギ様の監かん督とくのもと、肩かたを並べて道場の床ゆかに座り込んでいた。

　と言っても、過か酷こくな内容の鍛たん錬れんに疲つかれきって──というのではない。

　私達は皆息を荒あらげるどころか、瞼まぶたを動かすことすらせず、同じ体勢のまま目を瞑つぶっているのだ。

　……故に、他の皆の状況は分からない。ただ、身体からだを動かしていないということだけはわかった。ならば、他の者も私と同じように──言いつけられたままにしているのだろう。

　今私達は皆、ヤナギ様に命じられ、動かずにいる。それは──心さえも。

　そう、私達がしていることは即すなわち──瞑めい想そうである。

　魔ま力りよくを使う者ならば誰だれしもが行ったことがある、というのは言いすぎかもしれないが、ともかく。瞑想は『強さ』を求める者ならば誰しもが経験のある修行だろう。

　瞑想は魔力の質を高め、また総量を増やすための基き礎その基礎。算数で言うならば足し算以前の『数字のお勉強』とまで言われる第一歩のトレーニングだ。

　──さあ修行の開始だ、と意気込んだは良いものの、意気高こう揚ようといった私達に命じられたのはこの瞑想であった。

　流石さすがに少し拍ひよう子し抜ぬけした。しなかったと言えば噓うそになる。

　だが私達武道に関わるものにとって、この瞑想というのは欠かさず行うものだ。今いま更さらそれを命じられたからといって、敢あえて思うこともない。

「ふああああ……ぁふ。今日は暖かくなったのう」

　それはまあ、そんな基礎の修行を命じた方がこんなふうにしていれば多少は疑念だとか焦しよう燥そう感だとかを覚えるものだが。

　多分これも『明鏡止水』へ至るための特訓なのだろう。そう思うと腹を立てる気も起きないのは、なんだかんだでヤナギ様を信しん頼らいしているからだろうか。

　それに──ここで瞑想、というのも一理ある。瞑想とは心を無にするのではなく、心に感情を波立てぬ事で成る修行。心の水面を平静に保つというのは『明鏡止水』という名に相応ふさわしき鍛錬なのだと思う。

　一つの極きよく致ちへと至るために必要なのが出発点の技術であるとは、なんとも気の利きいた話だ。

　……しかし、気の長い事だと思うのも確かだ。あるいは、この状況にあって焦りを持たぬことこそが修行の一部なのだろう。

　瞼の裏に広がった闇やみの世界で、私は心を鎮しずめながらに思考を進めた。

　先程まで溢あふれんばかりに湧き出していた期待も、早く強くならねばという焦燥感も、今の私には存在しない。

　これは、ある程度武術で名を売った経験のあるものならば、出来ても然さ程ほど驚くことではないだろう。

　だが──私達の中でも、それを苦手とするであろう人物には、心当たりがあった。

「……つまんない」

　それは、シェリルである。

　彼女は最近でこそ私達と共に基礎の鍛錬をすることはあるが、その持ち前の才があったために『基礎の修行』の経験が少ないのだ。

　勿もち論ろん、私と出会う以前もいくらかはしたことがあるだろうが、本格的に瞑想を始めたのは最近だという。以前の彼女を考えると、確かに心を落ち着ける瞑想は難しいだろうと思ったが、それでも最初にそれを聞いた時は大層驚いたものだ。

「ふむ？　まったく、最近の若いものは堪こらえ性しようがないのう。皆、目を開けい。瞑想は一いつ旦たん中止じゃ」

　ヤナギ様の手て拍びよう子しと、苛いら立だったシェリルの声に、私達は目を開く。

　……心配していたことが起きてしまったか、と。沈しずめていた感情を浮うかび上がらせる。

　最近ではすっかり良い子になったシェリルではあるが、かつての──私に出会う前の彼女が完全に消えたわけではない。

　加えて、彼女はまだ私達に比べると幼いのだ。焦りを抱かかえても仕方がない環かん境きようの中で、ただ座して基礎を固めるというのは、煩わずらわしく感じることだろう。

「して小こ娘むすめよ。つまらないとはどういうことじゃ？　強くなりたくはないのかえ」

　抗こう議ぎの意思を込めて、じっと睨にらみつける視線を受け止め、問いかける。

　穏おだやかな声は怒いかりを感じさせず、引き出しから大切な物を取り出すような印象を与あたえる。

　自分の言葉が我わが儘ままだということはわかっているのだろう。返ってきた、意外なほど優しげな声にシェリルは拳を握る。

「なりたい……けど」

　ただ感情に任せて声を出してしまった事に後こう悔かいしているのはわかった。だが、シェリルは謝ることが出来ない。そのことを、珍めずらしく感じる。

「ふむ……まあ、焦る気持ちもわからんでもないがな。だが強くなりたいと願うのならばこそ、これは必要なことなのじゃぞ。そのことはわかっておるのか？」

　言い聞かせるヤナギ様の声は、優しい。

　それは私がシェリルを叱しかる時のそれよりもなお穏やかな声だった。

　焦燥感に対たい抗こう心が混ざったゆえの反抗。しかし、それをわかっているであろうヤナギ様の声が優しい事に、シェリルは困こん惑わくを浮かべているようだった。

　ヤナギ様が頭を撫なでると、シェリルはおずおずと首を縦に振ふった。結局彼女が謝罪の言葉を紡つむぐ事はなかったが、その態度で反省する心は伝わったのだろう。

「うむ、それがわかっておるのならば良い。では、もう一度頑がん張ばれるか？」

　微笑ほほえむヤナギ様に、ばつが悪そうなシェリルが返したのは頷きであった。

　……見た目は同じくらいだというに、やはり大人と子供なのだな。

　あまりにも特とく殊しゆな存在ではあるが、外見ではシェリルと然程変わらぬ少女がこの場の誰よりも年上であることを思い出し、胸から息を押し出す。

　昔を思い出すと想像出来んが、今の彼女を見ていると紛まぎれもなく『明鏡止水』の使い手であることがわかった。……これは敵かなわんと思ってしまうが、負けていられん。

「少し休きゆう憩けいしてから、また瞑想を始めるぞ！　……と、その前に。スラヴァとアルマ、お前達は流石に慣れておるのう。じゃがソーニャ、お前はところどころ気に乱れがあったので注意するようにな」

　眠ねむそうにしていたにも拘かかわらず、確しつかりと見ていたのだな。思い出したように現時点での評価を発表するヤナギ様の声に、ソーニャが「げ」と半歩引く。

　私とアルマ──『シジマ流』が評価されていることに、師の教えの正しさを実感し、誇ほこらしげになってしまう。が、こんな様子では心の乱れに繫つながるな、と襟えりを正した。

　そうして、再び修行が始まる。だが私には一つ、気になる事があった。

「（このアエカという娘むすめ……）」

　それが、隣となりに座る狐きつね耳みみの少女であった。

　瞑想には多少慣れている自信がある。すると、心に波を立てずともある程度思考を巡めぐらせることが出来るのだが──

　瞑想中、このアエカという少女にはまったく乱れが感じられなかったのだ。

　むしろ私の方が心を乱されそうになるほどに。

「（あのヤナギ様がただ一人取っている弟で子しだ。もしや途と轍てつもない実力者なのか……？）」

　もしそうならば手合わせをしたいものだ──などと考えていると、視線に気づいたアエカが笑みを向けてくる。

　すると、好戦的に魔力を燻くゆらせてしまったのだが──アエカは微び動どうだにしなかった。

　ううむ、やはり思い違ちがいなのだろうか。私の魔力に気づいた様子もないし、胎たい動どうする魔力も強い波動は感じられない。だとすると、アレほどまでに完成した瞑想はどういうことなのだろうか。

　まさか魔力を感じられないのは既すでに『明鏡止水』に到とう達たつしているからなのか？

　──などと考えていると……

「こりゃ」

「む……」

　ヤナギ様に、頭を叩たたかれた。

「お前、人の弟子をなんちゅう目で見とる」

「いや、申し訳ございませぬ、つい……」

　どうやら何を考えていたのかは筒つつ抜ぬけらしい。

　小こ馬ば鹿かにするような視線に謝罪を返すと、息を一つ落ち着ける。

　人を気にする前に、自分のことを気にせねば。その辺りの切り替かえを済ませると、私は意識を修行に戻もどす。

「よし……では始め！」

　気がつけば、準備を終えたのは私が最後だったらしい。

　こんな具合ではアルマに笑われてしまう。……まあ、そんなことは起こらんのだろうなあ。

　最後に口をもごりと動かしてから反省を済ませると、水に潜もぐるように息を吸い、感情を落ち着けていく。

　もう、心のなかは静かだった。

　それから何時間かして──食事の時間を迎むかえるまで、私達は瞑想を続けていた。

　瞑想をする懐なつかしさを感じたのはヤナギ様が終わりの合図に手を叩き、開け放たれた窓から入ってきた風が頰ほおを撫でた頃だった。




　　　　◆




「さて、では午後の部を始めようかの」

　昼食を終え、太陽が真上へと来る時間。といっても道場の中で、太陽は見えない。日が真上に登っている時間に屋内にいることに違い和わ感を覚えながら、午後の修行が始まろうとしている。

　思えば、道場で修練に打ち込む──というのは何時以来だろうか。

　少なくとも武者修行の旅に出てからは一度もなかった気がする。教わる立場というのもそうだが、ここに来てからは懐かしいことばかりだ。

　若返った──と感じて思い出す姿が今よりも年老いていることに、鼻が鳴る。よくよく考えてみると、数すう奇きな運命を辿たどっているものだ。

　恐おそらくは世界に二つとないであろう人生だ。貴重なそれを失わないためにも、邁まい進しんせねばなるまい。

　頰を張って気合を入れると、ヤナギ様が笑うのが見えた。案外、彼女もかつての私を思い出しているのかもしれない。

「午後の部も瞑めい想そう……と行きたいところだが、そればかりでは飽あきるじゃろう。と、いうわけで……お前達には今から組手をしてもらおうか」

　楽しそうな表情のままに、ヤナギ様はシェリルに目配せをする。

　明らかに、シェリルがテンションを上げるのがわかった。だが、それはどうもシェリルだけではない様子。見れば、ソーニャも嬉うれしそうな顔をしていた。

　天才型──というとアルマもそうなのだが。道場などで確りとした教えを受けた経験のない二人には、どうも瞑想は退たい屈くつだったようだ。

　本質的には強くなることそれ自体よりも闘たたかいを楽しむタイプなのだろう。

　だとするならば──尚なお更さら、組手は今の二人に必要なことだろう。

「あまりにも分かりきったことだが、境地を目指すお前達に敢あえて言おう。組手で重要なのは勝つことではない。強くなることじゃ。楽しめよ。負けを、上達を。今だからこそ、初心に帰ることが重要と知れ」

　武道を征ゆく者にとっては、時折試合──組手の延長戦で勝つことこそが重要になってしまう事がある。

　その気持ちは、私にも大いにわかる。武術を学ぶ者で、強くなりたくない者はいないだろう。だからこそ、そこに落とし穴があるのだ。

　強さとは、時に勝つことだと誤解される事がある。それは決して間ま違ちがいではないが、勝ちは飽くまで強さの指標にすぎない。

　組手の目的は、強くなることである。これを『勝つ』事を目的としてしまうと、時たま間違いが起こってしまうのだ。

　例えば──特定の相手に勝つことのみを求めるようになってしまったり、といったことが起きてしまう事がある。特定の相手のクセに付け込こむことばかりしたり、酷ひどい時には弱点を突つくことばかりするようになってしまうのだ。

　勿もち論ろん相手の弱点を見み抜ぬく力を磨みがくことは大切なことであるが、この場合は違う。これで身につくのは『既に見つけた特定の弱点』を突く力のみだ。それはまったく同じ弱点を持っている者には通用するかもしれないが、逆に弱点を知らぬ者にはなんの役にも立たない。

　一部の限られた者に必ず勝てるからといって、それを強さとは言えないだろう。そうして得たまやかしの強さは、悪質な鋼のように粘ねばりが弱く、折れやすい。

　そんな『強さ』は、自分よりも強い本当の『強さ』を持つ者と相対すれば直すぐに折れ、砕くだけてしまうだろう。

　だが、最初は皆みな、そうではなかったはずだ。

　強くなりたいという、その想い。武道を志したその時は、皆同じ想いを持っていたはず。

　打って打たれて、技を磨いて。時には自分の弱点を見つけ、克こく服ふくしていく。

　そうしていくうちに、きっと以前には倒たおされてしまった一いち撃げきに耐たえることが出来るようになるだろう。防がれていた技が、相手を倒すかもしれない。苦手としていたことが、得意になるかもしれない。

　そうした瞬しゆん間かんに強くなったことを実感する。最初は、それこそが楽しかったのではないか。

　勝利とは、成長を実感するための過程である。だからこそ、目的に至るための過程──勝利を目的地に設定してしまうのは良くない。

　何ど処こかへ繫がる『道』であるトンネルで立ち止まっていては、その先に開ける光景を見ることは出来ないのだから。

「……初心に帰る、か」

　……思えば、単純なことを忘れていたものだ。ヤナギ様の言葉を繰くり返しながら、私は笑う。

　勝たねばならない。負けてはならない。突とつ如じよ現れた強敵を前に、そんな気持ちになっていたのかもしれない。

　だが私の目的はそんな場所に無いはずだ。

　目指すは世界最強。頂きを目指すならば、道のりに固こ執しゆうするのは愚おろかだろう。

　強くなりたい。最初に抱いだいたその想いは純じゆん粋すいだったはずだ。……成る程、少しだけ『明鏡止水』とやらが見えてきたかもしれない。

「いい顔をしているのう」

　それが境地に至るための答えであるかは分からないが──少なくとも、この楽しいという気持ちだけは本物であると思う。

　私の表情を認めたヤナギ様は犬歯を見せると、勢い良く手を叩いた。

「よし！　では始めようか。但ただし、一つだけ条件を付けさせてもらうぞ」

　その笑みは、また何かを企たくらんでいるようだった。

　何を考えているのか──というのは、直ぐに知ることになる。

「この組手では、一切の魔ま力りよくの使用を禁ずる！　今まで培つちかった『技』のみを使って戦うように！」

　それは──私達にとっては戦いの基本を否定するような『縛しばり』であった。

「え、えええ？　魔力を使っちゃいけないって……どうやって戦えばいいっていうのさ！」

　人付き合いに譬たとえて『言葉』を禁止するような制限に声を上げたのはソーニャであった。

　それも当然だろう。我々の中で最も『魔法』に寄った戦い方をするのが、彼女だ。

　アルマは言うなれば『魔法拳けん士し』。身体からだの強化や氷を纏まとわせての殴おう打だ力の増強など、飽くまでも攻こう撃げき方法の殆ほとんどに身体を使用する私達に対し──ソーニャは風の刃やいばを放ったり、風圧でその動きを阻そ害がいしたり風の流れで相手の動きを感知したりと、より魔力の放出に頼たよった戦い方をする。

　そんな彼女が魔力の使用を禁止、と言われれば、困こん惑わくするのも当然だ。考えてもみれば、彼女は特定の武術を学んだことがない。

「どうやっても何も、殴なぐる蹴けるがあるじゃろ？　なんだったら投げ技も極きめ技もあるぞい」

「そりゃそうだけど……私、いつも魔術で戦ってるし、そんなんじゃ勝てっこないじゃん」

　だからこそ、なのだろう。

　何を言っているんだ、という顔をしていたヤナギ様は、先ほどシェリルに見せたように優しく微笑ほほえむ。

　特にからかわれているからだろうか。印象の違いに驚おどろいたソーニャが、後ずさりをした。

「負けてもいいんじゃよ。いつも魔力に頼った戦い方をしているというのならば、この機会に肉にく弾だん戦を確しつかり学んでみるといい。さっきも言ったが、重要なのは楽しむことじゃ。知らぬことを習い、上達していく。それはきっと楽しいぞ」

　──そう。この組手は、この縛りは、彼女にこそ必要なものだ。

　道場で学んだ経験が無いというのは、今のソーニャにとっては逆に武器となるだろう。

「ま、どうしてもと言うのならばスラヴァを貸してやるわい。手取り足取り、教えてもらう立場で一日を過ごしてみるとええ」

　そのための方法も、ヤナギ様はしっかりと考えておられるようだった。

　……まるでヤナギ様の所有物であるかのように言われるのには思う所もあるが──

「え？　いいの？　そういうことだったら……まあ……」

　わかりやすく表情を綻ほころばせたソーニャのため、甘んじて受けよう。

　しかし現金というか、なんというか。ここまで喜んでもらえると私としても嬉しいが、出会って何日も経たっていないヤナギ様に、こうも良いように扱あつかわれているのはどうかと思う。

「それでは、アルマと言ったか。お前にはアエカを任せようかのう。シェリルはわしとじゃ」

「……はい」

「むう、わかった」

　シェリルとアルマの返事の色は良くなかったが、とりあえずは素直に従ってくれるようで何よりである。

「あのっ！　よろしくお願いしますっ！」

「あ、ああ……うん、そうだな。よろしくな、アエカ！」

　だが、アルマの方は上う手まくいきそうだ。実直なアエカに、アルマは表情を綻ばせている。

　これでアルマも真ま面じ目めな子だ。教育者として、師し範はんとして。真しん摯しに打ち込む子の情熱を見れば、応こたえざるをえない。アルマはそういう子だ。

　シェリルの方は少し心配ではあるが──それでも、ヤナギ様が指導に当たるのだ、問題はあるまい。

「えへへ、今日は胸を貸してもらおうかな。よろしくね、スラヴァくんっ！」

　ソーニャは、言うまでもあるまい。

　だが意い欲よく的に取り組んでくれるというのならば、私としてもやりがいはある。

　教えながらに学ぶというのは、重要なことだ。此処は一つ、師範であった時代に戻もどってみるのも良いかもしれない。

「ああ、任せておけ。少し厳しいかもしれないがな」

「うっ……お手て柔やわらかにお願いします……」

　そう考えると、なんだか楽しくなってきた。私もなんだかんだと言って教える立場は合っているのかもしれない。

　前々からソーニャの近接戦せん闘とうに思うところがあったし、今日はビシビシと行くとしよう。

　実は魔力を禁じた戦闘──というのは、経験が無いことではない。

　純粋に技を学ぶ場合など、シジマ流では稀まれにこれを行うことがあるのだ。

　とはいえ結局技を行う際には、素早く魔力を込めたり移動させる技術なども必要になってくるため非常に稀なことには変わりないが。

「これ、魔力が入ってしまっているぞ」

「あ、ご、ごめん。うーん、なかなか難しいね、これ……」

　ソーニャはなれないことに苦戦している様子だった。

　戦闘では魔力を纏って当たり前。ついつい力む感覚で魔力が入ってしまうのは仕方のない事だろう。

「む……うむ、いいぞ。やはり覚えが早いな」

「そう？　あはは、こういうのも結構楽しいかも」

　だが慣れない事がかえってレクリエーション感覚になっているのだろうか。戸と惑まどいつつもソーニャは楽しそうだ。

　基本的なシジマの技を教えると、ソーニャは要領よくそれを吸収していく。

　恵めぐまれた才能に少しばかり呆あきれながらも、私は楽しんでいた。

　物事を教えられる、という経験があまり無いのだろう。彼女が楽しそうにしている様を見ていると、私まで楽しくなってくるのだ。

　昔は私もこうだった。そんな懐なつかしい感覚が満ちていく。鍛たん錬れんを辛つらく思ったり、煩わずらわしく思うことこそないが、心の底から『楽しい』と思うのは久々だった。

　こうして、一日目が過ぎていく。飲み込みの良いソーニャを見ていると、私はまるで過去を急いで振ふり返るような感覚に襲おそわれるのであった。

「ここまで。お疲つかれ様さまじゃ」

　たとえ境地に至る事が出来なくとも、こんな一日は定期的に過ごしたいものだ。ヤナギ様の声に、一つ息を吐はき出す。魔力を使わぬ組手は、身体に心ここ地ちよい疲れを充じゆう足そくさせていた。

　見れば、アルマも私と同じような顔だ。真摯で意欲的なアエカとの組手は、いい刺し激げきになったのだろう。

　またソーニャも、蓋ふたを開けてみれば組手自体を楽しめていたと見える。我流とはいえ自分なりの流りゆう儀ぎを持つソーニャが、他流の教えを受け入れることが出来るか……というのは心配だったが、教える私を多少好意的に見ることができていたおかげだろうか。教えに対して素直な彼女は、基き礎そができていたせいか驚くべきスピードで技術を吸収していった。

　流石さすがはヤナギ様と言うべきか。私達はそれぞれ、非常に有意義な時間を過ごすことが出来たようだ。

　──ただひとつ。

　疲れに息を荒あらげながら浮うかない顔をしているシェリルが、焦しよう燥そう感にまみれた眼で空を見つめているのが、気がかりだった。







　　　第七話　初心の思い出







　その日の夜。

　アエカの作る食事の美う味まさに舌した鼓つづみを打ち、どこか古風な風ふ呂ろに目を輝かがやかせた後のこと。

　湯の火ほ照てりが治まってきたころ、私はヤナギ様の屋や敷しきの裏手で、夜風の冷たさを感じていた。

　シェリル達三人は今、仲良く風呂に入っている頃ころだろう。一いつ瞬しゆんだけその光景を思い浮かべかけた自分を律し、拳こぶしを振るう。

　今日一日、楽しかった。素直にそう思っているが、それでもやはり一人でいると、強くならねばという思いが浮かんだ。

　身体を突つき動かす思いのままに外に出たのは、自主的な修練を積むためだ。

　構え、拳を打つ。脚あしを薙なぐ、仮想の敵の攻撃を躱かわす。いつもしていることだ。一日を通してヤナギ様の教えを受けたとはいえ、欠かさずしている日課をこなさずに入った布団は、どうにも枕まくらを固く感じさせる。

　一通り、準備運動のように技をこなすと、私は心を落ち着けた。

　──思い返すのはコウタロウとの戦いだ。

　大切なモノを守りたいという思いに突き動かされ、半ば無心になって放った拳──見えぬ筆ひつ跡せきをなぞるように、身体からだを弛し緩かんさせて拳を番つがえる。空の心に映すは、あの時の精神状態。

　……だが、待てどあの感覚は訪れなかった。

　自分自身から魔力を感じなくなり、しかし身体は軽くなるあの感覚。

　窮きゆう地ちにあった心を映すという器用な事は、私には出来ないのかもしれない。

　今の私にはまだあの力は扱えない。そう結論づけたのは、続けた緊きん張ちよう状態からうっすらと汗あせをかいていることに気づいてからだった。

　まだ焦こがれる気持ちがあるのだろう。自分の未熟さに、自じ嘲ちよう的に鼻を鳴らすと背後に気配が浮かぶ。

「焦あせっても良いことはないぞ」

　かけられた声は、ヤナギ様のものであった。

　気配を感じた、ということはわざとそうしたのだろう。振り返ると、そこには楽しんでいるようで、どこか淋さびしげな推おし量はかれぬ表情があった。

「わかってはいるのですが、未熟でありますが故ゆえ」

「じゃが、先程の組手は良かったぞ。焦ることはない。お主なら必ずや境地に至いたれるじゃろう。……もう、既すでに一度体験しているようじゃしの」

　昼とは違ちがう、暗めの色の『キモノ』に身を包んだヤナギ様が、歩いてくる。

「よっこいせ、っと」

　近くの岩に腰こしを下ろすと、ヤナギ様は隣となりを叩たたいた。座れ、という事なのだろう。まだ少し苦手意識はあるが、逆らっても良いことはないので、大人しくヤナギ様の隣に腰を預ける。

「姿形は変わってしまったとはいえ、もう一度お前に会うことが出来て、嬉うれしい……」

　隣に座ると、肩かたに控ひかえめな重さが預けられてくる。強ごう引いんだった昔とは違う態度と──昔は感じることのなかった、感かん触しよくに息を吞のんだ。

　私よりも少し小さく、軽い。見た目通りの重さ。こうしていると、身体を預けている彼女が数百年──あるいは千年以上を生きた達人には思えなかった。今寄りかかっているのは、見た目通りの少女だ。

「なんでもっと早く会いに来なかったんじゃ……というのは、わしにも原因があるからなのじゃろうな」

「はは……申し訳ありません」

　力なく身を預けるヤナギ様の淋しげな顔に、どう答えて良いものか困ってしまう。

　だが彼女に噓うそが通じたことはない。ソーニャとはまた違う噓の通じなさに、頰ほおをかく。

「何分やることが多かったというのもあるのですが……正直なところ、師の遺のこした手紙がなくば、此こ処こに来ることはなかったと思います……」

「はっきり言うのお。……まあ、そんな所が好きなのじゃが、ちと傷つくぞ」

　その言葉に、私は困こん惑わくした。隣にいる少女が、かつて苦手としていたヤナギ様と、重ならなかったからだ。

　昔であれば、笑いながら脇わき腹ばらを突くくらいはしていると思うのだが。ヤナギ様はただ淋しげに鼻を鳴らすだけだった。それが妙みように罪悪感を煽あおり──やりづらさを感じさせる。

「のう、覚えておるか？　……いや、お前は覚えていなかったのならばもっと早くに会いに来ているか。昔、イワオに此処へ連れてこられた時のことじゃ」

　白く細い指が、岩の上を滑すべる。ヤナギ様のお言葉に、私は過去を思い出していた。

　まだ我が師が生きていたころ、共に彼女を訪たずねた日からしばらくの事を。

　当時、私はまだ若かった──という表現が合っているのかは分からないが、今よりももっとずっと青かった。思い返せばあれは、師に『明鏡止水』という心構えを聞いた日の後の事であったか。良い経験になる、と此処へ連れて来られた私は、ヤナギ様を最初に見た時に丁度昨日のアルマのような反応をしたものだ。

　だが昔の私はアルマほど人が出来ていなかった。

　……最初にヤナギ様と出会った時よりも、少し前から話を始めよう。青かった私は、師にこそ従順であったものの、それ以外の者は全て敵だとでもいうような瞳ひとみをしていた。

　幼い頃から頂きを目指していた私は、強い者がいると聞けばそこを訪れ、勝負を挑いどむという名目で喧けん嘩かを売りつけていた。闘たたかいを挑めば連戦連勝。闘いを挑む前に相手が逃にげていくこともあるほど名が売れていた。その程度で、武の底を見たかのように振ふる舞まっていた私はさぞ滑こつ稽けいであったろう。そんな私が最初に敗北を喫きつしたのが我が師、イワオ＝シジマであった。

　圧あつ倒とう的な強さに、手も足も出ずに敗北し、私は『技』を知った。武神が顕けん現げんしたらこの様な男になるのだろう、という佇たたずまいのイワオ様に、私は大層惚ほれ込んだものだ。

　そうして彼にしつこくつきまとって、なんとか弟で子しにして頂いて──十年と少しが経たったころに紹しよう介かいされたのが、彼女だったのだ。

　これが、私と彼女の出会いとなった。

　未熟な私は、幼い外見を持つ彼女がイワオ様と対等に話しているのが気に食わなくて仕方がなかった。それでも師の紹介で出会った師の友を前に、大人しく振舞っていたが──今思えば、嫉しつ妬とと蔑べつ視しの念が丸出しだったのだろう。

　ある日、師に『一度手合わせをしてみろ』と言われ、私はヤナギ様と手合わせをする機会を得た。

　無論、結果は言うまでもない。完敗という言葉すら憚はばかるような敗北だ。今日のソーニャ達よりももっと無様な負けを晒さらした私は、それはもう屈くつ辱じよくに身を震ふるわせたものだ。

　その日から、ことあるごとにヤナギ様に挑んでは敗北する日々が続いた。勝負を挑んでは負け、ヤナギ様にからかわれる日々。だが、気がつけばそれを悪くないと感じている自分がいた。私をおちゃらかすヤナギ様のお言葉が、全てアドバイスを含ふくんでいたことに気がついたからだ。

　そうしているうちに、私はいつの間にかヤナギ様を敬っていた。……ヤナギ様が直球もすぎる求愛をしてくるようになったのは、それからだろうか。

　今よりももっと女人の扱あつかいが苦手──というよりも、興味がなかったというべきか？　兎とも角かく、変なところで硬かたかった私にとってそれは地じ獄ごくに他ならなかった。

　恐おそらく、きっと。師し匠しようがいなければ襲われていただろう。彼女にはそれだけの強さがあったからだ。……とはいえ、あまりにも直球だが、好意を向けられているのはわかった。

　だから彼女は嫌きらいではなく、苦手なのだ。

「それは覚えて居おりますとも。忘れられる筈はずがありませぬ」

「そりゃそうじゃろうな。だが、これで結構反省しておるのだぞ？　初う心ぶなお前にはちと刺し激げきが強すぎた、とのう」

　しかし色いろ恋こい話をしながらも、ヤナギ様と穏おだやかに微笑ほほえんでいられる。こういうところは、成長したのだろう。私も、ヤナギ様も。

「イワオに連れられて来て、敵てき愾がい心しんをむき出しにするお前さんは可愛かわいらしかったぞ」

「お止めください。あの頃を思い出すと、私も恥はずかしいのです」

　それでも、情けない私を知っている彼女にはかなわない。だが昔とは違い、苦笑いとはいえ穏やかに笑っていられるのは自分でも大人になったなと思う。

　乾かわいた笑いを浮かべていると、ヤナギ様はふと、顔を伏ふせる。見たことのない彼女の様子に、驚おどろいた。

「今はアエカがいるが……こういう生活をしているとな、なかなか人に会うことはないし、たまに誰だれかと会っても腹の底を見せて話し合うことは出来ん。その点で、退たい屈くつな日々に急にやってきたお前さんとの毎日は、それは刺激的じゃった。まるでやんちゃな弟が出来たような気分じゃったよ。そのくせ、言いつけることにはやたら素直と来ておる。それも、常に見ている所が同じだったからじゃ」

　顔を上げたヤナギ様と、目が合う。一いつ拍ぱくを置いて、彼女は言う。

「最強。いつもお前が見ておるのはそれじゃった。一いち途ずに夢を追う姿は、惰だ性せいで日々を過ごすわしには酷ひどく魅み力りよく的に感じられたのじゃ」

　真っ直ぐな瞳で向けられる、真っ直ぐな言葉。

　今度こそ、なんと答えたらいいかわからなかった。

　真しん剣けんな目だ。言い寄られている、という事はすぐに解った。この人生で何度目か分からないが──それになんと答えたら良いかは、未いまだに答えが出ていない。

「イワオもお前も来なくなってから少しして、お前達が寿じゆ命みようで死んだと気づいたよ。だからこそ、何度も後こう悔かいした。あの時に引き止めれば良かったと。僅わずかな間でも一いつ緒しよに居たかったとな」

　いつものようにからかわれている訳ではない。私が知る彼女との差に、困惑が深まるばかりだ。

　見つめ合ってどれだけの時間が経っただろう。やがて彼女は、また淋しげな笑みを浮うかべて、私から離はなれた。

「なんて、な。今はどうせ答えが出んじゃろうし、意地悪はこの辺りにしておこう。……じゃがのう、お前が『境地』に目覚めたきっかけがあの娘むすめ達たちで──わしでなくて、悔くやしいと思ったのは本当じゃよ」

　軽かろやかな動きで岩から飛び降りる。

　私も慌あわてて腰を浮かすと、ヤナギ様は背を向けて少し歩き、離れた位置で振り返った。

「二つ、お前にアドバイスしてやろうかの。一つ……決して焦るな。真に大切なものを理解し、成長したお前があの頃ころの気持を思い出せれば、必ずや『境地』に至ることが出来るじゃろう」

　弱々しい少女はもう、どこかへ歩いて行ってしまっていた。

　振り返る笑みは、幼いというのにどこか威い厳げんを持っていて、いつも不敵に笑うヤナギ様のものだった。

「……ええ、肝きもに銘めいじておきます」

　その表情に安心感のようなものを覚えると、私もまた前に戻もどったように、犬歯を見せて笑う。ヤナギ様でさえ超こえる、超えてみせるという、愚ぐ直ちよくだった頃の私だ。

　満足気に腰こしに手を当てたヤナギ様は、再び私に背を見せる。

　二つ目は──と聞こうとすると、ヤナギ様はまた、聞いたことのないような声を夜暗に広げた。

「二つ目──シェリルと言ったか。あの娘こには気をつけろ」

　それは、あまりにもヤナギ様のイメージとはかけ離れた声で。

　感じた事のない声に、気け圧おされた。

「今日一日、あの娘と組手をしてわかった。あの娘は危険だ」

「なっ……」

　反論を浮かべようとするも、その冷たい声に戸と惑まどい、確かな言葉を紡つむぐことが出来ない。

　まるで氷ひよう壁へきの様な言葉の圧に、冷たい汗あせが浮かぶ。

「……それは些いささか、肯こう定ていしかねます。確かにあの子は苛いら立だちに気を昂ぶらせることもありますが、根は優しくて、素直な良い子ですよ」

　それでも、私は自らに喝かつを入れて、その言葉に反論する。

　ヤナギ様は、振り返らなかった。ただ、そのまま冷たい声が夜に響ひびく。

「瞑めい想そうさえもまともに出来ないというに、あれほどの魔ま力りよくを持っていることを疑問に思ったことはないか？　あの娘の精神は明らかに未熟だ。しかしその身に込める魔力は凄すさまじい。いかなる才能に恵めぐまれても、あの魔力は不自然が過ぎると思うのだが」

　私の意見を否定も肯定もせず、淡たん々たんと述べられる疑問点を、私はただ聞いていた。

　……確かに、それはそうだ。瞑想とは魔力の量を鍛きたえるには最も適した方法だ。だがシェリルは、瞑想を殆ほとんどしたことがない。最近私達と共に行うようになったくらいだ。

　そんな彼女は、出会った時には既すでに達人と呼ばれる者達と遜そん色しよくないような、魔力を持っていた。それは、確かに異常といえる。

　その点は、反論できないところだった。あの子は、そんなのではない。強い思いが渦うず巻まくも、明確な形にできない。

　困惑する自らに憤いきどおる私に、ヤナギ様はそれに、と続けた。この声は、ヤナギ様のものではないのではなかろうか。目の前の人物への違い和わ感に縋すがる様は、滑稽だ。

「組手をしていた時、あの子がつい漏もらしてしまう魔力には『血けつ晶しよう』によく似た色を感じた。さっき、お前がマイルスという男の事を聞いた時にわしは答えたな。『悪を悪と理解していなければあり得る』と。あの娘から感じたものは──正にそれだったのじゃよ」

　遂ついには『血晶』に似ていると。その言葉には憤りを覚えた。

　──だが、声を上げる事が出来ない。極ごく稀まれに、僅かにではあるが、似た疑問を覚えたことがあったからだ。それに、あの子は『血晶』に対して嫌けん悪お感を見せない。……『血晶』から発生した怪かい物ぶつにさえも。

　また、激しく表情を変えることが少ない事さえもが引っかかってしまった。『逆・明鏡止水』──それとは違ちがうと思いつつも、疑問と疑問が結び付き、糸を生み出す。私は、気がつけば疑問の糸に雁がん字じ搦がらめにされていた。

「ふん……気になっただけじゃ。だが悪いことはいわん。あの娘とのつきあい方はよく考えておけ」

　結局、ヤナギ様は私に顔を見せなかった。去っていく背中を見送った私は、腰こし掛かけていた岩に拳こぶしを打ち下ろそうとして、やめた。

「あの子の魔力が……『血晶』に近しいものだというのか……？」

　ヤナギ様の言葉は一いつ瞬しゆんで私の中を駆かけ巡めぐり、今までの旅で見てきた光景を思い起こさせた。

　忘れていた──いや、目を背そむけていたのかもしれない。あの子の抱かかえる謎なぞが、私の身体からだを冷やす。

　しかし、少し考えてから、私は呟つぶやいた。

「……そんなことはどうでもいい。あの子はシェリルだ、それ以上でも、以下でもない」

　あの子がどんな存在であろうと、ヤナギ様の言う通りに危険な存在だとしても、私があの子から手を離すことはない。

　そう思うと、少しだけ身体が熱を取り戻す気がした。

　……とはいえ、見過ごせない点が多いことも事実だ。いずれはあの子の謎とも向き合っていかねばならないのだろう。

「魔人の国──そういえば、あの子の家族も、そこにいるのだろうか」

　一度、チェスターからその存在を聞いたことがある、シェリルの家族。旅の最後の目的地となるであろうそこには、もしかしたらシェリルの謎を解くヒントが有るかもしれない。

　……ならば、やはり立ち止まっている暇ひまはない。

　もとより悩なやむのは苦手な性分だ。急ぐからこそどっしりと構えていれば良い。

　空を見上げると、星空は雲に覆おおわれていた。今日は月が出ていないのか、空は真っ黒に塗ぬりつぶされていた。

　この闇やみの続く先にあるであろう魔人の国へと拳を向け、私は息を吐はき出した。

　……今日はもうやめにしよう。焦あせっても良いことはないと、ヤナギ様も言っていたことだ。夜の風の冷たさに体を壊こわしては、それこそ遠回りになってしまう。

　夜闇の中を、屋や敷しきの光へと向かっていく。ヤナギ様のお言葉は、私の心に仄ほの暗ぐらい影かげを落とすのであった。







　　　第八話　アエカ







　夜が明け、新たな朝が来た。

　道場には眠ねむそうなソーニャとシェリルが、二人してあくびをしている。似ている部分の少ないはずの二人が、まるで姉妹の様だと思えるのは不思議なものだ。とはいえ、仕草に限定すればこうして似た反応をしている事も多い。

　新たな街に行けば二人は大たい概がいはしゃいでいるし、朝はあまり強くないというのもそうだ。

　総じて、子供──というとソーニャが怒おこりそうだが、若いのだろうと思う。

　純じゆん粋すいで天てん真しん爛らん漫まん。……やはり、私にはヤナギ様のお言葉は信じられない。

「ふわあ……んむ。皆みな、もう集まっておるようじゃのう」

　一人難しい顔をしていると、昨日のように眠そうなヤナギ様が現れる。

　この方も大概マイペースというか、なんというか。とても達人とは思えないだらけた姿に、溜ため息いきが漏れる。

　……人付き合いが少ない人だ、早起きする習慣もあまりないのだろう。そこを私達のために、朝も薄うす暗ぐらい内から起きてくれるのには頭が上がらない。

「さて、では今日も組手を行う……と、言いたいところなのじゃが。スラヴァ。お前にはちょいと趣しゆ向こうを変えてもらうことになる」

　我ながら器用というか、昨日のことなど忘れかけてしまった頃に、ヤナギ様は目を擦こすりながら私へと扇せん子すを向ける。

　何を言うのだろうか。私はヤナギ様を見つめながらお言葉を待ち、シェリル達は私を見ながら疑問の表情を浮かべている。

「お前は『明鏡止水』を発現させたことがあるのだったな。そこで、お前には一人次のステップへと進んでもらうことにする。山のほうで心を落ち着ける修行じゃ」

　ヤナギ様の宣言は、私にとっては喜ばしいものであった。

　次の段階へと進むことが出来る、というのは素直に嬉うれしいことだ。まるで武術を学びたての頃のような感覚に、つい顔を綻ほころばせる。

「と、なるとじゃ。組手で一人余ってしまうのう。そこで、スラヴァよ。お前さんにはアエカの面めん倒どうを見て欲しい」

　だが、やはり此こ処こですんなりと進ませてくれないのがヤナギ様だ。

　急に名前を呼ばれたアエカが硬こう直ちよくする。

　皆がアエカの方へと視線を向けるのは一瞬だった。私を含ふくめたこの場全員の意識が自分に集められ、困こん惑わくするアエカ。

「面倒、とは？」

「そのままの意味じゃよ。『明鏡止水』の境地を覚えたりとする以前に、こやつはまだひよっこじゃ。修行の傍かたわら、技や基き礎そ的な技術を教えてやってほしいと思ってのう」

　大おお雑ざつ把ぱな話の内容に突つっ込こみを入れると、帰ってきたのはほぼ言葉通りの依い頼らいであった。

「……よろしいのですか？　私は未熟な身、ヤナギ様の流りゆう儀ぎとは違うことを教えてしまうと思いますが」

　是ぜ非ひを問うための言葉には、僅わずかながら拒きよ絶ぜつを願う色が込められている。

　言ったことは尤もつともだ。だがこの折角の機会、自分の修行を優先したいという気持ちもある。

「良い。お前さんのシジマの技は本物じゃ。お前さんならば、百年ぶりの直弟子を任せられるというもの」

　しかしヤナギ様は──恐おそらく私の心の底に気付きつつも──扇子で口元を隠かくして雅みやびに笑う。

　元々、迷めい惑わくをかけているのは私達の方だ。これも何かの縁えんか。

　アエカは──どれくらいの年ねん齢れいなのだろうか。彼女が見た目通りの年齢ならば、子供にシジマ流の技を教えるのはレティス以来になる。シェリルに手ほどきをする機会は多いが、飽あくまでも彼女の流儀は祖父から継ついだ『プライム流』だ。

「アエカ、今日は一日よろしく頼たのむ」

　ならばこれもまた良い機会かも知れん。急ぐべきと思うことがあるこの状じよう況きようで、そう感じられるのは心に余よ裕ゆうが出てきた証しよう拠こか。

　アルマはアエカを気に入っていたようだし、私にとっても彼女の修行を見るのはいい刺し激げきになるかもしれない。

　笑みを浮うかべてアエカへと手を差し伸のべる。アエカは急いでその手を取り、頭を下げた。

「あっ……はい！　よろしくおねがいします、スラヴァ様！」

　真ま面じ目めな良い子だ。なんとなく、ヤナギ様に気に入られる理由がわかったような気がした。

　ところで何な故ぜ「様」付けなのだろうか。やんわりとその事を聞いてみると──

「ヤナギ様からお話は伺うかがっておりますので！　『武神』と名高いスラヴァ様に技を見ていただけるとは、光栄ですっ！」

　なんとも小こ恥はずかしい言葉に、ちらとヤナギ様の方を見ると、彼女は声を殺しつつも腹を抱かかえて笑っていた。

　いい加減この過大評価にも慣れてきたとは思ったが、それを吹ふき込んだのが青かった私を知るヤナギ様となれば話は別だ。なんとも言いがたい感情に、元げん凶きようのアルマへと恨うらみが募つのるが──ここで突っ込んでは、更さらに恥はずかしい思いをするだけだろう。

「いや、そんな大した人物でも無いのだが……なんだ、気軽に接してくれ」

「はいっ！　承うけたまわりました、スラヴァ様！」

　これは多分分かっていないなと苦笑いを浮かべつつ。私は話を切り上げて、ヤナギ様へと目を戻もどした。

　ヤナギ様はまだ笑っておられたが、やがて佇たたずまいを直すと、私に修行の内容を命じる。

「ああ、面おも白しろい。……さて、ではお前達はじきに出発して貰もらおうかの。スラヴァ、お前は滝たき行ぎようじゃ。心を落ち着け、魔ま力りよくを磨みがいてくるとええ。場所はアエカが知っておるから、案内してもらえ」

　命じられたのは、これまた基礎的な滝行であった。

　組手といい、瞑めい想そうといい。一から武術を歩ませようとしているのではないかという内容に、思うことが無いわけではない。

　だがこれも必要なことなのだろう。こと武術に関しては、彼女以上に信しん頼らいできる存在が中々無いということを、私は知っている。
















　ならば、これも楽しんでみせるとも。

「そうじゃな、日が沈しずむ頃ころになったら、こちらへは戻らず屋敷の方へ直接戻るが良い。わしらはわしらで、女子のみでないと出来ぬことをしておるからの」

「かしこまりました」

　今日は道場に踏ふみ込むなと、暗に釘くぎを刺さされて私は苦笑する。

　……女子という年齢でもなかろうに、という言葉は飲み込んだ。その言葉を口にすれば、何が起こるか──考えただけでも恐ろしい。

「……おい？」

「では早速行って参ります。アエカ、よろしく頼む」

「あっ、はい！」

　笑顔のまま射殺すような圧を向けてきたヤナギ様から逃のがれるように、私はアエカへと助けを求める。

　何を考えているかなど、お見通しなのだろう。くわばらくわばら。

　この辺りは私も底が浅いな。

　そそくさと道場を後にした私は、木こ漏もれ日の下で胸むねを撫なで下ろす。

「もう、失礼ですよスラヴァ様」

　アエカもヤナギ様の怒いかりは感じ取っていたのだろう。悪戯いたずらっ子を諫いさめるような声で──事実、構図は完全にその通り──アエカは、私に指を突きつけた。

「いやすまない──と、口に出ていたか？」

　これは珍めずらしくヤナギ様に勝ったのではなかろうか。そんなことを思うと、私に浮かぶのはやはり悪戯っ子の笑みだった。

　しかし、直すぐにアエカの言葉に気づく。

　……声には出ていなかったと思うのだが。思わずそう聞き返すと、アエカは笑う。

「いいえ。でも、すぐに分かりますよ。スラヴァ様は分かりやすいお顔をしていましたから」

　そういうものだろうか。

　気取られぬように無表情を装っていたにも拘かかわらずの指し摘てきに、それほど私は分かりやすいのだろうかと、頰ほおを押す。

　心を見み透すかすのが得意なあたりは、この子も立派にヤナギ様の弟子だな。そんなことを思うと、この狐きつね人じんの少女が何歳なのか気になった。

「失礼な事を聞くかもしれないが、そういえばアエカは何歳なのだ？」

　もしもヤナギ様のようにお歳を重ねられているのならば、この言こと葉ば遣づかいでは無礼に当たる。エルフの国から出ると、同じような外見で自分よりも年上という事は滅めつ多たにない。それでも時たま、獣じゆう人じんにはヤナギ様の様な規格外の存在がいる。

「失礼ということもありませんよ。私は、今年で十五歳になります」

　恐る恐るの質問に、アエカは快く答えてくれた。

　十五歳──というと、人間で考えると見た目通りの年齢だ。いや、それよりも少し幼く見えるかもしれない。

　それにしては、人の心に気が回る少女だ。こういうところは見習わなければならないな。

「スラヴァ様はお幾いくつなのですか？」

「ん、そうだな……今年で二十と……あいや、前世から考えるともう何歳になるかわからんな」

　帰ってきた質問には、答えられなかった。

　答えにくい質問だったというわけではないが、単純に自分の年齢が把は握あくできていない事実に気がついたのだ。

「ふふっ、なんですか、それ」

　私の答えに笑うアエカの笑顔は、屈くつ託たくのない可愛かわいらしいものだった。その笑みにつられ、私も微笑ほほえみを浮かべた。

　だがよくよく考えてみると、難なん儀ぎなものである。私の年齢はどう換かん算さんすれば良いのだろうか。

　死んだ時で一度止めて、生まれ直したあたりから数え直すのが妥だ当とうなのだろうが──年齢を数えるのを一いつ旦たん止めるなど聞いたことがない。するとやはり前世の生年からここまでを通すべきなのか──ううむ、難しい話だ。

　そういえば、ヤナギ様はお幾つなのだろうか。……触ふれてはいけない気がして、考えるのをやめる。

「まあ、百何十という所だろう。なにせ特とく殊しゆな身の上だ、正しい数え方がわからん以上、なんとも言えんよ」

「そうですね」

　両手を上げて『お手上げ』のポーズを取ると、アエカは楽しそうに笑う。

　そういえば、今生で年齢の話をするのは初めてかも知れない。忘れているだけで何ど処こかで話しているのかもしれないが、まだ十五の少女とこんな話をしているのは不思議なものだと思った。

　なにせ信じられないような身の上だ。前世からの知り合いかそれに連なるものでもなければ自分から打ち明ける機会などあるはずもない。例外はソーニャか。あの子は、最初に出会った時から私の秘密に感づいていたのだから。

　だがアエカはそれを当たり前に信じてくれていて、自然に話してくれる。成る程、ヤナギ様も気に入られるはずだ。こんなに真っ直ぐな子は、中々おるまい。

「……さて、此処で話し込んでいては直ぐに日が暮れてしまう。そろそろ目的の場所に向かうとしようか」

「はいっ！　こちらです、ついてきてください。あ、その前にお着き替がえを取ってこないとだめですね」

　彼女と話していると不思議なほどに感じる心地よさに安らぎを感じるが、いつまでもこうしている訳にもいかない。

　屋や敷しきの方で着替えを用意してから、先導するアエカに歩調を合わせる。

　木漏れ日の道の中、私は思案する。

　……恐らく、こんな子こそが『明鏡止水』に至る事ができるのだろう。ヤナギ様がこの子を弟子に取った理由が、よく分かる気がした。

　ううむ、これは手間取るかもしれん。純じゆん粋すいな心、というのは、どうも私自身に想像することが出来ない。

「着きましたよ！　此こ処こが、ヤナギ様のおっしゃっていた滝です」

　だが怯ひるんでもいられない。立ちふさがる困難が大きければ大きいほど、超こえ甲が斐いがあるというものだ。

　アエカに連れられて来た滝は、周囲の光景と合わせて素晴らしい景観を誇ほこっていた。

　流れ落ちる水の勢い、そこから繫つながる川に、周囲を取り囲む木々の美しさ。雅みやびな光景というのはこういうことを言うのだろうか。

　修行をするには贅ぜい沢たくなくらいの環かん境きようだ。

「改めて──お願い致いたします、スラヴァ様！」

　しかし、この子も忘れてはならない。

　もう煩わずらわしく思う気持ちは抜ぬけていた。意い欲よく的な生徒に、理想的な修行環境。これでケチを付けては、教える立場にある者としては失格も良いところだ。

「ああ……よろしくな」

　惜おしむらくは、アエカがシジマ流の者ではないというところか。

　引き抜きでもしたらヤナギ様は怒おこるだろうか。私達の修行が始まったのは、そんな悪戯を考えたところからだった。




　　　　◆




　それから暫しばらくして。

　日が高く上がってきた頃、私はヤナギ様の言いつけ通りに滝に打たれていた。

　滝行は武術家の中ではポピュラーな修行の一つで、その目的は瞑想の延長線上にある。

　心を落ち着け、身に纏まとう魔力を安定させる。それが滝行の目的だ。

　身体からだに纏わせた魔力が揺ゆるがぬよう、最低限の量を保ちつつ、その流れを滑なめらかに。こうすることで、滝が与あたえる冷たさと勢いから身体を守るのだ。

　魔力の量が少なければ水の冷たさと勢いが身体を打つ。魔力が多かったり流れが乱れたりすれば、余分な魔力が消費される。滝行は、魔力の安定した使い方を学ぶ最高の方法なのだ。

　ちなみに、一部の宗教でも滝行を行うというが、それは修行に用いるものとは全く別のものだ。たしか全く魔力を使用せずに行うと聞いた気がするが──私は、あまり神を信じる方ではない。今はあまり関係のない話だ。

　水の冷ややかな感覚に身を任せながら、私は身体に纏う魔力を感じていた。自分で言うのもなんだが、中々に整った流れをしている。

　シジマ流は良く力の流れを水に譬たとえる事がある。イワオ様はこの流れを非常に重要視しておられたため、昔は厳しく修行を言いつけられたものだ。

　師し匠しようの怒ど号ごうを思い出し、懐かい古この念が浮うかぶ。もう一度叱しかっていただきたいものだ。『出発点』の気持ちが浮かぶのは、懐なつかしい事をしているから、というだけではないだろう。

「スラヴァ様！　今のはどうでしたかっ！」

　まだまだ幼いアエカと共に修行をしているからだ。

「少し魔ま力りよくの移動が遅おそいな。それでは無む駄だに力を消費してしまうあまりか、威い力りよくも落ちてしまうだろう。もっと早く──力を込めるよりも先に魔力を込めるくらいにするといい」

　アエカは、未熟であった。

　ヤナギ様の弟子だというからどれほどのものかと期待していたのだが、彼女はあまり才能に恵めぐまれているとは言い難がたい。

「はいっ！　ありがとうございますっ！」

　しかし、何よりも大切な物を持っていた。

　私の教えに、彼女は元気よく返事をすると、また真しん剣けんな眼差しで基き礎そ技術の練習に取り組み始めた。

　アエカが散らす輝かがやく汗あせは、相応の疲ひ労ろうを感じさせる。だがその顔には疲つかれは見えなかった。

　彼女の表情は、楽しむことに全力を割さいているそれだった。

　楽しむ心。誰だれしもが持っているというのに、いつの間にか何処かへ置いてきてしまう大切なもの。彼女には、それが満ち満ちていたのだ。

　聞けば、彼女が武道を学び始めたのは二年と少し前だという。

　孤こ児じである彼女を、ヤナギ様が拾ったのがなれそめだと聞いた。親を亡くした理由は語られなかったが、親のことを語る彼女を見ていると、彼女が両親を嫌きらっていたようには思えなかった。

　それはきっと、暗い過去だと言えるだろう。しかしアエカは影かげを感じさせず、武術に打ち込んでいる。

　才に恵まれなくとも。どんな過去があっても前を見て、楽しめる心。それは、生なま半なかな事で手に入るものではない。

　……才があるだけでは、力は手に入らない。才は飽あくまでも力を得るための助けとなるだけ──いわば、力の代わりだ。だが彼女の明るい心に『代わり』となるものはない。それ自体が心の強さなのだ。

「っ！　今のはどうでしたか！」

「今のは良かったぞ。まだまだ先はあるが、確実に上達しているな」

「やったっ！　あ……！　すいません、つい嬉うれしくて……」

　そしてその心の強さは、やがて身体を伴ともなった確かな強さへと変わるだろう。

　……まったく、敵かなわないな。かつて私が彼女くらいの年ねん齢れいであった時は、飢うえていた。当時の私にとっては勝利こそが強さであり、それ意外の要素は全て余分だと切り捨てていたのだ。

　だが今でこそ思う。中身を伴わない強さに意味は無い。師に出会う前の私が目指していた『最強』は、ただ自尊心を言い換かえただけのものであったと。

　アエカが何を目指しているかは、私にはわからない。しかし彼女ならばきっとヤナギ様の元で正しい方向を見続けていられるのだろう。

　こんな幼子が、そうしていられるのだ。私も負けていられないな。

　アエカを見ていると、温かな気持ちが満ちていく。思い出すのは、師の元で自らの上達に一いつ喜き一いち憂ゆうしていた頃ころの私だ。

　──すると、身を覆おおう魔力が温かくなっていくのがわかった。

　水の勢いと冷たさに対して魔力を込めすぎた訳ではない。……もしや、これこそが。

　疑問と共に、感覚を確かめるように右の手のひらを見やると、水の冷たさが戻もどってくる。

　……気のせい、ではない。

　温かな気持ちでいた間、確実に魔力の『質』は上がっていたのだ。

　気づいた感覚に、身が震ふるえる。まだまだ『境地』に至るまでは遠いだろうが──果てなき道の一歩を確かに踏ふみしめたその実感。

「スラヴァ様？」

　アエカに呼ばれ、息を吞んだ。

　まさかヤナギ様はこれさえも見み越こしてアエカを私に付けたのだろうか。だとすると、もはや恐おそろしいほどだと思った。

　あのお方には一体どれだけの世界が見えているのだろう。……しかし、今はただ感謝しか無い。

『境地』は確かに存在する。その確信が、私の心を赫かく々かくたる鉄のように熱くしていた。

「いや、なんでもない。修行を続けよう」

「はい！」

　ひょっとすると、この子はとんでもない逸いつ材ざいなのかもしれない。

　嬉しそうに尻尾しつぽを振ふり回す少女を見ているとそんな風には見えないが、ヤナギ様があれだ。『人は見かけによらない』というのはこういうことなのだろう。

　……まあ、それは今の私が言えたことではないか。

　だが楽しむ心の重要性、それに気づかせてくれたこの子には感謝が尽つきない。

　結局蓋ふたを開けてみれば、私は自分の修行よりもアエカの修行を楽しんでいた。

　日が暮れるまでにアエカが歩んだ一歩は小さいものだったが──それでも、その顔は楽しそうであった。







　　　幕間　うぶっこガールズ







「よしよし、皆みな準備出来たようじゃの」

　スラヴァとアエカが離はなれた、道場の中。

　シェリルとソーニャ、アルマの三人は楽しそうに声を上げて笑うヤナギの前で、憮ぶ然ぜんとした表情をしていた。

　シェリルは頰ほおを膨ふくらませ、ソーニャはわかりやすく眉まゆを顰ひそめている。例外としてアルマはすました顔をしていたが、普ふ段だんから彼女を見慣れた者ならば、その表情の変化にはすぐ気付くだろう。

　兎とも角かく、三人が三人とも、不ふ機き嫌げんであった。

　それは数日前、必要なこととはいえ組手の形式でさんざんコケにされたから──ではない。

　彼女達が同じ思いを寄せている人の姿がこの場にないから──というのが、少し。

　彼女達を不機嫌にさせているのは、ヤナギに対する不信感であった。

「なんじゃ、揃そろいもそろって反はん抗こう的な目をしおって」

　長く生きた彼女だ。スラヴァよりもずっと多くの人生経験を積んだヤナギが、それに気づかないはずがない。

　……初歩も初歩といえる瞑めい想そう。そして、魔力を使わない組手。そのいずれもが、常に高いレベルで戦ってきた彼女達からすれば、もどかしさを感じさせるものだった。

　一足先を行くスラヴァが満足気にしているため、三人ともこの修行に意義があるということは理解できている。それでも、そうして得始めた僅わずかな信しん頼らい感を打ち壊こわすほど、彼女達がヤナギを不ふ審しんがる出来事が起きたのだ。

「だってさあ……この格好、なんなの！」

　その出来事は、修行と関係のないところで起こった。

　よく見えるように腕うでを広げつつ、怒ど気きを交えた声でソーニャが叫さけぶ。

　力いっぱいの抗こう議ぎに、ヤナギは首をかしげた。

「なんなの、と言われてもな。ただの胴どう着ぎじゃよ。わしのところで学ぶ者は皆これを着てもらうことになっておるからのう」

　彼女達が憮然としている理由──それは、ヤナギやアエカが着ているような服に着き替がえさせられているからであった。

「……ごわごわする」

　普段、脚あしを出した服を好むシェリルは、落ち着かない様子で声を震わせる。

　ソーニャもそうだが、着慣れない、珍めずらしい形の服に違い和わ感を覚えているようだ。

　そんな二人の様子を見て、アルマは溜ため息いきを吐ついた。

「はあ……修行するならば胴着を、というのはよく分かりますが……」

　アルマは、この胴着という服に慣れている。

　膨らんだズボンや、独特の肌はだ触ざわりは、慣れないものにとっては気になるだろう。

　アルマにとって胴着は慣れ親しんだものだ。

「しかし、何な故ぜ私も……？　私は胴着を持っているのですが……それに、この上着は少し胴着とは違ちがうような……」

　それでも、大きく袖そでを膨らませた少女的なデザインや、胴着とはまた違う肌触りの上着が、僅わずかにアルマの頰を紅あかく染めていた。

　シューウ的な落ち着いた無地の白い服と、赤いハカマの取り合わせ。何故だかその二つが合わさると、少し背徳的な気分になるのだ。

「本来の用よう途とは胴着とは違うからのう。じゃが一時的にとはいえお前たちはわしに教えを乞こうのだぞ？　郷に入っては郷に従うのが当然じゃろ」
















「確かに、そうなのですが……」

　アルマにとって、この『巫み女こ服』はアエカやヤナギ──シェリルの様な幼い外見を持つ者だからこそ似合うものだった。外見で言えばこの場で一番年長の自分がこういう少女的な服を着ているのは、座りが悪いように感じられたのだ。

「まあ、わしの趣しゆ味みなのじゃがな。いやはや、よく似あっておるのう、予想通りじゃ。皆可愛かわいらしいぞっ！」

　加えて言うのならば、このヤナギである。彼女が趣味と言うのならば、シェリル達三人がこの服に袖を通しているのは、言葉の通りの理由なのだろう。

　……こういう所があるから、アルマ達はヤナギを素直に尊敬することが難しいのだ。

　拳こぶしを握にぎり、小刻みに揺ゆらすソーニャとは違い、アルマは反抗的な態度を見せることはない。だがまるで着せ替かえ人形の様に扱あつかわれている事実は、真ま面じ目めな彼女にはすこしばかり恥はずかしく感じるのであった。

「と、では茶番はこれくらいにしておくか」

　それでも──ヤナギの実力は本物だ。自分たちよりも遥はるか上にいる。

　強さにかける思いは皆、同じなのだろう。ヤナギが手を叩たたくと、シェリル達も真しん剣けんに表情を結び直した。

「それではこれから『明鏡止水』を身につけるための修行を始めて行きたいと思う。と、言ってもやることは昨日までとさほど変わらん。落ち着いた状態で魔ま力りよくを高めるための瞑想と、試合中に激しく心を揺り動かさぬための、魔力無し組手。この二点じゃ」

　二本の指を立て、内容を指し示す。

　それはシェリル達には退たい屈くつな内容だった。……しかし、アルマやソーニャは昨日、紛まぎれも無く楽しんでいた。それも事実だ。

　唯ゆい一いつシェリルだけが、眉を顰めていた。彼女はその二つの修行があまり得意ではなかったからだ。

　すぐに気持ちを高ぶらせてしまう彼女にとっては、基き礎その瞑想も難しいものだった。組手でも技が通じないとつい魔力を扱ってしまう。

　総じて『落ち着く』。アルマ達に比べると若い分、シェリルは未熟な部分が目立っていた。

「だが『明鏡止水』は極意とも呼ばれる技術の最さい高こう峰ほうじゃ。この深き道に於おいての最高峰がどれほどのものかはわかるじゃろう。これは何十年何百年と修練してようやくその存在に気付けるような代しろ物もの。本来お前さん達の様な小こ娘むすめが身に付けるには、百年早い」

　しかし未熟──という点においては、シェリルだけではない。

　未いまだ誰だれも頂きを見たことがないような武の道で、『明鏡止水』はそれでも極意や『境地』など、道を究めた技として扱われる。

　いくら才があるとは言え、彼女達がそれを手にするには、あまりにも足りないものが多すぎる。彼女達が今から身につけようとしているのは、そういう技術なのだ。

　故ゆえに、ヤナギの言葉は当然のもので、シェリル達は誰も反抗する声を上げなかった。

　──だが、だからこそ、ヤナギがここにいる。

　本当に芽がないのならば、ヤナギもスラヴァの修行に付くだろう。此こ処こにヤナギがいるのは、意味があるからこそなのだ。

「じゃがのう……お前たちならば、その百年を縮めることが出来るのじゃよ。わしのアドバイスによってな」

　抜ぬけ道がある。数十年、数百年を一気に縮める、近道が。

　その言葉に、シェリル達は震える。

　……ヤナギの圧あつ倒とう的な力。その力を、彼女達は身を以もつて経験している。だからこそ、何を言われても渋しぶ々しぶながら従うし、言うことは信じるのだ。

　食い入るような『武術家の眼』に、ヤナギは鼻を鳴らす。百年前の小こ僧ぞうに、同じことを言ったら同じ眼をするだろうと思ったからだ。

　だが、この方法はその小僧──かつてのスラヴァには扱えない。結局その力を授さずけることが出来なかったスラヴァが、本来ならば得ることのなかった時間でそれを手にしようとしているのは、ヤナギにとって運命のように感じられる。

　だからこそヤナギは彼女達を鍛きたえるのだ。想い人が一人にならぬようにする、その助けを。

「わ、私達しか出来ない……ですか」

「ああ」

　聞き返すアルマの言葉に、ヤナギは肯こう定ていする。

　声を出したのはアルマだけだったが、ソーニャも、シェリルも聞き入っているのが伝わっている。

　ヤナギはそんな彼女達に口を開けるひな鳥を幻げん視しした。それが鷹たかに化けるかは、彼女達次第だ。

「では言おう。少々勿もつ体たいつけるがな」

　一つ前置きをしてから、ヤナギは語り出す。

「最初に説明したが、『明鏡止水』とは普ふ段だん扱あつかっている魔力から不純物を取り除き、その質を劇的に上じよう昇しようさせる技術の事じゃ。のう、シェリル。ならばその不純物とはなんだったかな」

　指を立てて、ヤナギはシェリルに質問を投げかけた。

　だぶついた袖を揺らしつつ、シェリルが人差し指を頰に当てる。

「えっと……わるいこころ？」

　シンプルながらも、余分の付属していない答えを愛めでるように、ヤナギは頷うなずく。

『明鏡止水』とは魔力から不純物を取り除いた状態の事。この状態は魔力の質が劇的に上昇し、『濁にごり』がないゆえに非常に感知しづらいものとなる。その濁りこそが、『わるいこころ』──嫉しつ妬とや憎ぞう悪おなどの『悪意』なのだ。

「その通り。では、そういった状態の心には何があるのだろうか？　まあ様々じゃが、正々堂々といった負い目のなさや、勝負を楽しむ心。何か尊い目的のために強くなりたい──などがあげられるじゃろう。兎にも角にも『悪くない思い』じゃ。言い換かえれば、それは『善い心』。それで心が満ちた時、魔力からは濁りが消える」

　シェリル達の目の前を往復しつつ、時折扇せん子すをぷらつかせて、ヤナギは説明をする。

　要所を強調しつつの説明は、シェリルにもすんなりと染みこんでいった。

「実のところその原理はよく分かっていないんじゃがの。兎にも角にも、心が健すこやかであれば力が満ちる。そこだけ覚えておけばええ」

「それはまた……難しそうなお話ですね」

　正座をしながら、アルマはヤナギの瞳ひとみに向けてそう呟つぶやいた。

　その通りだ。頷きを区切りに、ヤナギは話を再開する。

「うむ。わしらも人の子、闘たたかいに悪意を持たぬというのは難しい。そもそも、今の世では理由なき闘いというのもあまりないからの。例えば復ふく讐しゆうや──モノや名めい誉よを懸かけた際の物ぶつ欲よくや、喪そう失しつの恐きよう怖ふ。相手が強ければ不安を抱いだき、それが恐怖に至るかも知れん。これらを心から打ち消していくのは難しい。しかし此処は自分達で頑がん張ばってもらうしかないのう」

　蔓延はびこる心はどこから来るのか。それさえ分かっていない現状で、悪意を抱かないようにするというのは難しい話だろう。

「とはいえ、そればかりではない。もっと難しいのが、それをしながら心を『善の気』で満たすということなのじゃよ。戦いの最中にずっと晴れやかな気分でいるというのは難しいじゃろう。結局闘いは痛かったり苦しかったりする。身体からだが浮うかべる反射は悪意ではないが、それだけの思いをしてなお強く保てる想いは、中々ないからの」

　それだけではなく『明鏡止水』の極意は『善の気』にあるのだ。

　向上心や、楽しいという想い。スラヴァが抱いた誰かを守りたいという思いも、尊いものだ。闘いの辛しん苦くを大きく上回るような強い思い──というのは、難しいだろう。

　痛みや疲ひ労ろうを感じさせないシェリルは兎とも角かく、アルマやソーニャはその言葉に静かに頷いた。

　ヤナギもそれに趣しゆ向こうを返すが──ここからが話の肝きもなのだ。

「所がな、あるんじゃよ。そんな強く尊く、更さらに持続性もある良い思いがな」

　ヤナギはそれがあるというのだ。

　アルマが、ソーニャが目を丸くする。

　驚おどろきながらも、彼女らの思いは最高潮だ。……先が気になる。

　はじめにヤナギは『勿体つける』といったが、今は正にその通りの状じよう況きようだった。食い入るように身を乗り出すアルマとソーニャの前を往復しながら、その表情を見て悦えつに浸ひたる。

　スラヴァがいれば、何故こんなに意地の悪い方が『境地』に目覚められたのだろう──と思うだろう。

　だがそれは間違いだ。そういう期待などもまた、明るい感情の一つだからである。

　普ふ段だんから怒おこってばかりいる者は、闘いの中でもそうするだろう。逆もまた然しかり。いつも何が楽しいのか分からない者が、闘いの中で急に目を輝かがやかせられることはない。

　心を慣らす、というのもまた必要なことなのだ。

　ただし、焦じらしてはいけない。焦あせりは禁物というように、その心が良い効果を齎もたらすことはあまりないのだ。

　だからこそヤナギは彼女達の反応を楽しみつつも、歩みを止めた。

　少女たちの視線の中心に立ち、正面を見み据すえ、拳を握る。

「それは──」

　盛大な発表直前に、シェリル達の視線が集まった。

　一体どんな言葉が放たれるのか。最高潮に高まった期待の中、力強く切り込んだのは──

「愛じゃよッ！」

　──愛。その一文字であった。

「…………」

　沈ちん黙もくが流れる。シェリルもアルマも、ソーニャも。一様に口を開いていた。

　だが少しすると、その顔に表情が戻もどってくる。頰ほおに差す赤色と共に。

「あ……愛っ!?」

　一番早くに声を発したのは、ソーニャだった。

　羞しゆう恥ちに似た感情と困こん惑わくから、口の輪りん郭かくはわなわなと震ふるえている。

「左様ッ！」

　ヤナギが疑問に返したのは、力強い肯定であった。

　普段から人をからかうのが好きなヤナギの言葉だ。それは一見ふざけているかのようにも見えるが、真しん摯しな思いと、それから来る力強い言葉がソーニャ達の疑心を取り去った。

「いいか小娘共！　『明鏡止水』とは穢けがれ無き心の具現──その発動には強い善の気が必要じゃ！　じゃが人は弱く、ずっと保っていられる良い感情など中々手に入れることはできん！」

　言い聞かせるように──事実、強い語調で言い聞かせながら、ヤナギは拳こぶしを振ふり回す。

「しかし愛はどうじゃ！　これこそ、人の持つ最も尊き心と言っても良いじゃろう！　そしてお前たちは……それをもう持っておる！」

　振り上げた拳を、勢いよく振り下ろすヤナギ。指の形は、ソーニャ達を指し示すように変わっていた。

　突とつ然ぜんの指し摘てきに衝しよう撃げきを受けたソーニャとアルマが、顔を真っ赤にして身体を引く。

　シェリルだけが唯ゆい一いつ頰を隠かくすように両手をあてがっていたが、愛という言葉に思い浮かべる人物は皆みな同じであった。

「愛は憎にくしみとも紙かみ一ひと重えの危あやうい心じゃ。じゃが、それ自体は間ま違ちがいなく尊いモノ。そして凄すさまじい力を持っておる。愛で心が満ちた時、自おのずとお前たちは『境地』に達しておるじゃろう」

　ようやく声を落ち着けたヤナギは、シェリル達の前へ乱暴に腰こしを下ろした。

　衝撃が落ち着いてきたのか、それに追従してソーニャとアルマの背の角度も垂直に戻っていく。

「お前たちが同じ男を心に描えがいておるのはよーくわかった。アレはそういう男じゃ。……しかしお前たちはどうじゃ。お互たがいの想いを知りながら、仲間という関係を崩くずさず、切せつ磋さ琢たく磨ま出来ておる。尊き思いと、向上心。それは必要な百年を埋うめる近道となるじゃろう」

　声のトーンこそ落ち着いていたものの、ヤナギの声には力強さが残っていた。

　顔を赤らめつつも、三人娘むすめは話に聞き入っている。

「心を埋める良き思いは何でもいいが、それを持つのは大変なことじゃ。しかしお前たちは既すでにそれを持っておる。それは必ずやお前たちの武器となるじゃろう」

　慈いつくしむような表情は、シェリルよりも幼い外見の少女に似つかわしいものではなかった。

　そのギャップに、ソーニャ達はこの少女が永い時を生きているという実感を覚える。

「……でもさ、ヤナギ様もスラヴァくんの事好きなんでしょ。いいの？　こんなアドバイスしちゃってさ」

　今まで一番の反発を見せていたソーニャは、ばつが悪そうに口をとがらせた。

　ヤナギは、まだ穏おだやかな笑みを浮かべていた。

「構わん。恋こいは武道と同じようなもの。誰だれが勝っても恨うらみっこなし。それに正々堂々でなければ、たとえ勝ってもしこりが残ろう？」

　悪戯いたずらっ子のような色を混ぜながらも、ヤナギの言葉は年長の安心感のようなものを感じさせている。

　自分たちの関係を表すかのようなその言葉に、三人の中でのヤナギ様に対する思いが変わる。

　いけ好かない所もあるが『仲間』なのだと。

「負けませんよ」

「こっちのセリフじゃ」

　相手の強さに冷や汗あせを浮かべつつも、アルマはその瞳に挑ちよう戦せんの意志を込める。

　また一人ライバルが増えたというのに何ど処こか嬉うれしそうなのは、自分の想い人が皆に好かれているという事が誇ほこらしくなったからか。

　案外、武術家だからこそなのかもしれない、とアルマは思う。

「……さて！　ではそれを胸に修行に励はげむが良い！　あやつをとられたくなかったら精進することじゃな！」

「望むところっ！」

　強い思いを持ち、負けられないが、恨みっこなしの闘い。彼女達が気付くことはなかったが、それは『明鏡止水』のそれとよく似ていた。

　今のところはヤナギだけがそれを知りつつ、少女達の修行が幕を開ける。







　　　第九話　しるべ







　修行を開始して、五日目の夕方。

　すっかり冷え込んだ夜は、冬の訪れを僅わずかに匂におわせている。冷たい木々の香かおりに心地よさを覚えながら、私はアエカと共にヤナギ様の屋や敷しきを目指して歩いていた。

　辺りはもうすっかり茜あかね色いろに染まっている。もう直に夜が訪れ、この辺りは真っ暗になってしまうだろう。

　そうなると、山を歩くのは少々危険だ。この辺りに魔ま物ものは少ないが、視界の悪いなか山やま道みちを歩くのは避さけたいところである。

　急ぎ足の私にひょこひょこと小走りになりながらついてくるアエカを可愛かわいらしく思っていると、横に並んだアエカが微笑ほほえみながら覗のぞき込んできた。

「どうした？」

「いえ、なんでもありませんっ」

　言いながらも、その口調は楽しそうに跳はねている。

　相変わらず、アエカの上達は早くない。しかしそれは私も一いつ緒しよだった。『善の気』を自覚してから暫しばらく。あれから確かな手て応ごたえを摑つかむことはなかったが、それでも私の心はアエカと同じ色に近づいているだろう。

　楽しい。不思議なくらいに、心からそう思えていた。

　この子の笑顔は悩なやみを吹ふき飛ばすというか、自分が脚あしを止めることに苛いら立だちを感じるのが、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくるのだ。

　こんなに若い子が楽しそうにしているのに、老人の自分が癇かん癪しやくを起こしてどうなるという。アエカを見ていると心は温かくなるというのに、気分が引き締しまるのが面おも白しろい。

「到とう着ちやくですね！　それでは、私は早速お風ふ呂ろに入ってから夕食の支度を始めようと思いますっ！　スラヴァ様、また後でお会いしましょう！」

　こうして彼女と話していると、少し離はなれた場所から屋敷へと戻る時間もあっという間だった。

　昔むかし懐なつかしい修行と上達の感覚。そこに、若い子との会話が加わるとまるで若返ったようだと思う。

　……などと。若返るという感覚こそが年老いた証しよう拠こだと鼻を鳴らし、私は彼女と別れた。

　ふと空を見上げると、空にはまだ赤色が残っていた。完全に暗くなるまで時間があるということは、いつもよりも少し早く帰ってこられたらしい。

　食事まではまだありそうだし、何をして過ごそうか。今までであれば考える余地もなく自主的な修行を……と思っていたはずなのだが、ヤナギ様の言もあり、自主鍛たん錬れんは選せん択たく肢しから外していた。

「……本でも読んでみるか？」

　一人になると、趣しゆ味みらしい趣味がないことを思い出した。本を読む──言ってから、私には似合わないなと鼻を鳴らす。

　武術から離れた趣味で読書というと小説などがそれに当たるのだろうか。一冊読み終わるかどうかも怪あやしいものだ。だが小説の中には恋こい物もの語がたりを描えがいたものも多いという。女心を学ぶのに一役買うやも知れぬ。

　読書か。あるいはそんな一幕もあるのかもしれない。とはいえ、今は小説など手元にない。余よ暇かの過ごし方の候補に加えておくにとどめておくとしよう。

　まあその内──なんて考えている現状を鑑かんがみると、その日が訪れることはないのだろうと思うが。

　となると、昼ひる寝ね……という時間でもないが、仮か眠みんをとるのが良いかもしれない。日も沈しずまぬ内から眠ねむるなんてぐうたらは中々出来るものではない。ある意味で、昼寝以上に余よ裕ゆうのある行動というのはなかなか無いだろう。こういう機会にやっておけば、案外いい経験になるかもしれない。

　そうと決まれば部屋に向かうか──と。玄げん関かんの戸を開けようとした時、私は庭で佇たたずむ少女を見つけた。

　光の影えい響きようを受けやすい髪かみが、紅あかく輝かがやいている。白い髪というとヤナギ様も同じだが、冷たい風に髪を揺ゆらしているのは、ヤナギ様と同じ衣装に身を包むシェリルであった。

　赤いハカマに、白い『チハヤ』。ヤナギ様に指導を受ける三人は、今は皆この服で修行を行っているようだった。最初はこの国独特の胴どう着ぎに慣れなかったようだが、今ではもうすっかり馴な染じんでいると見える。

「浮うかない顔をしているな」

　だがそれとは裏腹に。つまらなさそうに石を蹴けるシェリルへと歩み寄り、声をかける。

「スラヴァくんっ」

　勢い良く私の方を振り向いたシェリルは一いつ瞬しゆんだけ笑顔を浮かべたが、直すぐにまた淋さびしげな表情に戻もどってしまった。

　……修行の方が捗はかどっていないのだろうな。最近の彼女たちが何をしているのかは分からないが、シェリルの顔を見ればそれはすぐにわかった。

「良ければ、少し話さないか」

「……うん」

　縁えん側がわの方を指してそう提案すると、シェリルは沈んだ声を返した。

　屋敷の縁側に腰を下ろすと、風が髪を揺らす。彼女はそれを、物もの憂うげに抑おさえる。

「修行が上う手まく行っていないのか？」

　そうだとは思いながらも、表情の理由を問う。シェリルは声の代わりに、首で返事をする。

「そうか……」

　夕日を見上げながら、私は呟つぶやく。

　それは恐おそらく、シェリルにとって最大の挫ざ折せつだったのだろう。

『白しろ神蛇かがち』の習得に戸と惑まどった時にも、彼女は挫折を経験している。しかし、あれは『どうすればいいか分からない』という様な行き詰づまりだ。やるべきことを方法まで示されていて、技術的にそれを行う事が出来ない、というのはシェリルにとって初めての経験かもしれない。

　全く、贅ぜい沢たくな悩みだ。天才であるが故ゆえの悩みに、肺から生温かい息が登ってくる。

　──いや、違ちがうか。シェリルが抱かかえている悩みは、誰もが抱いだいてしかるべきものだろう。彼女の場合は、最初のそれが特別遅おそかっただけだ。

「みんな……ソーニャも、アルマも。みんな出来るのに、わたしだけできないの……それがすごく、いや……」

　かつて無いほど沈んだ声で自らの無力を嘆く声に、悲しくなる。

　本来ならばそれは彼女が抱えるべき悩みではないからだ。瞑めい想そうが出来ないとは言っても、彼女の年ねん齢れいならばその質は十分な水準に達している。だが今求められている水準はそれよりもずっと高く、まだ子供の彼女には急ぐ必要のないものだ。

　しかし、今シェリルにはそれが求められている、彼女自身もそれを望んでいる。加えて言うのならば、旅の仲間達は既すでにそれを手にしているのだ。焦あせって当然だろう。

　……そう、当然なのだ。百年以上生きた私やソーニャとは違い、彼女はまだ子供である。いくら同じくらいの人間の子供と比べて長い時間を生きているとはいっても、彼女が子供である事実は変わらない。

　だからこそ、より急いでしまう。そして、その焦りこそが今の修行には妨さまたげになるのだ。

　どうすればよいのだろうな。見つめる夕日は温かくても、答えを返してはくれない。

「そうだな……確かに、一人だけ出来ないというのは悔くやしいと思う。私も昔はそうだったよ」

「スラヴァくんも……？」

　気がつけば、私は呟くようにそう語りかけていた。

　思い返すのはずっと昔、私が前世でシェリルくらいの見た目だった頃ころの話だ。

　今語り継つがれる『スラヴァ』を知る者からは何をふざけた事をと言われるかもしれないが、私は凡ぼん才さいも凡才だった。十を聞いて知れるのは良くて七か八といったところ。ソーニャやアルマ、シェリルのように十を知ることは出来ず、それでいて自尊心だけが高くていつもギラついた目をしていた。

　自分よりも身体からだが大きい相手に挑いどんで、傷をこさえて帰る事はしょっちゅうだったし、鍛錬に行き詰づまって苛立っているなどいつものことであった。

　今思うと──結局、そんな性根は死ぬまで変わらなかったのだろう。イワオ様に師事するようになってからは苛立つことは無くなったが、常に物事を焦っていたと思う。

　……そうして、一生を終えた私は、ついぞ『境地』の影かげを見ることさえも出来なかった。

「だがな、生まれ変わってからようやく気づいたよ。焦っても良いことはない。自分の周りが見えなくなる以上に怖こわいことはないと。……多分だが『明鏡止水』は光なのだ。ずっとずっと前にある、強い光。私は生まれ変わるまで、その力の大きさを知ってはいても、その力がどういうものかはまるで分かっていなかった。生まれ変わって時間という余裕を得て、ようやく気づけたのだ。自分の背──目指す強い光の影にあった、自分自身の持つ小さな光に」

　過去を交えながら、私はシェリルにそう伝える。抽ちゆう象しよう的な話にシェリルは聞き入りながらも首を傾かしげていて──私は、なんだかおかしくなって笑ってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ。いまのシェリルは、同じくらいの歳だった私よりもずっと強い。ならば私に、私達に追いつけない道理はないさ。今は少し離れた場所にいても、私達はお前の導しるべとなる。目印があれば、道に迷うことはないのだ。焦る必要はない。きっと直ぐに追いつけるさ」

　まるで空に浮かぶ陽のように。大きさがわかっていても、どれほど離れているかわからなかった師し匠しようやヤナギ様の背が、手を伸のばせば届く所まで来ている。地上と空の距きよ離りほども遠いと思っていた場所でさえ、たどり着ける場所だとわかったのだ。

　……ならば才に恵めぐまれたシェリルが焦る必要はない。

「それでも不安ならば、私が手を引くよ。ゆっくりと、歩いて行こう」

　そう言って、私は手を差し伸べた。驚おどろいたように私の顔を見つめていたシェリルの顔に、笑顔が浮かぶ。

「……うんっ」

　手をとったシェリルは、はにかみながら元気よくそう返した。

　やはりこの子には、笑顔が似合う。

　表情の変化は穏おだやかだが、シェリルはよく表情を変える様になった。

　いまシェリルに浮かんでいるのは──輝かしいばかりの、純じゆん粋すいな笑顔だった。

　この笑顔を手放してなるものか。シェリルの笑顔は、私の決意を新たに固めてくれた。

「あ、こんな所にいた！　スラヴァくん、シェリルちゃん。もう少しでご飯だよー」

　暫しばらく手を繫つないで暗くなった空を見ていると、珍めずらしい服──割かつ烹ぽう着ぎというらしい──に身を包んだソーニャが私達の名を呼んだ。

　確かあれは料理をする際に着る服だ。アエカの料理を手伝っていたのだろう。

「ああ、今行く」

　手を繫いだまま、私達は立ち上がった。さて、今日の夕食はなんだろうか。アエカとソーニャが作ったのならば、期待が出来そうだ。

　縁側を立ち上がり、すっかり暗くなった空の下を、シェリルと共に歩く。

『危険だ』というヤナギ様の言葉は、もう気にはならなかった。仮にこの子が道を誤るのならば、私が案内すれば良いだけだ。

　私自身正しい道を行けるかは分からない。だが私にはソーニャとアルマという心強い仲間もいる。……きっと、道を違ちがえるはずがない。

　ゆっくりとした足取りで玄関の戸を開けると、いい香かおりが広がってきた。

　シューウ独特の調味料の匂においに隠かくれているのは、魚だろうか。どこか懐なつかしさを覚える香りに導かれ、私達は食しよく卓たくへと向かう。

　──シェリルが瞑想をやり遂とげたと聞いたのは、次の日の夜であった。

　嬉うれしそうに飛びついてきた彼女を受け止めるのは、後のお話。







　　　第十話　見えた背中







　修行を開始してから、暫くが経たった。日数は思い出せるが、長期戦を覚かく悟ごし、数えるのはやめることにした。

　とはいえシェリルも無事瞑想が出来るようになり、修行はそれなりに順調といえるだろう。

「揃そろっておるな。今日からはちと修行の内容を変えるぞい」

　もう一つあった変化といえば、ヤナギ様が朝の集合時刻に遅おくれず来るようになったことだろうか。

　早起きに慣れ始めたのだろう。最近ではあくびを見なくなったし、心なしか朝から活力に満ちている様に見える。

『はーやだやだ。お前さん達に付き合っていると、わしまで健康になってしまいそうじゃ』とはヤナギ様の談。健康であることは良いことだと思うのだが、ヤナギ様らしくて笑ってしまう。

「今日はスラヴァも道場で動いて貰もらうことにしようかのう」

　そんな微び妙みような変化の中、私に言い渡わたされた変化は修行場の変へん更こうであった。

「なにか摑つかんだんじゃろ？　わしにもそれを見せてくれんかの」

　だが、後あと戻もどりという言葉は不思議と思わなかった。

　茶ちや化かすようなヤナギ様の表情に返したのは、犬歯を剝むきだした笑みだ。

「ま、とは言ってもやること自体はかわらん。午前は瞑想、午後は組手じゃ。ああ、スラヴァは引き続きアエカの面めん倒どうを見てやってくれい」

　挑ちよう発はつに乗ってこなかった私を見るヤナギ様は、つまらなそうな顔で今日の連れん絡らくを済ませる。……何な故ぜだろうか、その顔とは裏腹にヤナギ様が楽しそうにしているのがわかった。

　同時に、なにか企たくらんでいるのだろうとも思う。とはいえヤナギ様の考えることだ、私にはわかるはずもないので、今は修行に集中しよう。

　……ふむ。余よ裕ゆうだな。自分自身を遠くから見るように、ふとそう思った。ヤナギ様が何かを企んでいるということがわかったのも驚きだが、昔であれば彼女がなにか企んでいると知った時点で不安でしょうがなかった筈はずだ。だというのに、落ち着いて構えていられるのが妙みようだった。まあ、落ち着いていられる分には悪いことはないだろう。気を取り直して、柔じゆう軟なんを始める。

「スラヴァ様っ！　今日もご一いつ緒しよさせていただけるのですね！」

「らしいな。今日も一日、よろしく頼たのむ」

「はいっ！」

　心身ともに充じゆう実じつしているのを感じる。調子のいい状態でアエカと話していると、自然と笑みが浮うかんでくるのだ。その点から言うと、今日は中々具合が良いと言えた。

「……じー」

「随ずい分ぶん仲良さそうだねー」

「ど、どうしたお前達……」

　和わ気き藹あい々あいとアエカと会話していると、女性陣じんから静かな抗こう議ぎが視線と一緒に届けられた。

　シェリルも混ざっているのはソーニャ達からの悪あく影えい響きようだろうか。

　恨うらみがましい視線に、私もアエカも一歩後ずさる。

「あはは、冗じよう談だん冗じよう談だん。でも随分打ち解けたんだねって」

　だが最近では、彼女たちにも余裕を感じられるようになっていた。

　否定を示す様に手をぷらつかせるソーニャだけではなく、アルマも……シェリルも穏やかな笑みを浮かべている。

　道場を離はなれていた此こ処こ数日で何があったのかは知らないが、良い変化だ。

　私と彼女らに共通して余裕のようなものが生まれているのを見ると、やはりそれが『明鏡止水』に必要な要素の一つであるという事は間違いないだろう。

「だがお前達もアエカとは仲がいいだろう」

　心の余裕。私にとってはその中心となる人物の名を出しながら、ソーニャ達を見やる。

「まあ、そうだけど」

　すると、ソーニャ達はあっさりとそれを肯こう定ていした。

　そう、気がつけば、いつの間にか皆みなアエカと仲が良くなっていたのだ。

　ソーニャは良く食事の準備を手伝っているし、アルマはアエカに編み物を教えてやっているらしい。シェリルも合い間にアエカと話しているのを見かけるし──アエカは驚くほどすんなりと、私達との仲を深めていたのだ。

「でもそれとこれとは話が別だよっ！　スラヴァくんは渡さないから！」

「え、ええ!?　そ、そういうのじゃないですよう……」

「そういうのとはどういうことだ？　んん？」

「あ、アルマ様！　もう……」

　最近では、こんなふうに冗談を飛ばしたりする。というか、そういう冗談は私のいないところでやってくれ。

「お前たち何を遊んでおる。さっさと瞑めい想そうの準備をせい」

　アエカを中心にふざけていると、呆あきれた様子のヤナギ様が眉まゆを下げて睨にらんでくる。

　多分私もひとまとめにされているのが悲しいが、注意しなかったのも同罪か。

「でたな妖よう怪かいトリババア」

「だれがトリババアじゃっ！」

　しかし距離が縮まったのはアエカだけではないらしい。姿を現したヤナギ様に、ソーニャは言葉とともに構えで挑発を仕し掛かけていく。

「だって鶴つるでしょ？　それに小さい女の子で、でも心はおばあさんじゃん。だからトリババア」

「お前な……敬うやまえとはいわんが、教えられる立場でそれはどうなんじゃ？　いやまあ、殊しゆ勝しようにされていても張り合いが無いのは事実じゃけど……というか何故小さい女の子が関係あるんじゃ。ばばあなのは事実じゃが」

　……とはいえ、近すぎやしないだろうか。

　流石さすがにアルマは苦笑いを浮かべていたが、ポーズをとって挑発しているのはシェリルも同じであった。

　あの構えは鶴だろうか。中々レベルの高い煽あおりに頭が痛くなってくる。これは道を誤っていることにならないだろうかと心配だ。
















「ふん、お前午後の組手ではたっぷり絞しぼってやるから覚かく悟ごせいよ」

「望むところっ！」

　だが、ヤナギ様は大層楽しそうにしておられた。

　……あの夜に語ったことが本当ならば、気き兼がねなく話せるソーニャ達もまた、ヤナギ様にとっては好ましい存在なのだろう。

　かつて私を此処に連れてきた時の師し匠しようも、似たような光景を見ていたのだろうか。ソーニャ達に混じっていると外見相応の少女に見えるヤナギ様を見ていたせいか、今日の修行は少し遅れて開始となってしまった。




　　　　◆




　そして午後。昼食と休きゆう憩けいを終えた私達は、再び道場に集まっていた。

　ソーニャとアエカは互たがいに高め合っているのだろうか、日を増すごとに美う味まくなってくる料理は腹に満足感を与あたえ、つい眠ねむ気けを誘さそう。

　だが修行はこの時間からが本番だ。午後の予定はほぼ組手で埋うまっている。

　魔ま力りよくを縛しばっての組手は技について考えさせられる事も多い。道場での修行に合流するのは久々なので、今日の午後は楽しみにしていた。

「いい天気じゃのう。こんな日は昼ひる寝ねがしたくなるが、午後も頑がん張ばっていこうかのう」

　ヤナギ様のお言葉に気を抜ぬかれつつも、午後の修行を前にしたソーニャ達は気合が入っている。

　よい面つら構がまえをしている。彼女らの修行風景を知らないのには少しばかり不安があったが、どうやら心配はいらないようだ。

「と、その前に。スラヴァも合流したところで、現時点での評価を伝えておこうかのう」

　しかし、突とつ然ぜんのヤナギ様のお言葉に、ソーニャ達から困こん惑わくする声が上がる。

　またこの人は突然というか。抜き打ち試験じみた発言に、皆そわそわしているようだ。

「まずは、アルマかのう。流石シジマ流と言うべきか、瞑想も組み手も大したもんじゃ。魔力の流れも淀よどみなく、技も美しい。しかし魔力無しの組手じゃと考えすぎが目立つな。もう少し感覚に頼たよっても良いと思うが、概おおむね合格点じゃ。この調子で励はげむように」

「はい。精進いたします」

　最初に評価を受けたのは、アルマであった。

　欠点を指し摘てきされつつも、その好評価に私まで嬉しくなってしまうのは親おや馬ば鹿かだろうか。

　なんとか平静を保とうとしつつも彼あ方ち此こ方ちから向けられた冷ややかな視線に、佇たたずまいを直す。アエカやヤナギ様は兎とも角かく、ソーニャやシェリルにまで見られていたようだ。

　誇ほこらしげなアルマに昔の事を思い出しつつ、次の評価はどの様なものかと好こう奇き心しんを躍おどらせる。

「次に、ソーニャ。瞑想の技術も、組手での反応の速さも中々高水準でまとまっておる。また、五感を活いかした技術は素晴らしい。とはいえ、自覚する所ではあるだろうが近接戦せん闘とうの技術自体はお粗そ末まつじゃな。カウンターを狙ねらいすぎじゃ。此処を離れた後も、アルマやスラヴァに仕込んでもらう様に」

「う……まあ、そうだよね。ありがとうございます」

　ソーニャの評価も、中々のものだった。全ての五感を活かせる組手では、ソーニャは彼女たちの中でも高い勝率を誇っている。だがそれも彼女の特とく殊しゆ能力があってこその話だ。今ではソーニャも近接戦闘の技術の重要性には気づいていることだろう。

　解決策は示されている。それに、今学んでいる技術自体の評価は高いのだ。近接戦闘はゆっくりと克こく服ふくしていけばいいだろう。

　ソーニャもアルマも、概ね好評価を受けている様だ。相変わらず、この子達の才能には驚おどろかされる。

　……しかしこうなるとシェリルが心配であった。才能という点においては、むしろシェリルが一番かもしれない──そう思いつつも、スタート地点は大分後ろの方にあった事を、私は心がかりに思っている。

「最後にシェリル。お前さんはまだまだ考えることが多いのう。いままで地の魔力の多さに頼りすぎていたな」

　ヤナギ様からの評価に、シェリルの肩かたが落ちるのがわかった。厳しいようだが、仕方のない事だろう。これでまた落ち込んでは修行の妨さまたげになってしまうかもしれない。

　そう危き惧ぐしたが、ヤナギ様はじゃが、と言葉を続けた。

「じゃが、此処に来て一番進歩しているのはお前じゃろう。よく頑張っておるのう。焦あせらずに一歩ずつを踏ふみしめていけば、ソーニャ達に追いつく日もそう遠くはないはずじゃ」

　その言葉は世辞ではなく、正当に現時点の彼女を評価したものだった。

　なんだかんだで、シェリルもヤナギ様を尊敬はしているのだろう。その顔にぱっと花を咲かせるシェリルは、見ていて微笑ほほえましい。

「と、いったところじゃな。お前たちには才能がある……これは偽いつわりのない本心じゃ」

　その言葉に喜びの声を上げたのは、ソーニャ達も一緒だった。

『明鏡止水』の存在を知っているかいないかというのは武器になるだろうが、それでも彼女たちは私よりもよほど早い段階でそれに近づいている。まったくもって羨うらやましい。一生かけてもその存在すら知らなかった阿あ呆ほうもいるというに。

「さて──では、本日のめいんでぃっしゅに移るとしようかのう」

　だが、現時点での到とう達たつ点で言えば、私が一歩だけ先を行っている。

　扇せん子すを打ち鳴らし、ヤナギ様は私の目を見み据すえる。

「お前の成長を見せてもらおうか、スラヴァ」

　ゆらりと立ち上がると、ヤナギ様は不敵な笑みを向けてくる。

　その瞬しゆん間かん──気け圧おされた。見えない、感じない魔力が吹ふき荒あれているのだろう。

　いや……違ちがう。僅わずかに、感じる。魔力を収めた肌はだに触さわる、絹のような感触。

「ほう」

　肌の感覚に気を取られていると、ヤナギ様が納得したように息を吐はいた。

「組手をしよう、スラヴァ。魔力を使った、正式な組手じゃ。あの頃ころのように、全力で掛かって来ると良い」

　ヤナギ様から魔力を感知することは出来ない。しかし何かが触ふれている感覚はわかった。

　心が粟あわ立だつ。感じた進歩を試せるのだ。心が躍って仕方がない。

　ヤナギ様は悠ゆう々ゆうと歩き、道場の中央へと移動する。胸を貸してやる──ということなのだろう。その表情には余よ裕ゆうが見える。

「では胸をお借りします」

　舐なめている、とは思わなかった。自分の未熟は知っているし、ヤナギ様の強さは嫌いやという程見せつけられている。

　それでも、あの頃よりはその背が近い。

　力を見るという言葉を信じるのならば、最初から仕留めに来るという事はないだろう。

　広く場所を取ったヤナギ様に向かい立ち、心を落ち着ける。

　始めの合図はなかった。何い時つでも来いとその眼が語っている。

　ならばと、私は目を閉じて集中した。

　楽しむということを思い出せ。強くなりたいという想いを忘れるな。その二つさえあれば、勝ちへの執しゆう着ちやくなど必要ない。

　歩いてきた道のりを思うと、自然に力が湧わき上がってきた。

　穏おだやかで、しかし激しい力の奔ほん流りゆう。胸を借りる、そんなのは何時以来だろうか。

　尊敬する武術家に、全力を受け止めてもらえる。前世以来の感覚に、目を見開いた。

「……成長したじゃあないか」

　ヤナギ様は──笑っていた。久方ぶりに顔を見せた小こ僧ぞっ子の成長は、それなりに彼女の興味を惹ひく程度には達していたようだ。

『試製桜花』ではない、真っ当な魔力。それが今までとは比べ物にならない程質を上げているのが、分かった。

　透とう明めいとまではいかない……『境地』にはまだ遠かれ、確実に少しずつそれに近づいていることはわかった。

　ぐ、と手を握にぎり、感覚を確かめる。

　……今までの全力──『試製桜花』と比べて、九割ほどといった所か。だというのに身体からだに負担は感じず、むしろ軽い。全く、もう少し早く知りたかったものだ。振ふり返る余裕をなくすということがこうまで恐おそろしいことだとは。

「行きます」

　だが、気分は最高だ。

『波は濤とう』を構えると、ヤナギ様は手招きをする。普ふ段だんならば腹を立ててしまいそうなその合図さえ、待ち望んだもののように思う。

　ヤナギ様の合図を皮切りに、私は駆かけ出した。その速度に驚きよう愕がくの声が上がるのを感じたが、誰だれの声かはわからない。

　ただひとつ言えるのは、ヤナギ様のものではないという事だけだ。余裕に染まった瞳ひとみに、震ふるえそうになる。ただしそれは、武む者しや震ぶるいだ。

「せいッ！」

　駆けたままの勢いを乗せ、拳こぶしを振るう。速度・威い力りよくともに今までで言えばそう何度も放てぬ一いち撃げき。しかしそれは、ヤナギ様が手を払はらうとすんなりはたき落とされた。

　そんなものは、予想通りだ。それよりも──

　眼前に、手を払った方とは逆の、手の甲こうが迫せまる。鼻を狙った一撃だ。おそらくは視界へのダメージを狙った攻こう撃げきなのだろうが、受ければただでは済むまい。

　……全力の一撃というのは、さばかれれば大きな隙すきを生み出しかねない。私の先制攻撃もそうだ。今までであればそれは正まさしく『全力攻撃』。こんな風に払われれば、自分の勢いを止める力さえも残らなかっただろう。

　だが今の私には、それが残っていた。

「──ッ」

　苦く悶もんに息を漏もらしつつも、私は首を捻ひねって手の甲を避さける。

　今まではこれが全力でも、今ではそれは『全力』ではなかった。

　そのことに、明確な成長を感じる。

　だが──彼女の背には、まだ手をかけられない。

「素晴らしい」

　一言、ヤナギ様はそう呟つぶやいた。

　余裕とは違う、喜き悦えつに裂さけた口で。確かにそう言ったのだ。

　ぞくりと、背筋が冷えた。恐きよう怖ふではない、それよりももっと原始的な『予感』だ。

『攻撃』が来る。私が感じたのは、まるで未来を視みるような感覚だ。

　咄とつ嗟さに腕うでを構え、訪れる衝しよう撃げきに備える。予測通りに襲おそってきた衝撃は、頰ほおよりも少し下、右から顎あごを撃うち抜きに来ていた。

　顎は最小の威力で最大の効果を発揮する、打撃にとってのスウィートスポットだ。この部分を打たれると顔が揺ゆれ、脳が揺さぶられる。僅かな威力でもその現象は発生し、勢い良く意識を弾はじき飛ばすだろう。

　……だがこの一撃はそんなものではない。予備動作もなく、構えもなく。一見無造作に放たれたヤナギ様の拳打は、顎を揺らすどころかそぎ落としそうなほどの威力と疾はやさを持っていた。

　いっそ、食らったほうが『衝撃』は少なかったかも知れぬ、と思う。

　この速度で顎へと通せば、その拳はきっと顎を通り抜けていただろう。

「～ッ！」

　その証しよう拠こに、防ぼう御ぎよを固めた腕が持って行かれそうになった。

　勢いを殺しきれず、身体が横へと走らされる。

　ヨタつく脚あしをなんとか静かにさせながら、苦笑する。なんて『力』だろう、と。

　──ようやく脚が動きを止めてくれた頃には、ヤナギ様の姿は先ほどいた場所から消えていた。

　代わりに、左のほうを見ると──

「よくここまで成長したな。わしは嬉うれしいぞ」

　そこには、当たり前の様にヤナギ様が立っていた。

　……勝負ありだ。あまりのデタラメさに、息を吐く。

「よく『視えた』な。わしの力を感じられるようにまでなったか」

　ただし──悪い気はしなかった。むしろ、私の顔には笑みが浮うかんでいた。

　負けて悔くやしい思いが無いわけではないが、それがすっきりとした味だったというか──完敗の悔しさ以上に、自分に感じられた成長が大きかったからだ。

　……今の闘たたかいだけでも三回ほど、今までの私とは違う私を見つけた。

　一回目は手の甲による打撃。二回目は、顎への拳打。そして、最後にこの高速移動。

　今までの私では、それらを感じ取ることさえ出来なかっただろう。たとえ『試製桜花』を全開にしていても、だ。

　一いつ瞬しゆんでも、僅かにでも、その領域に手をかけることが出来たからだろうか。今まではただただ遠く感じていた背中が、今は視界の中にある。その事実が、私を興奮させた。

「遠回りだったが、ようやく道が見えてきたろう？　あと少しじゃよ」

　背を向けながら、ヤナギ様は喉のどを鳴らす。この差を見るとまだまだ先は遠そうだが──ようやく、同じ道へとたどり着くことは出来たのかもしれない。

「それまで、よろしくお願い致いたします」

　久しく忘れていた『上達』の実感。それは、何よりも大きく私の心を揺り動かした。

「よし……では、午後の組手を始めようか！　ボサッとしておるでないぞお前たち！」

　組手に見入っていたシェリル達を怒ど鳴なりつけながら、ヤナギ様は勢いよく手を叩たたいた。

　道場内に響ひびき渡わたる快活な音に、急いで準備を始めるシェリル達。

　今の組手は、シェリル達にとってもいい刺し激げきになったようだ。修行仲間がここまでの上達を見せれば、自分だって黙だまってはいられないだろう。

　私も勿もち論ろん、こんな場所で立ち止まるつもりはない。

　やがて『明鏡止水』を完成したらその時にはどうなってしまうのか。それを考えると居ても立ってもいられなかった。

「アエカ、早速今日の修行を始めよう」

「たっ……ただいま！　今日もよろしくお願い致しますっ！」

　この力を形にし始める事が出来たのは、この少女のおかげも大きいだろう。

　もはや、彼女の修行を見ることが面めん倒どうだとはかけらも思わなかった。彼女の修行は、私に大きな意義を与あたえてくれる。

　こうして、今日の組手が始まった。シェリル達と合流したことで、私達の修行は意見の交換によってより充じゆう実じつしたものとなっていく。

　仲間達と言葉を交わしながら、共に高め合っていくこの感覚。──まるで、武道を歩み始めた時の様な気分だ。

　懐なつかしい感覚に頰を緩ゆるませつつも、修行には集中する。同じ技術を習得するために同じ土俵に立ってはいるが、私には一いち日じつの長があるのもまた事実。そう簡単に追い抜ぬかれぬように、また彼女らの力となれるように精進せねば。

『明鏡止水』が魔ま力りよくの質を変える技だというのならば、なるほど。仲間と競い合って得た疲つかれは、いつものそれとは違っている気がした。







　　　第十一話　温泉に行こう







　今日も変わらぬ修行の一日を過ごしたある日の事。最近では瞑めい想そうの時間も減り、魔力を使わない組手が一日の大半を占しめるようになってきた。

　魔力を使わぬ組手というのは、その分体力の方を消しよう耗もうする。すっかり空は暗くなり、一日の終わりを告げられる頃ころにはシェリル達は道場の床ゆかに疲ひ労ろうで腰こしを下ろしていた。

　私やアルマは比ひ較かく的疲ひ労ろうが少ないが、それでもアルマはソーニャやシェリルの仲間に入っている。ただ一人残った私は、立ったままヤナギ様と明日の予定について話していた。

　と、言っても。戦っている最中の心を穏やかにする訓練に、瞑想と魔力の使用を禁じた組手以上のものは中々ない。健全な精神は健全な肉体に宿るとはよく言ったものだ。

　そんなわけで、明日の予定を話すとはいっても大体は何時に集合か、明日私はどうするべきか、くらいを話して終わる。

　なのだが──

「よし、では明日から二日ほど、温泉にでも行こうかのう！」

　何の脈みやく絡らくもなく、恐らくはただの思いつき。

　そんな素すっ頓とん狂きような言葉が飛び出すのは、大体がヤナギ様の口からだ。

　突とつ然ぜんの提案──というよりはもはや宣言。いきなり明日の予定が変わったことに、ソーニャ達が困こん惑わくの声を上げる。

「ええ……!?　随ずい分ぶんいきなりだね……っていうか、いきなり今日明日でそういう……温泉宿？　の予約とかって取れるものなの……？」

「そうですよ。というか、いくら焦あせりは禁物と言っても、今遊ぶというのは少し……」

　一瞬だけその言葉を理解する時間を要しつつも、アルマやソーニャから上がったのはやんわりとした抗こう議ぎの声だ。

　最近では彼女たちも修行の日々が楽しくて仕方がないようだ。遊ぶよりも修行の方が楽しい、という念も含ふくまれているのだろう。

　楽しむという『善い心』こそが極意である『明鏡止水』を習得するためには、たいへん大きな助けとなるだろう。良いことだ。

「おでかけするの？　……たのしそう」

　しかし、こと楽しむというのならば、元々からそれを目的にしている『遊び』に勝まさる事はなかなか無いだろう。あまりそれが過ぎれば怠たい慢まんに繫つながり、それはやがて堕だ落らくと発展していく。

　だが──

「じゃろ？　最近のお前たちを見ていると、修行を楽しく感じているようで非常によろしい。確かに遊びも過ぎれば堕落に繫がるのは否定せん。じゃがな、時には心と身体からだを休めるのもまた必要なことじゃ」

　譬たとえるのならば、それは植物に対する水だ。過ぎればその身を腐くさらせるが、適量ならば必ず必要となってくる。

　とはいえ、ソーニャやアルマの気持ちもわかる。いまだかつて無いほどに上達を感じる日々だ。この感覚を大切にしたいという気持ちは当然のものだろう。

「……確かに、そうかもしれません」

　ヤナギ様の論に、アルマが肯こう定ていを示す。

　元々教える立場にいたアルマにも、言うことは大いにわかるのだろう。

「うー、アルマまで。そりゃ、確かに最近は身体の疲れも溜たまってるけど……ねえ、スラヴァくんはどう思う？」

　しかしソーニャはまだ納得出来ない様だ。

　伏ふし目がちに、ソーニャは私へと視線を送ってくる。その問いかけに、僅わずかばかり同調を願う色が含まれている事がわかった。

　いくら疲労回復を狙ねらうとはいえ、確かにこの時期に遊ぶというのは考えづらかった。焦りは禁物だ、と言われながらも、結果を追い求めてしまう心は払はらいようがない。

　迷いと焦りは邪じや魔まになる。……そう思いながらも、私はガルトに喫きつした敗北を忘れることは出来ないのだ。

　……自分で言うのもなんだが、私は修行バカだ。ああは言ったが、今までの私は、自分から休息を取ることは滅めつ多たにしなかった。

　魔力を使えば肉体の疲れが残りづらいということもあるし、魔力を使ったことに依よる精神の疲れは、時間の経過で回復し易やすいということもある。そのため、普ふ段だんは次の日に疲れを残すような事はあまりなかったし、それ以上に私には修行を休んでまでしたいような事もなかったのだ。

　私には趣しゆ味みが少ない。それこそ、この間余よ暇かにすることを迷っていたくらいだ。

　そんな、私生活よりも修行を重視していたのが私だ。その上で、もう二度と負けないようにと旅の目的から観光にあてる比率を減らしたということもある。この大切な時期に、明日いきなり遊びに行く──なんていう突飛な提案、肯定するはずがないと思っていたのだろう。

　──だが。

「私は良いと思う」

「スラヴァくんがかつて無い笑顔にっ!?」

　温泉。温泉である。

　正直──ずっとそそられていた。この街、カテンは良質な温泉と宿が集まった、温泉街なのだ。

　趣味の少ない私だが、そんな私でも胸を張ってこれが趣味だと言える物がある。それが、温泉に入ることである。

　ただ沸わかした湯とは違ちがう、あの滑なめらかな肌はだ触ざわり。鼻び孔こうを緩ませる温かな香かおり、湯の薬効──その全てが、合わさった時の身体はまるでとろけるような感覚に包まれる。

　ここカテンは、百年以上も前からその温泉で有名な街なのだ。

　ただ名を売っただけではない。百年以上もの間人々に愛され続けるということは、真に良質なものでなければ成し得ない偉い業ぎようだ。

　むしろ、師し匠しようにここへ連れてこられた始まりは温泉巡めぐりの一いつ環かんだったのではという気さえする。

　それくらい、この街とここの温泉には思い入れがあるのだ。

「ああ……そうか……スラヴァくん、温泉好きだったもんね」

　半ば呆あきれた様に顔を抑おさえるソーニャ。

　む、それではまるで私が「温泉だから」とヤナギ様の案を肯定しているようではないか。

「いや？　確かに温泉は大好きだが、休息が必要という意見は尤もつともだぞ？」

　当然、私も自分が好きだからというだけでヤナギ様の案を良しとしている訳ではない。

　休息が必要だというのは事実だ。それによって変わらぬ毎日にメリハリが付くのもいい。最近では毎日身体を動かして疲労が蓄ちく積せきしているというのもある。温泉で疲れを癒いやせば、それ以降の修行の能率も上がることだろう。

「……うん、まあ、それはそうだけどね。その顔で言っても説得力無いよ？」

　とはいえ──嬉うれしくて仕方がないというのもまた事実。

　知らぬ間に顔に出てしまっていたようだ。そのことをソーニャに軽く謝ると、ソーニャは呆れ半分に笑みを浮うかべる。

「ふー……でもいい機会なのかも。身体を休めるのは必要だよね」

　だが言っている事自体は間違っていない。

　分かりやすい私に苦笑しつつも、その事はソーニャも理解してくれたようだ。仕方がない、という思いは混じっていそうだが、概おおむね肯定といった言葉が聞けて何よりである。

「そうじゃそうじゃ。こういうのは楽しまんと損じゃぞ？　それに……」

　ひとまず反対の意見が無くなったことを見届けると、ヤナギ様は広げた扇せん子すと共に笑い声を響ひびかせる。

　しかしそれとは逆に言葉の尻しりは小さくなっていき、遂ついに聞こえなくなった。

　言葉は聞き取れなくなった後も続き、何かを言っているようだが、私には聞き取れない。これを聞き取れるのは、それこそソーニャくらいなものだろう。

「ふ、ふーん……？　ま、まあ行くからには？　楽しまないと損だよね……？」

　ヤナギ様が口元を隠かくすと、ソーニャは顔を赤らめながら意見の方向性を切り替かえてきた。

　行くからには──と言いつつも、その顔はもう温泉へ行く気満々のように見える。

　一体何を言ったのか。気にはなるが、それを知るのはソーニャだけ。それよりも、今の私には温泉へ行けるというその事実こそが重要だった。

「決まりじゃな！　では……そうじゃなあ。明日、今日と同じくらいに社やしろの前に集まっておれ。遅おくれてもどうということはないが折角じゃ、早く出発し、一日を遊び倒たおそうぞ！」

　休きゆう暇かを提案したヤナギ様自身も楽しみにしておられることは、すぐに解った。この街に住んでいれば温泉に行くくらいは何時でも出来るのだろうが──恐おそらく、私達と共に行く、というのが良いのだろう。

　全く、面おも白しろいお人だ。年長者であると思い知らされる事もあれば、こうして外見通りに見える様な一面を垣かい間ま見せることもある。

　そんな所もまた、この方を嫌きらいになれないところなのかもしれない。

　こうして、突然の温泉休暇が決定した。

　それを一番楽しみにしているのは、私か──それとも、ヤナギ様か。

　事実は、神のみぞ知る。

「いや、スラヴァくんだと思うけど」

「はは……師匠かなと……」

「スラヴァくんだとおもう」

「スラヴァさま、とっても嬉しそうですね！」

「流石さすがにわしもそこまでにはならんわ」

　……神のみぞ知る。




　　　　◆




　と、いうわけで。

　私達は街の方にある温泉宿を訪れていた。

　歴史の深みを感じさせつつも立派な外観は、それだけでも深い期待を感じさせる。

　一日が経たつと、元々楽しみにしていたシェリルはもちろん、アルマやソーニャも晴れ晴れとした顔をしていた。目め一いつ杯ぱい楽しむ準備は万ばん端たん、といった所か。それは私も同じ──というか、彼女たちに言わせてみれば一番楽しそうなのは私らしいが。

　兎とも角かく、素晴らしい宿に皆みな期待十分の様だ。

　外観だけではない、それは中身も同じだ。一度中へと入ると広がる空間は正に別世界。木材の匂においが妙みように郷きよう愁しゆうの念を起こさせる。

「ふわー……凄すごいお宿。予約とか大だい丈じよう夫ぶなの？」

　あまりに立派な様子に、ソーニャが冷や汗あせを浮かべながらヤナギ様へ尋たずねる。

　確かに、こうまで立派だとその辺りが心配になってくる。いくら行楽の時期は外れていると言っても、これでは温泉を措おいて宿の方だけでも人気が出そうな佇たたずまいだ。

　しかし、ヤナギ様はあっけらかんという。

「予約も何も、わしらの他に客はおらんよ。宿を管理する者はおるがの」

　あっさりと述べられた衝しよう撃げきの事実に、ソーニャとアルマが固まった。

　……まさか、思いつきで貸し切りにでもさせたのだろうか。

　彼女の権力を知る私は青くなる。

「ああ、説明しとらんかったな。ここはわしの持ち物なのじゃよ。普段は要人をもてなす時などに使っておるのう」

　だが、心配する様な事実はなかったようだ。流石のヤナギ様でも、元から予約している客達を押しのけるような事はしていなかったようで何よりである。

　……それよりも、衝撃の事実が語られてしまったが。

「え……えええぇ!?　も、持ち物ってこの宿全部ですか!?」

　あまりの事に、アルマは声を荒あらげながら周りを見回した。

　ヤナギ様は誇ほこらしげに胸を張る。

「う……うそ、ヤナギ様って実は凄く偉えらい……!?」

「今いま更さら気づいたのか？　ふん、これでもわしはこの街の管理者じゃからの。敬うやまえ敬え」

　そういえば、彼女たちには話していなかった。ヤナギ様はここカテンを治める権力者なのだ。

　……尤も、普段は代理の者に仕事を任せているようだが。

　伝えていなかったことを咎とがめる、恨うらめしげな視線が幾いくつか向けられる。私は、ただ目をそらすことしか出来なかった。

「ま、気にする事はない。別段必要な情報とも思わんかったからの。……わしはこの気安い関係が気に入っておる。できれば今まで通りに接してくれるとありがたい」

　しかしヤナギ様がそう言うと、ソーニャ達は困ったように息を吐はき出す。

　この子たちはいい子だ、苦笑するヤナギ様が危き惧ぐする様なことにはならんだろう。

「全く……まあ良いけどさ。スラヴァくんは後でちょっと反省が必要かな？」

「お手て柔やわらかに頼たのむ……」

　後を思うと少し気が重いが──私がヤナギ様の事を仔し細さいに話していれば『最初の態度』もなかったかもしれない。

「……ありがとう」

　その場合、この嬉しそうなヤナギ様もなかったと思えば……後で何が待っていても良いかと思う。

　計算したわけではないが、結果オーライというやつだろう。

「よーし、では皆の者存分に楽しむが良い！　宿もすごいが、温泉も良いものだぞ！」

　気を取り直したヤナギ様が音おん頭どを取る。

「おー！」

　皆で声を揃そろえてヤナギ様に応こたえると、彼女の心配事は案ずる必要はないだろう。

　ヤナギ様にとっても、シェリル達にとっても、もう彼女らは友人同士であるようだ。

　それは──もちろん、私にとってもである。

　いずれは『それ以上』になるための答えとやらを出さねばならないのだろうが、今はただこの関係が楽しくて仕方がない。

　だから今は、この瞬しゆん間かんを目一杯楽しもう。

　声を揃えて拳こぶしを突つき上げる彼女たちを見ながら、私は静かに微笑ほほえむのであった。




　　　　◆




「それじゃ、わしらはこっちじゃな。ではなスラヴァ」

「ええ、また後ほどお会いしましょう」

　それから暫しばらくして。

　宿の中を見て回った後、私達は『のれん』と呼ばれる布の前で別れの挨あい拶さつをかわしていた。

　それぞれ、赤と青の暖の簾れんには、見たことが無い文様が描えがかれている。ヤナギ様の言によると、これは文字らしい。

　青の方に書かれたものは男、赤の方は女を指す文字だそうだ。

　今では殆ほとんど失われてしまったが、これは獣じゆう人じんの国でかつて使われていた文字だと言う。

　古い文字が使われなくなった現在でも、この二つの文字の認知度は高いようだ。なにせ、この温泉宿の至る所で見ることが出来るのだから。

　だがそんなことはどうでもいい。男女を分ける暖簾の先には、脱だつ衣い所がある。そしてその奥には──待ち望んだ温泉がある。

　温泉に比べれば、そんな文字の話など些さ細さいな事だ。

　逸はやる気持ちを抑えようとしながらも、私の脚あしはひとりでに早まっていた。手早く衣服を脱ぬぎ、先ほど宿の者に渡わたされた手ぬぐいを手に取る。

　……もう待ちきれないのだ。

　この宿についてから、予感があった。立ち込めた湯の香かおりが、私を冷静ではいさせてくれなかったのだ。

　どうやら竹でできているという床ゆかのひんやりとした感覚を確かめながら、温泉へ繫つながる戸を開く。

「おお……！」

　すると思わず声が出てしまった。

　立ち上る湯気、濁にごった湯。仕切りの奥に広がる雄ゆう大だいな山と、その光景に散りばめられた紅葉もみじの美しさ。

　吸い寄せられる様に温泉へと引き寄せられた私は、湯を手で掬すくった。直ぐに身体からだを沈しずめるは無ぶ粋すい、まずはその湯質を確かめたかったのだ。

　……それは、ただただ上質であった。湯が手を滑すべり落ちる感かん触しよくは、まるで絹のよう──いや、このぬくもりにそのような表現を使うのは無粋だろう。

　僅わずかに手に残るぬめりは、その湯の秘めた力を語るようだった。この湯を以もつてすれば、肌はだも歓かん喜きに震ふるえ若返るだろう。そんな確信。

　極めて上質な湯だ。それに加えてこの光景……！　師が言っていた。温泉は湯の質も重要だが、それと同じくらいにそこから見える光景も重要であると。

　……完かん璧ぺきだ。この様な温泉を知らずにいたとは、不覚の極きわみ。この光景が、貸し切りで味わえるとは……！

　思わず、貸し切りという言葉に薄うす暗ぐらい欲よく望ぼうが浮うかぶ。外気に冷えた身体を、今すぐにこの湯に沈めたい。……それが無粋と知りつつも、私はそう想ってしまったのだ。

　だがそれはこの温泉に対しての冒ぼう瀆とくとなる。私にそんな真ま似ねは出来なかった。

　まずはかけ湯で汚よごれを落とし、身体を湯の温度に馴な染じませる。

　そうして準備を整えてから、手ぬぐいを頭に乗せ、ゆっくりと身体を湯に沈めて行くのだ。

「ッ……[image: あ゛][image: あ゛]～……」

　まるで空気が入った袋ふくろからそれが押し出されるように、至し極ごく自然に声が出た。

　同時に疲つかれまでもが身体から抜ぬけていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。いくらなんでも身体を湯につけて直すぐに疲れが抜けるわけはないのだが、そうとしか思えないような充じゆう足そく感に身を包まれた。

　湯は温度もちょうどいい具合だった。湯の肌はだ触ざわりもやはり言うことがない。風景までもが最高だ。この肌はだ寒ざむさを感じる季節というのも、乙おつなものだ。温度の差は身体には悪いのだろうが、それ以上に低い気温の中入る温泉の温かさは、何にも代えがたい快楽だった。

「はあー……溶とけてしまいそうだ……」

　このまま身体が湯に溶けてしまうのではないか、とさえ思う。身体を包む湯の感覚は、それほどまでに身体を軽く感じさせていた。

　いやはや、これ程の温泉が要人のみに解放されているとは勿もつ体たい無ないことだ。だがその御お蔭かげで美しい風景を、この湯を独ひとり占じめ出来るというのならば、感謝しなければならない。

　すっかりとこの温泉が気に入ってしまった。この温泉のためならば、定期的にヤナギ様を訪ねてみようか、とさえ思う。

　……まあ、最近では苦手意識もかなり薄うすれてきたのだが。そういえば彼女も昔に比べると落ち着かれたものだ、と思い返す。

　この休きゆう暇かも突とつ飛ぴといえば突飛な考えだったが、その効果は、少なくとも私に限っては十分すぎるものだ。昔はもっと、放っておくととんでもないことをしでかす方だったのだが。

　少し前に見せた弱々しいお姿といい、随ずい分ぶんと変わられた──なんて、考え始めたその時だった。

「わ……凄いですね！　紅葉が山を彩いろどって……美しいです……」

「おやま！　すごい！」

　聞き慣れた少女達の声が響ひびく。少しするとその声は山やま彦びことなって帰ってきて、向こうも楽しんでいるようだと笑みを浮かべた。

　しかし、直ぐに違い和わ感が襲おそってくる。

　それは声のした方向だ。私にはソーニャほどの音感は無いが、どうもその声は後ろから響いてきた様に思えたのだ。

　……だが、私の後ろにあるのは、温泉の入り口──脱衣所である。違和感が嫌いやな予感に変わるのは、すぐの事だった。

　まさか、まさかと思いながら、振ふり返る。

　そこには──声の主の姿。タオル一枚の心もとない防ぼう御ぎよで肌を隠かくす、五人の少女たちがいたのだ。

「んー……と。おお、いたいた！　おうスラヴァ、楽しんでおるかっ！」

　その中のひとり、ヤナギ様が勢い良く手を振る。その肌を隠しているタオルが傾かたむいた事を気にするよりもまず、強いパニックが頭を揺ゆさぶった。

　な、何な故ぜ!?　どうして彼女たちが男湯に──!?　私か、あるいは彼女たちが間ま違ちがえたのかと考えたが、脱衣所には一つしか繫がる場所がなかったことを思い出しその考えを否定する。

「えっ……!?　せ、師匠せんせいがなんでここにっ……！」

「す……スラヴァさまっ!?　あれ……ここ……あれっ!?」

　ヤナギ様のお声で私の姿に気づいたアルマとアエカが、咄とつ嗟さに肌を隠す。だが元々タオル一枚しか巻いておらぬ状じよう況きようで、どこを隠すも無いだろう。

「スラヴァくんだっ！」

　対して、シェリルは私の姿を見つけて嬉うれしそうである。私に対して恥はじらいを感じていないあたり、まだ私への感情には親兄弟に対するそれに近いものを感じる──と。
















　あまりに理解を超こえた状況に、却かえって私の頭は冷静だった。

「や、やっほ……スラヴァくん……」

　だからこそ、だろうか。タオルを胸のあたりで抑おさえつつも、予あらかじめ私の存在を知っていたかのような反応で私に手を挙げたソーニャを見て、色々なことを繫げられたのは。

　ヤナギ様の所有する宿。突とつ然ぜんの休暇。そして──前日にヤナギ様が呟つぶやいた『何か』。小さすぎて聞こえなかった声だったが、ソーニャだけがそれを認識していた。

　普ふ段だんの私からは考えられないほど高速で回った頭が全てをつなげていく。

　──図はかりおったな……！　愉ゆ快かいそうなヤナギ様を見て、彼女が一計を案じたと気付く。

　最初から仕組まれていたのだ。此こ処こがヤナギ様の所有する場所だという時点で警けい戒かいするべきだった。

「ここは混浴じゃぞお？　スラヴァがいても──私達がいても、おかしくあるまい？」

　アルマ達の疑問に応えるヤナギ様は、非常にいい笑顔を浮かべていた。

　──とても穢けがれ無き心が達する『境地』を極めた者とは思えぬ、どこまでも邪じや悪あくな笑顔を。

　どうやら、この温泉にもたった一つ欠点があるようだった。

　混浴だという──私にとっては心安らげぬ事この上ない、欠点が……！

「おおっと、楽しんでおるかという質問は無粋だったなぁ？　お前は温泉が大好きだものなあぁ」

　私へと投げかけたはずの問いに自分で応えるヤナギ様は、勝利の確信に染まっていた。──私の逃にげ道を潰つぶした勝利の確信に。

　今までノリノリだったというに、突然態度を変えては失礼に当たるだろう。……逆の立場だったら大問題なのだろうが、画策したのは幼い外見のヤナギ様だし、混浴自体は然さ程ほど珍めずらしくもないものだ。

「はは……ええ……楽しんでおりますとも……」

　逃げられる筈はずがなかった。急いで立ち上がればそれこそ……な事になるし、恐おそらくヤナギ様は物理的な邪じや魔まをしてくるだろう。獣人が皆みなそうだというわけではないが、彼らの中には性に対してあけっぴろげな者も多い。

　だからこそ、この国では混浴が珍しくないという話も聞いたことがある。

　ヤナギ様が丸くなられたと、油断していた事が愚おろかだったのだ。感じる頭痛に眉み間けんを押さえ、同時に私は意識を苦行モードに切り替かえた。

　これもまた、心を平静に保つ訓練だと思えば。

　幸い、山の景色は美しいままに変わらない。意識をそちらに向けて切り抜けるのだ。

　……しかし、どうにも。彼女達が身体を洗っているであろう、水の跳はねる音が耳につく。

　直ぐ側そばに皆がいると思うと、落ち着こうにも落ち着けない。

　ええい、軟なん弱じやくな。昔の私であれば、こうまでならなかったはずだ。

　唯ゆい一いつの趣しゆ味みとも言える温泉に浸つかっているというに、胸が跳ねて静かになってくれない。

　だが、ある意味ではそれこそが正常だという念もあった。私の背にいる少女達は、皆美人揃ぞろいだ。

　シェリルやヤナギ様、そしてアエカは幼い身体ながらも、皆整った顔をしている。アエカは正に可愛かわいらしい少女といった感じだし、シェリルやヤナギ様は幼いながらもどこか浮うき世よ離ばなれした美しさというか、芸術品のような魅み力りよくを感じる。

　それでも、彼女たちには性的な情念は抱いだかなかった。だがそれが逆に侵おかされざる領域の様に感じるというか、見ることを躊躇ためらう気持ちが湧わいてきてしまう。

　ソーニャやアルマは、もはや言うまでもない。最近では見慣れて来たようにも思っていたが、街ゆく人々が皆振り返るような彼女達の魅力は、贔ひい屓き目めを除いても相当なものだ。しかも、彼女達の肢し体たいは──下げ衆すな事を思い浮かべるようだが、強い女性の象しよう徴ちように恵めぐまれている。

　流石さすがに娘むすめのアルマに欲よく情じようするほど堕おちてはいないが──ソーニャはまずい。非常にまずい。

「（くそっ……何を考えている！　私はこんなに弱かったというのか……っ）」

　これほどまでに自分の無力感を感じるのは久しぶりだった。それこそガルトに喫きつした敗北以来のことかもしれない。

　自分で言うのもなんだが、克こつ己き心は強いつもりだ。強敵を前にも、膝ひざを折るような軟弱な心は持ち合わせていないと思っている。

　だがこのザマはどうだ。彼女たちを意識しないようにと心を落ち着けようと思えば思うほど、心が乱れていく。

　……それが良い変化なのか悪いことなのかは分からない。女性を意識できるというのは、ある意味で余よ裕ゆうの表れのようにも感じたからだ。

　しかし今までの私が、それを情けないと叱しつ咤たする。身を捩よじる苦く悩のうに、咄嗟に頭を押さえた。

「あの、隣となり、失礼するね……」

　そんな私に止とどめを刺さしたのが、他ならぬソーニャであった。

　心もとない身の守り──たった一枚のタオルを留めながら、静かに湯へ波は紋もんを立てる。

　……湯に立った波よりも、心が大きく波立つ。

　なんだこの気持ちは。……ソーニャとは一度、こうして共に湯に浸かったことがある。だがその時は、心がこうまで乱れることはなかったのだ。

　もっと過激に迫せまられていたにも拘かかわらず、あの時私は平静を装う事が出来た。にも拘らず、今回はまるで心が落ち着いてくれない。

　唇くちびると唇が触ふれそうになっていたあの時よりも、目を合わせてすらいない今。私の心臓は湯に波を立てそうなほどに暴れていた。

　あの時とは何が違うのか──私自身、彼女に対してあの時よりも強い好意を抱いているのは確かだろうが、それは愛情よりも友情に近しい感情のはずだ。ならばむしろ、あの時よりも落ち着くことができて然しかるべきではないのか。

　自分でさえ理解が出来ない感情を考えることで、思考の鎮ちん圧あつを図る。

　しかし胸が高鳴る理由に気づいた時、私の心はより高く跳ね上がってしまった。

　……恥じらいだ。あの時とは大きく違うもの。それは、ソーニャの態度。

　ストレートに言い寄られるよりも、こうして好意を感じられるだけのほうが、想像が働いてしまう。それにこの奥ゆかしい態度はどうだ。師から語られ共感を覚えた、理想の女性そのものではないのか。

　目が合う事を恐れるように伏ふせられる目。それとは逆に、強きよう烈れつに自己を主張する身体からだ。

　……どうにかなってしまいそうだ。湯に中あてられる前にのぼせてしまう。

　このままではいかんと、脱だつ出しゆつを試みようとする。

「おいおい、こんなに良い光景が広がっているというのに、何を二人して目を伏せておるんじゃ？」

　が、それが出来ないからこそこんなことになっているのを思い出した。

　嘲ちよう笑しようするようなヤナギ様のお言葉は、視界の先に広がる山々を指したものでないという事は理解できた。

　……だが逆に、からかわれたことで僅わずかながら余裕が戻もどってくる。

　苦手とするそれが今はありがたい。なぜならば、それは私にとって『いつもの』ことだったからだ。

「スラヴァくんっ！」

「んぶっ!?」

　そうしている内に、私の顔は後ろからの圧力によって湯へと沈しずめられた。一時的に視界が落ちた事で、それもまた一つ私の心に平常心を取り戻させた。

「っぷは。シェリル、温泉は落ち着いて入らんといかんぞ」

「あう、ごめんなさい」

　湯から顔を上げてから。シェリルに抱きつかれて湯の中に沈められたのだと気がついた。

　何故とは言わんが、抱きついてきたのがシェリルで助かった。……まあ、他にはヤナギ様くらいしかありえないのだが。

「ちっ、なんじゃ落ち着きおって。つまらん」

　いくらか普段の様子を取り戻した私に、舌打ちが飛ぶ。が、ヤナギ様のお顔を見ると、その言葉とは裏腹に面おも白しろそうな顔をしていた。

　……少しばかり、邪悪な笑顔だったが。あるいは、ここまでを計算して声をかけたのかもしれない。ソーニャに心を奪うばわれた私の意識を、現世へと引き戻すために。

「……いい雰ふん囲い気きだったのに」

　恨うらめしげにそう呟いたソーニャの声が、こんな時に限って聞こえてしまうと、また心が奪われそうになった。

　しかし一度は武に捧ささげたこの心。不覚を取ったならば、次はそれが起こらぬようにと律する事は慣れている。

「むうー……」

　まだまだ心臓は落ち着いてはいないが、それでも心の方は少しだけ平静を取り戻した。

　すると、シェリルが何やら膨ふくれているのが目に入った。

　先ほど抱きついたままに頰ほおをふくらませている様は、見た目通りに幼く、可愛らしい。

「スラヴァくん、ソーニャにはどきどきしてたのに、なんかおちついてる……」

「あ……!?　うぅ……」

　だが、シェリルはそんな私の評価こそが不服だったようだ。シェリルの言葉に今いま更さら自分の状じよう況きようを見返したのか、泡あわを出しながらソーニャが顔の半分ほどを沈めていった。

　ついつい子供をみるような気持ちになりがちだが、シェリルが私に求める視線はそれではないようだ。

　……とはいえ、やはりシェリルを……その、そのような眼で見ることには抵てい抗こうがあった。

「あ、の……失礼します」

　それは、今ようやく湯に入ってきたアルマも同じだ。

　先程までだったらあるいは危なかったかもしれないが、私にとって彼女は愛する娘。こういう機会を得ても、どうしても昔風ふ呂ろに入ったな、という思い出が浮うかんできてしまうのが正直な所だ。

　気がつけば、アエカも含ふくめて全員が同じ湯に浸かっていた。

　なんだこの状況は……と思わなくもないが、修行仲間と合宿に来た、と思い込むことでなんとか心の平静を保った。間ま違ちがってはいない。

　こうして、ようやく平和が訪れた。一つ息を押し出すと、疲つかれがどっと抜ぬけたような気がした。

　……まったく、ヤナギ様にも困ったものだ。だが、僅かに満足感のようなものがあったのも事実だった。

　我ながら情けないとは思うが、なんだかんだで私も男だ。偶たまにはこういうことがあっても良いのかもしれない。

　節度を守れば、これも人としては正しいことだ。ほんの少しだけ、ヤナギ様に感謝しても良いかと思った。

「のうスラヴァ、一つ質問してもよいかのう」

　……が、思っただけだ。直ぐに私の吐と息いきは凍こおりついた。

　この程度で彼女が黙だまる筈がない。得をした様な気持ちになれば、それ以上にふっかけられるだろうという、答えに辿たどり着いたからだ。

「え、ええ……まあ……どうぞ……」

　もう諦あきらめの境地である。この方に付き添そっていれば、『明鏡止水』とはまた違う何かに目覚めることが出来るかもしれない。

　絶対に爆ばく弾だんを投下してくる。
















「結局、お前さんは誰だれが本命なんじゃ？　んん？　言うてみ、言うてみ」

　そら見たことか。ヤナギ様に投げかけられた質問は、この場ではこれ以上ないほどの破は壊かい力を持ったものだった。

　……確かに、それはいつか答えを出さねばならぬことだろう。

　だが何もこんな場所で聞かずとも良いではないか。

　裸はだかに近い姿を見て、未熟な私の心はこれ以上ないほどに乱されている。否いやでも応でも、彼女たちを意識してしまっているのだ。

「ははっ、武術だけが恋こい人びとです！」

　……なんて、言えるわけがない。今や、皆みなの視線は私に集められていた。さきほどまで目を合わせずにいたソーニャでさえもが私を見つめている。

　こんな状況で冗じよう談だんを飛ばせるほど、私は阿あ呆ほうにはなれなかった。

　皆に抱く感情の種類は違えども、私は皆に好意を持っている。……曖あい昧まいでいればそれが彼女たちを傷つけることはわかっているが、誰の悲しむ顔も見たくない。それが、悩なやましい所だった。

　いまだかつてないほど真しん剣けんに、私は考えこむ。

「いいよ、今は」

　そんな考えを打ち切ったのが、ソーニャの声だった。

　いつの間にか湯から顔を出していた、つややかな唇が言葉を紡つむぐ。

「じっくり考えて、全部が終わって。その後に出した答えが、一番欲しいから。ね？」

　屈くつ託たくのない笑顔で向けられた言葉に、喉のどが詰つまる。

「そうだな……うん。師匠せんせい、急ぐ必要はありません。どうぞ、ゆっくりとお考えになってください」

「むりはしないで？」

　ソーニャだけではない、アルマとシェリルからも、無理に答えを出す必要はないと諭さとされる。

　自分が情けない。情けないが、余計に答えを出せなくなってしまった。

　皆して、魅み力りよく的が過ぎるだろう。真っ直ぐに向けられる好意に、曖昧な選せん択たくしか選べない、情けない自分だからこそ今のままではその想いに答えられない。

　もっとずっと、人として強くならねば、彼女たちの想いには言葉を返せないのだ。

「はあー……揃そろいも揃って健けな気げなもんじゃなあ。なんでお前たちがこんな奴やつを好きになったんだか」

　ヤナギ様の手厳しい評価に、苦笑する。

「そうやってライバルを減らそうったってそうはいかないよ」

「フェアに行きましょう、フェアに」

「ずるはだめ」

　だがソーニャ達の言葉で、ヤナギ様のお言葉に同調せざるを得なくなった。

　なんでこんな奴を好きになったんだか。まったくもって、物好きが揃ったものだ。

　……これは何が何でも、その好意に相応ふさわしい者にならねばならん。

　願わくば、彼女たちの顔を歪ゆがませたくはないものだが。それでもいつかは答えねばなるまい。

　なればこそ、強くならねばならない。身体だけではなく、心までも。

　決意を新たに、拳こぶしを握にぎる。湯の中の拳は誰にも見られることはなかったが、温かな気持ちが私を包んでいた。

　この子達のためならば、どんな困難だって乗り越こえてみせよう。

　その気持ちは私に不思議な感覚を与あたえてくれた。……もしも、ヤナギ様がこれを狙ねらっていたならば、大したものだ。

「スラヴァよ」

「はい」

　眼の光を鋭するどく研ぎすませたヤナギ様が、私の名を呼ぶ。

　真ま面じ目めな話なのだろうか。するとやはり──

　その声に応えると、ヤナギ様は言った。

「獣じゆう人じんの国では、重じゆう婚こんも認められておるぞ」

　……前言を撤てつ回かいしよう。ヤナギ様は面白がっているだけだ、多分。

「いやいや、それはあまりにも……」

　不誠実な話ではありませんか？　と。そう否定しようとしたとき、私は気づいた。

「……そんな手も、いや、でも……」

「あるいは、あるいはそれもあるのか……!?」

「みんなといっしょにいられるの？」

　真剣にその話を考えこむ、三人の少女の姿に。

　……流石さすがにそれはないだろう？　無いと言って欲しい。

　この子達とならどんな困難でさえ──そう思った私だが、これで本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　吐はき出した溜ため息いきが湯気と同化するのを見送りながら、私はまた頭を抑おさえるのであった。







　　　第十二話　流れる雲のように







　私にとっては激動も過ぎる温泉休きゆう暇かも終わり、修行の日々が再開した。

　珍めずらしく、私は一人であった。アエカと修行した滝たきを前に、ただ目を瞑つぶって心を落ち着けている。

　身体からだを優しく包む魔ま力りよくの質は、少し前──修行を始める前とは比べ物にならない程良質になっていることが感じられる。

　今の私ならば『試製桜花』を使わずとも『不可説転』を扱あつかうことが出来るだろう。それほどまでに、此こ処こ暫しばらくの上達は凄すさまじかった。

『明鏡止水』。それに近づいているだけでも、その力の凄まじさが伝わってくる。かつて『試製桜花』を使えなかった筈はずの師匠が『不可説転』を使いこなしていたのはこういうことだったのかと、ようやく理解出来た。

　──ただし、まだ先がある。

　私がいるのは『境地』に至るための道の途と中ちゆうだ。凄まじく魔力を強めたとはいえ、まだ足りない。

　滝の音の中、私は精神を集中させ、魔力を高めていく。身体に負担がないというのに、膨ぼう大だいな力が駆かけ巡めぐっているのがわかった。少し前の全力よりも遥はるかに上。これならば『試製桜花』を扱わずとも、それを全開にした私にならば勝てると思う。

　だが、それでもヤナギ様には敵かなわないだろう。そして、倒たおすべき敵にも──

　かつては、それが焦あせりであった。負けたくないという気持ち。敗北という喪そう失しつへの焦しよう燥そう。

　ヤナギ様の言によると、それらは全て自己を縛しばる鎖くさりだという。今はそれがよくわかった。

　それらよりも大切な事がある。それに気づいた、今は。

　思い浮かべるのは、かけがえの無い仲間達だ。シェリルに、ソーニャ、そしてアルマ。皆、今の私にはなくてはならない、何よりも大切な者達。

　共に高め合う仲間だと思いつつも、私は彼女達を守りたい。やがて訪れるであろう未来、彼女達はいずれ私に追いつくだろう。切せつ磋さ琢たく磨まし、高め合う日々。時には私が負けることもあるかもしれない。いや、恐おそらくその日はきっとやってくる。

　それが私には、何よりの楽しみであった。

　だからこそ、確実に私は未来を摑つかまなければならない。

　自分の手で。忍しのび寄よる暗雲を払はらうのだ。

　目を見開き、更さらに魔力を解放する──強い心が、身体に纏まとう魔力の質を変えるのがわかった。穏おだやかながらも力強い流れから、魔力の色が薄うすれていく。

　より穏やかに、より静かに──自身から魔力を感じなくなっていくというのに、身体はより軽く、視界は滝から流れ落ちる水の一ひと滴しずくまでを捕とらえるほどまで澄すみ渡わたっていく。

　……この感覚には覚えがあった。

　極度の集中状態と澄んだ心が導く、見えざる力の流れ。──コウタロウを倒した時の、あの感覚だ。

　意義を持った強さは、私の心のあり方を変えていた。勝つ負けるの先にあるものを見み据すえた拳に、負い目は無い。

　しかし今は少しだけ、コウタロウの時とは違ちがっている。

　見えるとまでは言わないが、感じるのだ。自らに込められた力の巨きよ大だいさを。

　澄んだ心が鏡となり、美しいこの景色を映しているような感覚。

　──『明鏡止水』。

　温泉休暇から数日、私はとうとう『境地』に手をかけていた。

　心のありようが変わったのだろう、と思った。ただ純じゆん粋すいに強くなる楽しさを思い出した心。あの子達を守りたいという想い。その全てに、聊いささかも恥はじる必要のない『尊さ』を感じている。

　そうして得た力こそがこの『明鏡止水』だ。成る程、かつての私ではその影かげさえもつかめなかったはずだと納得する。

　だが、そうして得た力も、その強大な力に興奮を覚えると──身体を包む力が散っていき、再び身体に魔力を感じ始めてしまう。

　まだあと一歩──未熟な私には、手が届かぬようだ。

　この程度の心の乱れで解けてしまうとは、やはり『境地』と呼ばれる力、一ひと筋すじ縄なわでは行かぬらしい。

　しかしその力の正体がわかったというのは、私に凄まじい多幸感をもたらしていた。強くなった、限界を超こえたという興奮よりも、この力ならば彼女達を守っていけるという確信がだ。

　この感覚を摑んだのは、これが初めてではない。それでも、この力を引き出す度たびに私は身を震ふるわせていた。

「恐ろしいもんじゃの。自分でなんと言おうと、やはりお前は天才じゃよ」

　そんな時だった。背から声がかかったのは。よほど熱中していたのだろうか、ヤナギ様が近づいて来られていた事に、今気づく。

「はは……一度目の生では影を視ることさえ出来ませんでしたがね」

「阿あ呆ほう。これはな、百年ちょっとの人生で摑めるほうが異常なんじゃ。イワオやあの娘むすめ達たち──そして、お前のようにな」

　ヤナギ様のお言葉にやんわりとした否定を返すと、扇せん子すを打ち鳴らす音と共にさらなる否定が戻もどってきた。

　……そう、今や、『明鏡止水』は私だけが手をかけているものではなかった。驚おどろくべき事に、アルマやソーニャまでもその力に近づいているのだ。

　まだ魔力を感じなくなる程ではないにしろ、その上達速度は恐るべきものがある。彼女達は私とは違い、今まではその力のヒントさえも持っていなかったのだから。

「ま、そりゃどうでもええ。──ただ、良い機会かと思ってな」

　とはいえ、ヤナギ様に言わせればそれは『どうでもいい』らしい。

　閉じられた扇子が、私へと向けられる。……その先から、『力』が迸ほとばしっているのがわかった。此処に来たばかりの私ではそれを感じ取ることは出来なかったろう。

　僅わずかに眉まゆを動かすと、ヤナギ様はそれに気づかれた様子だった。

　口くちの端はを歪めてから、彼女は続ける。

「お前たちに、試練を与える。期限は無いが、それを突とつ破ぱするまで此処を出て行く事は許さん」

　伝えられた言葉に、私は眼光を尖とがらせる。

　……試練。ヤナギ様の与える試練が、厄やつ介かいなものになることを確信したからだ。

　彼女達はこれを既に知っているのだろうか。ヤナギ様に問うと、

「このことは、彼女達には？」

「既すでに伝えておる。あやつらは既に了りよう承しようしたぞ」

　肯こう定ていが返ってきた。

　既に条件を飲んだという事は、引けないということだ。いや、そんなことは考えるだけ無ぶ粋すいだろう。恐らく──彼女が出す試練を突破できぬようでは『血けつ晶しよう』を砕くだくことなど出来ないのだから。

「いい目じゃ。……試練の内容は簡単、わしの見み繕つくろった相手を倒すだけじゃ。皆みな凄すさまじい達人じゃが『明鏡止水』は扱えぬ。『明鏡止水』を身につけたあやつらならば、試練の突破は容易じゃろう」

　ヤナギ様をして『達人』という言葉を引き出す相手に、興味が湧わく。

　だが私にはそれ以上に気になる点があった。ヤナギ様は自分の言葉──あやつら、という部分を強調していった。

　それは、区別だ。私と彼女達を明確に分けた上での説明である。

「じゃがスラヴァ、お主には別の試練がある」

　案の定ヤナギ様はお言葉を続けられる。しかし、それだけには留とどまらなかった。

「更に、お前には一つだけ条件を付けさせてもらう」

　条件を付けさせてもらう。ヤナギ様が仰おつしやった言葉に、どこか納得する自分がいた。

　試験の内容を説明する時、敢あえて私を切り離はなしたのだ。彼女の性格を考えるのならば、この程度は予想して然しかるべきものだ。

　いい加減に慣れたヤナギ様の思考に、口角を歪ゆがめる。冷たい汗あせが流れるも、私は挑ちよう戦せん的な視線をぶつけた。

「……やる気十分か。世界を脅おびやかす存在に立ち向かうのじゃ、そのくらいでなくてはのう」

　ヤナギ様は私の視線を受け、一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせる。

　だが直ぐにヤナギ様は顔を上げられる……再び上がってきた顔からは、笑みが消えていた。

「条件はたった一つ。お前が試験に臨めるのは一度だけ、という事じゃ」

　与あたえられた条件は、想像を超えるものであった。

　一度で試練を突破出来ねば、この屋や敷しきから出さないと言っているようなものだ。冗じよう談だんがきついにも程がある。

　──それが、冗談ならば良かったのだが。

　噓うそではないと語るその目に、何も言うことが出来ない。続きを聞かねば、何も語れない。

「もちろん理由はある。この先お前達に振ふりかかる闘たたかいは、その多くがただの一度も負けを許されぬものとなるだろう。その状じよう況きようでも『明鏡止水』を保って闘えるか、それを見るというのが一つ」

　語られた一つ目の理由に、私は頷うなずいた。

　確かに、そうだろう。悪意の怪かい物ぶつに、情けで拾わされた命だ。次はないと考えるのは当然。それに、ガルトの他にもゼツロが残っている。加えて言えば『血晶』の破は壊かいを目指す旅だ。その道中に、タリスベルグが絡からんでくるのは明白である。

　しかしそれだけではない。それだけならば、一度伏せられた目の意味が無い。

　まっすぐに目を見つめる私に、ヤナギ様は溜ため息いきを吐ついた。

「のうスラヴァよ。わしはな、お前を愛しておる。まるで子のようでもあり、弟のようでもあり──だが、しかとお主を愛しておる。一人の男としてな」

「……何を」

「黙だまって聞け」

　語られたものは、理由ではなかった──と、思う。視線をそらしながら語るヤナギ様に、その意味を問う。

　ヤナギ様は問いかけることさえ遮さえぎると、空を見上げて、まるで独白するように続けた。

「お前が、わしを選ぶことはないということはわかっておる。お前が『境地』に手を伸のばしたのはあの娘達のためじゃ。それは悔くやしいが、痛いほどに納得している」

　流れる風を撫なでるように、ヤナギ様は手をひら、と伸ばす。

　私は、私に向けられつつも、まるでその風に乗せて何ど処こかへと飛ばされていくような言葉を聴きき続けていた。

「そのために、重じゆう婚こんの話などもしたな。たったひとりでお前を独どく占せんできなくともいい。少しでもその気持ちを分けてくれたらと思ったが、どうやらそれもないようだ。──それはいい。男女の仲を競って負けたことに、後こう悔かいはない」

　手を下げたヤナギ様は目を瞑つぶり、息を吸う。

　──瞬しゆん間かん、膨ふくれ上がる『力』。感じ取れぬようになった力は、ヤナギ様の想いを雄ゆう弁べんに語っていた。

「それでも、お前を失う訳にはいかん。これは我わが儘ままじゃ、じゃが抑おさえられん。お前とずっと一いつ緒しよに居たい。あやつらも交えて笑っていたい。それを悪いことだとは思わん。じゃからわしは、お前が試練を打ち破れないようならば此こ処こから出す気は無い」

『明鏡止水』。それをヤナギ様が放っているということは、悪意がないという事だった。

　真しん摯しに私の事を想い、私達との時を大切にしてくれている。

　そうして彼女が出した答えがこれなのだろう。告げられずとも、わかってしまった。私の相手となる人物──たった一度しか挑いどめぬ試練の相手が。

「お前の試練の相手はわしじゃ。百年後でも二百年後でも、好きな時に挑むが良い。ただし──わかっておるな。チャンスは一度切りじゃ。負ければ一生を此処で過ごしてもらう。罵ののしるならば罵ればよい。だが、わしにとっては愛する者を守るために必要なこと──吐いた言葉を飲み込むつもりはないからな」

　そう言って、ヤナギ様は背を向ける。

　──随ずい分ぶんな試練を課してくれたものだ。

　だがそれが私を想っての事だと言うことだけは、痛いほどにわかった。握にぎりしめた彼女の手に、血が滴したたっていたから。

「ヤナギ様」

　呼び止めると、ヤナギ様は歩みを止めた。応じる声はなかったが、聞いている様だ。

「負けませぬ」

　ありのままの心をさらけ出してくれたヤナギ様に掛かける言葉は、一つだった。

　だが私の言葉に批難する色はない。恨うらみもない、嫌けん悪おもない。

　その気持ちは、有り難く感じるものだったから。

「はっ……楽しみにしておるよ」

　挑戦。ただただシンプルな一言は、曲がることなく伝わったようだ。

「お前は明日から好きなようにせよ。だが一つだけ伝えておくと──あやつらの試練の相手は、明日到とう着ちやくすることになっておる。興味があれば道場に顔を出すがよい」

　結局、ヤナギ様はこちらを振り返らぬまま去っていってしまった。

　……明日から好きにすればよい、とはまた大おお雑ざつ把ぱな指示を与えてくれたものだ。

　私が逃にげる、などとは考えておらぬのだろう。尤もつとも、それをするつもりはないが。

　無理難題を押し付けてくれたものだ。まだ『明鏡止水』をモノにすることさえ出来ていないというのに、試練の相手がそれを極めた達人とは馬ば鹿かげている。あの口ぶりだと、ヤナギ様も手心を加えるつもりは無いだろう。

　だが──不思議と、心は軽かった。なぜだろうか、困難を困難と知りつつ、それを気負う気持ちがない。それは多分、彼女の想いに気づいてしまったからだ。

　一見不条理のように見えて、この訓練はしっかりと突破できるようになっている。ヤナギ様の『百年後でも二百年後でも』という言葉が全てなのだ。長い年月をかけて高い水準で力を付け、万全の機を整えればたとえヤナギ様を相手取っても勝つことが出来る筈はずだ。それが何年後かは分からないが、いつか必ずその時は来るだろう。ヤナギ様はそう思っておられるのだ。ヤナギ様が『我儘』とおっしゃられたのは、その期間のことだろう。……長く居たいのだ、私達と。

　聞く話によると、千年から千数百年以上。このシューウの国を守ってきた少女の、たったひとつの我儘がそれなのだ。

　無論、大いなる災さい厄やくがその時を待つ保証はない。だがどのみちヤナギ様の試練を打ち破らねば、その存在に打ち勝つことなど出来ないはずだ。

　……だからだろうか。こんなにも穏おだやかでいられるのは。今までの私であれば何をバカなことをと声を荒あらげていそうなものだが。この心の持ち方こそが、私には必要な物だったのだろう。

「明日から好きなことをせよ──か。一ひと先まずは、彼女達の試練の相手とやらを見てみるか」

　軽い気持ちで、私はそう呟つぶやいた。

　油断ではない余よ裕ゆう。怠なまけではない、構え方。穏やかな心が、滝たきの水すい滴てきの一ひと粒つぶまでを捉とらえていた。

　……成る程。落ち着いていられると、視野も広く、深くなるものだ。

「取り敢えず、今日は続きと行こう」

　中断していた修行を再開しつつ、私は構える。

『明鏡止水』の一いつ端たんを見ることは出来るようになったが、まだその状態で戦う事は難しい。

　まずは土俵に立たねば、な。

　来る日に向けて、私は鞘さやの中の剣けんを研ぐことにした。さて、これから忙いそがしくなりそうだ。

　やることは多けれど、不思議と心の水面は穏やかだった。

　きっとこんなにも落ち着いていられるのは、ヤナギ様のお陰かげなのだろう。昔は会う度たび、慌あわてふためいていたものなのだが。

　若いころの自分がおかしくなり、鼻を鳴らす。ようやくその背中の大きさがわかった気がする──久方ぶりの『挑戦』は、私の身体からだに静かに火を入れるのであった。







　　　第十三話　陽光の暖かさ







「ええーっ!?　……す、スラヴァくん、それ大だい丈じよう夫ぶなの……!?」

　ヤナギ様からの試練が始まった翌日。昨日課せられた試練の内容を語られたソーニャから飛び出たのが、そんな驚きよう愕がくの叫さけびだった。

　見ればアルマは当然として、シェリルまでもが驚おどろいて口を開いている。

「もし負けたら、スラヴァくん、旅つづけられなくなっちゃうの……？」

「ん、まあそうなるだろう」

　しゅんと眉まゆを下げるシェリルに返したのは、自分でも驚くくらいにあっけらかんとした答えであった。

「その割には随分と、その……落ち着いておられますね……」

　柔じゆう軟なんなどしながら、いっそ適当にさえ見える返事をした私に、アルマが溜ため息いきと共に呆あきれ混じりの声を吐き出したのもしかたのないことだ。

　彼女らの目には、今の私は何も考えていないように見えるだろう。それは、半分あっているとも言える。だが、半分は違ちがうのだ。

　私が考えていないのは、負けた後のことだけである。

　だってそうだろう。始める前から負けた後の事を考えていても仕方がない。なぜならば、負けるわけにはいかないのだから。

　その代わりに、私はどうすれば『明鏡止水』を身につけられるか。そして──どうすればヤナギ様に勝てるか。その事を常に考え続けている。

「負けられぬのだから、負けた後の事を考える必要は無い。必要なのはどうすれば勝てるか、何時勝てるようになるかさ」

「それはそうだけど……随ずい分ぶん余よ裕ゆうだよね……？」

「はは、そうだな。だが『明鏡止水』にはその余裕が必要なのだろう？　焦あせっては自らの首を締しめる結果になる。ならばどっしり構えていたほうが得というものだ」

　ジトっとした視線を向けてきたソーニャは、私がそう答えると呆れたように溜息を吐ついた。

　……だが、その顔には同時に、苦々しくも笑みが浮うかんでいる。言わんとすることはわかるのだろう。

　私は、自分よりも彼女達の修行の妨さまたげになる事を虞おそれていた。この分だと──その心配はいらなさそうだ。

「はあ……まあ、スラヴァくんだからね、仕方ないか」

　恨めしげにも聞こえるソーニャの声に、シェリル達も笑った。

　冗じよう談だんを言える『余裕』があるようで何よりだ。

「ううむ……でも、実際に、もし負けたらどうなるのでしょう？　やはり軟なん禁きんという形になるのでしょうか」

　とはいえ、アルマはまだいくらかは『先』の話が気になるようだ。

　確かに、負けた後の話がどんなものか、気にならないというわけでもない。飽あくまでもしも、の話にしなければならないのだが──

「旅が続けられなくなるのは確実だろうな。私は元々修行が趣しゆ味みの人間だ。此処に留まるとしたら、今のような生活を続ける事になるのではなかろうか」

　ヤナギ様が『今』の継けい続ぞくを望んでいる以上、その後の話もそのようになるのではないか。

　そう考えると、案外そんな生活も悪くないのかもしれない。しかし、そうして得た力を試す機会が無いのは問題だ。井いの中なかの蛙かわず、で二度目の生を終えるのは避さけたいところである。

「今と変わらない……って言ったらそんなに悪くもなさそうだけど……どうなんだろう、せめて温泉くらい行きたいよね？」

「どうなのだろうな。確かに温泉があれば中々豊かな生活になりそうではあるが」

「そのくらいなら許可するぞい。三食昼ひる寝ね付き、温泉に入り放題。お前らも良ければどうじゃ」

　柔軟を続けつつそんな話をしていると、アエカを伴ともなってヤナギ様が現れる。

　茶ちや化かすような声で言いつつも、その言葉には本心がある事が感じられた。

「でたな妖よう怪かいトリばばあ。生憎あいにくだけど、隠いん居きよにはまだ早いもので」

「それはやめいと言っておろうに！　……だがまあ、そうか……お前たちはそうだろうな」

　ヤナギ様の誘ゆう惑わくに、ソーニャ達は鳥のような構えをしてみせる。

　声を荒げつつもやはりヤナギ様は楽しそうだ。だがその声にはそうと知らねばわからぬほどに小さくだが、淋さびしげな色が混ざっていた。

　大分、ソーニャ達にも気を許されているようだ。だからこそだろうか、ソーニャはヤナギ様の寂さびしさを感じ取った様だ。

「……なんだよ、それ。調子狂くるうなあ」

　口を尖とがらせつつ構えをとくと、シェリルもそれに習って羽のように広げた手を元に戻もどす。

　ソーニャの反応にヤナギ様は驚いておられるようだった。

　流石さすがに今度はアルマやシェリルも気づいたようで、道場には妙みような沈ちん黙もくが流れる。

「あ、そうだ！　屋や敷しきから出ちゃいけない、とか言わないでさ。ヤナギ様も一いつ緒しよに旅をすればいいんじゃない？」

　暫しばらく続いた沈黙を打ち破るように、ソーニャが手を叩たたいた音が響ひびく。

　同時に、明るい声が場を包む。

　……そういえば、考えたこともなかった。

　ヤナギ様が旅に同行してくだされば、旅はより充じゆう実じつしたものとなるだろう。普ふ段だんから行える組手の質はぐっと上がるだろうし、戦力の増強も申し分ない。

　そして何より、ずっと共にいることが出来る。僅わずかばかり私の心労は増えるが、そんなのは些さ細さいな事だ。

　もしよければ、そうされてはどうだろうか。私からもその案を推そうとするが──ヤナギ様はそれよりも早く、静かに首を振ふるった。

「魅み力りよく的な誘さそいじゃが、それは出来ん」

　身を乗り出すソーニャを制し、ヤナギ様は続ける。

「お前たち、わしの年ねん齢れいを聞いて驚きはしなかったか？　もうわしは千年以上を生きていると。いくらエルフからしても、この様な外見で千年以上生きている……とは到とう底てい信じられんじゃろう？」

　同意を求めるようにヤナギ様が問いかけたのは、自身の存在のことだった。

　……考えてみれば、そうだ。ヤナギ様は前に──百年近く前に出会った時と、全く変わらぬ見た目で居た。百年も経たてば、エルフでさえも大きく姿を変えるだろう。だが、ヤナギ様は違う。

　鶴つるの獣じゆう人じん、という所に秘密があるのかとも思った。だが、鶴はそこまで長命な生き物ではない。

　むしろ、確か鶴の獣人は──百年前の時点でも、非常に稀け有うな存在であった。ヤナギ様しか、その存在を知らぬほどに。

「わしはな、厳密には人ではないのじゃよ。儀ぎ式しきによってその魂たましいのみを昇しよう華かさせた──『精せい霊れい』なのじゃ。街を、国を守るため、この山に宿された魂。それがこのわし、ヤナギじゃ」

　共にいた時間は長くないが、付き合い自体は古いものだ。いくらヤナギ様だといっても、こんな場面で噓うそはつかないということは知っている。

　……その口から語られた真実に、言葉を失った。常識を超こえて変わらぬ姿に、長い寿じゆ命みよう──確かに、いくらなんでもヤナギ様は年を感じなさすぎる。精霊という存在は、未いまだに詳くわしくは分かっていない。だが、人の理解を超えた存在だということは理解できた。

「わしは九つの時に精霊となった。それ以来わしは歳を取らん。しかしその代償として、この地を遠く離はなれる事はできんのじゃよ。驚いたじゃろう」

　ふ、と鼻を鳴らしながら、ヤナギ様が笑う。

　どこか自じ嘲ちよう的な笑みに、誰だれも、何も言えなかった。

　いや、違うか。

「すごい、の？」

　シェリルだけが、そんな疑問とともに首を傾かしげた。

　場の空気にそぐわぬ疑問。……しかしそれは、疑問でありながら、答えでもあった。

「く、くくく……」

　思わず、笑いが漏もれた。だってそうだ。

　精霊とはなんぞや。ともすれば得体の知れぬ存在にも思えるが──いま、ここにいるヤナギ様は私達と何も変わらない。ただ歳を取らないということと、この地を離れられないという事以外には。

　……確かに驚いたが、それだけだ。

　そんな簡単な事に気付かされるとは。

「確かに、どこがどうって言われると、ね……」

「一緒に旅が出来ぬというのは残念ですけれど……」

　笑いをこらえるソーニャとアルマを、シェリルの視線が交こう互ごに渡わたる。

「面白いのう……お前たちは、本当に……」

　気がつけば、ヤナギ様も笑っていた。皆みなに笑われたことに衝しよう撃げきを受けたのか、シェリルは眉を下げて口を開いていた。

「ありがとうよ、シェリル」

「……？　どういたしまして？」

　だがヤナギ様に頭をなでられると、シェリルは満面の笑みを浮かべる。

　……シェリルの頭に手を伸のばすため、背せ伸のびしているヤナギ様の格好がなんだかおかしい。

「ふん、その礼にいい事を教えてやろう。シェリル、後でわしの部屋に来るが良い」

「うん」

　晴れやかになったヤナギ様が、扇せん子すを打ち鳴らす。

　不敵な笑みは、普段の彼女が戻ってきたことを告げている。

「えー？　面めん倒どうくさいことしないで、ここで言えばいいじゃん」

「阿あ呆ほう。それをするとお前に聞かれるだろうが」

　もう、道場はいつもの空気になっていた。

　楽しげで明るい、修行にはこれ以上ない場所だ。

「よし、それでは励はげめよ小こ娘むすめたち。昼ごろにはお前たちの相手が来るじゃろう。せいぜいがっかりさせんようにな」

　扇子を広げながら、ヤナギ様は去っていく。

　シェリル達も、それぞれの修行はそれぞれに一任されている様だ。

　となると──私達全員、あとは自分自身の問題といったところなのだろう。私し欲よくはあれど、人の邪じや魔まはしない。ヤナギ様はそういう方だ。

「んー……！　さて、私達も頑がん張ばろうか。スラヴァくんはどうするの？」

「私は山の方に行く。あと少しで、何かが見えそうなのでな。お前たちの相手も気になるし、昼には一端たん戻もどってくるが」

　気を取り直して、と言わんばかりにソーニャは伸びをする。

　その顔が先程よりも晴れやかに見えるのは、気のせいではないだろう。

　ヤナギ様の課した試練に対する僅かな不信感が無くなったのかもしれない。

「それでは、また後で、ですね」

「おひるには、かえってきてね」

　皆、やる気は十分だ。これは先を越こされかねないかもしれんな。

　となると私のやることはただひとつ。そうならんように、自分を磨みがくだけだ。

　気がつけば、遠かったヤナギ様の背が近い様に感じた。

　……不思議だ。どちらかと言えばその背が離れていくような事実だというのに、何な故ぜあの方がこんなにも近く感じられるのだろう。

　壁かべが無くなったから、かも知れない。見えないほどに薄うすかった壁が一枚、破れたから。

　ならば次にやることは、その肩かたに手をかけることだ。

　逸はやる気持ちを抑おさえるように、私はぐるりと手を回す。通い慣れた滝たきへの道に差す陽の光は、いつもよりも澄すんだ温かさがある気がした。




　　　　◆




　やがて昼を回り。

　午後の修行の前に、私は道場で腰こしを下ろしていた。

　暖かな日差しに包まれつつも、季節柄がら冷えてきた空気に目を閉じる。

　この後、少しすれば私はまた滝の方へと向かうつもりでいる。だがその前に一つ、見ておきたいものがあった。

「此こ処こにいたか。そろそろ来るらしいぞ？」

　それが、シェリル達の試練として呼ばれた者達の姿である。

　楽しそうで、少しだけ意地の悪そうな声に、立ち上がる。

　あの娘むすめ達たちは大だい丈じよう夫ぶかのう？　私を試すような声が含ふくまれている質問が伝わってきた。

「ありがとうございます」

　それに返すのは──礼だった。あの子達ならば大丈夫だ。

　……何度負けても立ち上がれば良い。そのルールで、あの子達が諦あきらめるはずがない。

　私の態度に、ヤナギ様は鼻を鳴らす。ついてこい、と語る背に追従すると、社やしろの前には既すでにシェリル達が待機していた。

　私の姿を見つけるや飛びついてきたシェリルを受け止めつつ、ソーニャ達の顔を見やる。

　いい顔をしている。これならば心配なさそうだ。

「スラヴァくんも来たんだね」

「私には直接の関係は無いが、達人と言われるとどうにも気になってな」

　まあ、そうは言いつつもあまり心配はしていないのだが。

『境地』に達していない者といっても、ヤナギ様が達人と推おす武術家がどのようなものかは、やはり気になる。

「そろそろじゃな」

　時計を一いち瞥べつしたヤナギ様がそうつぶやくと──成る程、近づいてくる気配に口角を吊つり上げる。

　長い階段を登ってその姿を現したのは、三人の獣人だった。それぞれ特とく徴ちようが違ちがうが、ひと目でそれとわかるのは──甲こう羅らを背負っている、筋骨たくましい男性が亀かめの獣人だということくらいだ。

「お久しぶりです、ヤナギ様」

「うむ、久しいな。コラエの方も壮そう健けんな様で何よりじゃ」

　コラエと呼ばれた男性は、ヤナギ様の姿を確認するや、深く頭を下げた。

　ヤナギ様のお姿を知っているという事は、それなりに関係の深い者なのだろう。

「お初にお目にかかる。私はコラエ。亀の獣人だ」

　名と宿す獣の血を明かしながら、コラエは軽く挨あい拶さつをする。

　外見通りに力強い気を感じる。また、岩のように落ち着いた雰ふん囲い気きも。

「こいつには、わしの代理を任せていてな。一時期では武道を教えた事もあるのよ」

「……懐なつかしいお話です」

　しかしヤナギ様に笑みを向けられると、コラエは苦い笑いを浮うかべた。

　……彼も苦労しているのだろう。機会があれば酒でも飲んでみたいものだと思う。

「ご紹しよう介かいが遅おくれましたな、こちらの二人が、お望みになられていた私の弟で子しです」

　連れてきた二人の紹介に急ぐところをみると、私の推測は間違っていないようだ。

　力強く構えた男性でもこうなってしまうのが恐おそろしい。彼の苦労を思う私は、素直に視線を連れられてきた二人へと動かした。

　それぞれ、人間でいうと二は十た歳ちくらいの女性だ。

「マツヨイ。豹ひようの獣人。コラエ様の弟子です。よろしく」

「同じくカサネ。アタシは狼おおかみの獣人だ、よろしくな」

　物静かな女性──猫ねこのような耳を持つ方は、マツヨイと言うらしい。最初はその耳から猫かと思ったが、断定しないで正解だったようだ。黒い毛並みを持つということは『黒くろ豹ひよう』の獣じゆう人じんなのだろう。

　また一方で、荒あら々あらしい雰囲気を感じさせる方はカサネ。こちらは狼の獣人だったようだ。コラエが気難しそうな挨拶に視線を送ると、カサネは小さく謝罪の言葉を口にする。

　なんとはなしに、それぞれが自分の種族に誇ほこりを持っているように思える。特にカサネの方は、犬と間違えると怒おこりそうだ。勝手なイメージだが、おそらくは間違っていないと思う。

「んでェ？　アタシらなんで呼ばれたんすか？」

「カサネッ！」

　面倒くさい、と言わんばかりに頭をかくカサネは、表面を取り繕つくろおうとさえしていない。それをコラエが睨にらみつけると、カサネは慌あわてて直立する。これだけで、大体二人の関係がわかる気がした。……ついでに、コラエの気持ちもわかる。生きた心ここ地ちがせんだろうなあ、これ。

「随ずい分ぶんと弟子の躾しつけがいいようじゃな？」

「も、申し訳ございません……！　元々、荒あらっぽい奴やつでして……武術は更こう生せいのためにと始めさせたのですがな……」

　ヤナギ様の笑顔の圧に、コラエは巨きよ体たいを縮こまらせる。

　後が怖こわくてしかたがないことだろう。だが、付き合いが深まったからか、私にはヤナギ様が何かをする気がないということがわかった。

「ま、ええじゃろ。何故呼びつけたか、じゃがな。ほれ、お前たちも挨拶せい」

　それでもヤナギ様が喉のどを愉ゆ快かいそうに鳴らすのは、性分なのだろう。嗜虐的というかなんというか。イタズラっぽい所は外見のままだ。

　こちらを睨んできたヤナギ様から慌てて目をそらすと、コラエと目が合った。考えていることは同じだったようだ。

　しかしこのままでは話が進まない。ヤナギ様に首で促うながされると、ソーニャ達は自己紹介を始める。

「シェリル＝プライムです。よろしく……」

「私はソーニャ＝アルヴェーン。よろしくねっ」

「アルマ＝シジマだ。よろしく頼たのむ」

「皆、見ての通りエルフじゃ。お前たちには、こやつらの相手をしてもらう」

　各おの々おのの名と挨拶を送り、ヤナギ様が締しめる。

「へぇー……エルフっすか。珍めずらしいっすね」

　関心したように声を上げたのはやはりカサネだった。

　それをコラエが小こ突づくまでは、もはやセットなのだろうか。一言も発していないマツヨイと合わせると、なんだか妙みように相性のいい三人に見える。

「……アルマ＝シジマ？」

　だが、此処にきてマツヨイが声を発する。

　興味の対象はアルマに向いたようだ。

「アルマ＝シジマ……ああ、どっかで聞いたことがあると思ったら。『血けつ晶しよう』殺しの英えい雄ゆうかい」

　マツヨイの疑問に、カサネが同調する。

　英雄と呼ばれ、ばつが悪そうにするアルマを見つつも、私は言葉に眉まゆを寄せた。

　……『血晶』、か。タリスベルグ殺し、ならば分かるが、その大本の名前が出てくるということは、彼女らも影かげの部分に蠢うごめく悪意は知っているのだろう。

　まあヤナギ様の孫弟子に当たる存在だと考えると、それもおかしなことではないか。

「面おも白しろそうだ。こんなど田舎まで来たかいがあったぜ」

　勢い良く拳こぶしを手のひらに打ち付け、牙きばをむき出しにするカサネ。

　獣人の国にも、アルマの名は伝わっていた様だ。少しそれを嬉うれしく思ってしまう。

「全く、こいつは……申し訳ございません、ヤナギ様」

「よいよい、そのほうが良い訓練になるじゃろうて」

　血の気の多いカサネだが、ヤナギ様からの印象は悪くないようだ。ヤナギ様は、機き嫌げんを良くされている時には扇せん子すを広げて笑う事が多い。

　どうにも彼女は、向こう見ずな者を好んでいる傾けい向こうにあるようだ。私も前はそうだったのだが──おそらく、このコラエという人物も昔はヤンチャをしていたのだろう。

「さて、では暫しばらくよろしく頼むぞ」

　扇子を打ち鳴らし、ヤナギ様は好戦的な笑みを浮かべる。

「ソーニャはコラエ。アルマはマツヨイ。そして、シェリルはカサネ。お前たちは故もとより奴らに一勝するのが試験じゃ。挑いどめるのは日に一度。何日かかってもいいから、故奴らを破ってみい」

　ヤナギ様からの指示に、シェリル達は牙をむき出しにした。それは本来獣人の者達こそが得意にしている行こう為いなのだろうが──彼女達のそれは、獣のそれと比べても勝まさるとも劣おとらぬものに見えた。

「えー！　どうせやるならこんなガキ相手にするより、アルマ＝シジマとが良かったっすよ」

　しかしその指示に、不満の声を上げるものがひとり。

　恩人への無礼に、コラエが手を上げるとカサネは身を隠かくす素そ振ぶりを見せる。

　だが──ヤナギ様は笑う。私と同じ見解の様だ。

「そう言うな。この組み合わせは、お前たちの得にもなる様に考えておる。それぞれが、それぞれの相手に学ぶことは多いじゃろうて。今はお前たちの方が上と見ているが──油断していると、直すぐに足元を掬すくわれてしまうぞ」

　ヤナギ様のお言葉に、カサネは表情を引き締めた。

「面白ェ」

　僅わずかばかり怒いかりを混ぜた好戦的な笑みは、それでも楽しそうだということがわかる。

　だがそんな表情を浮かべたのは、カサネだけではない。物静かなマツヨイも、質しつ実じつ剛ごう健けんといった印象を与あたえるコラエまでもが、闘たたかいの予感に心を踊おどらせていた。

　穏おだやかに見えても、心の底には獣の闘とう争そう心が根付いているのだろう。これは面白くなりそうだ。

「では、今日より試練を開始する！　何度も言うが──楽しめよ、お前たち！」

　目指すべき力を得るために一番必要とされるもの。ヤナギ様はそれを重ねて肝きもに銘めいじさせる。

　だが思う。多分それは必要ないだろう。

　皆みな、こんなにも楽しそうな顔をしているのだから。

　おそらく、シェリルは今日にでもカサネへと闘いを挑むだろう。

　ふむ、迷うな。それを見届けるか否いなか──だが、今回は自分の修行を優先しよう。このままでは、それこそ私も追い抜かれてしまいかねん。

「ところで──この少年は、どの様な者なのですかな」

「気になるか？　くくく、わしの『いいひと』じゃよ」

　今になって向けられた興味に、ヤナギ様が代弁する。まさかそれが冗じよう談だんだとは思わぬコラエは、不可解な顔をしていた。

　彼は個人的にもかなり気になるが、それよりも今は自分のことだ。

　今日から始まるであろう激しい戦いに期待を寄せつつ、私は再び滝たきへと向かうのであった。







　　　第十四話　やくそく







　とある晩のこと。

　一日の修行を終えた私は、屋や敷しきの庭で佇たたずんでいた。

　空はまだ茜あかね色いろの光を宿しているが、直じきにその姿を隠すだろう。

　基本的に夜間の修行は禁じられている。ヤナギ様の夜が早いため──と自身で言っておられたが恐らくその決まりは、夜間にまで修行を続けるような焦あせりを生むことを避さけるためなのだろう。

　此こ処こに来たばかりの夜を思い出し、私は苦笑する。余よ裕ゆうぶっていながら、あの時の私にはまだ焦りがあったのだろうと思う。

　だが、今の私にはそれは無い。そう、はっきりと感じられた。

　だというのに──いや、だからこそ私はこうして此処に佇んでいられるのだ。今の私は瞑めい想そうに近い状態にあった。厳密には、それは瞑想とはいえない。なぜならば、私は構えこそ取らずとも、戦せん闘とう態勢を整えていたからだ。

『明鏡止水』。それは今や、この手の上に降りていた。一見して、今の私には魔ま力りよくは感じられないはずだ。しかしそれらは確実に、より強く私の身体からだを覆おおっている。

　今私がしているのは、この状態でいられる時間を増やす訓練だ。夜間の訓練は禁じられているが、ヤナギ様からは好きにすると良い、と一任されている。ならば、焦りを捨てた今それを行うのは悪いことではないだろう。

　こうして『明鏡止水』の状態を保っていられるのが何よりの証しよう拠こだ。

　……この手の上に降りた『明鏡止水』。だが私は未いまだにその全ぜん貌ぼうを摑つかめずにいる。

　数日前よりは遥はるかに安定しているものの、まだ不確かなのだ。ちょっとしたきっかけで、この状態は解除されてしまう。完全な集中状態でなければ保てなかった前よりは完成に近づいているだろうが、今のままでは『敵』との戦闘など出来ないだろう。

　ガルトの事を思い浮うかべると、僅かに身体から魔力が吹ふき出てくる。ううむ、また失敗してしまったか。

「スラヴァくんっ！」

『明鏡止水』が解けると同時、私は聞き慣れた声に振ふり返る。

　そこには、シェリルが居た。抱だきついてくる彼女を受け止め、勢いを殺すように振り回す。

「いまの！　『明鏡止水』っ!?」

「ああ──未完成だが、そうだ」

　興奮で頰ほおを赤くした質問に、穏やかな声で答える。

「すごいっ！　すごいっ！」

　輝かがやかしい尊敬の瞳ひとみに、思わず苦笑いが出た。

　直ぐに解除されてしまうような未完成ではあるが、モノ自体は紛まぎれも無い『境地』に達していたのだ。まだそこへは僅かに手が届かない彼女にとっては、これは十分に感動するようなことなのだろう。

　……しかし、彼女はそれを感じ取ったのだ。

　本来ならば感知できない『明鏡止水』の領域にある魔力は、その境地に脚あしを踏ふみ入れて初めて感じ取れるようになる。

　それは、シェリルが踏みしめた上達を示していた。

　何かきっかけがあれば、彼女はその力に目覚める。そう確信するほどに、確かな一歩を。

「はは……今日の調子はどうだった、シェリル」

　慌あわただしく手を動かすシェリルを抱き上げつつ、一日の様子を問う。

　ヤナギ様の試練が開始して数日。まだ、試練の突とつ破ぱ者は出ていない。

　ヤナギ様が呼びつけたコラエ達は、彼女の言う通りの達人だったのだ。

　コラエには、亀かめの獣じゆう人じんである彼を示すような、強固な守りがあった。高い魔力を活いかした的確な防ぼう御ぎよを、ソーニャは打ち崩くずせずにいる。

　アルマも、マツヨイに苦戦をしていた。マツヨイは豹ひようの獣人──彼女の持つ猫ねこ科かの瞬しゆん発ぱつ力りよくは、持ち前の野生の勘かんを極限まで活かしていた。ある種場当たり的にさえ思える変へん幻げん自じ在ざいの攻せめは、アルマが最も苦手とするものの一つだろう。

　シェリルの相手、カサネもまた厄やつ介かいな相手だった。狼おおかみの獣人である彼女は、感覚的な力に優すぐれている。眼や耳、鼻の良さから生まれる対応力の高さは、シェリルが時折見せる爆ばく発はつ的な力をも的確に捌さばいていく。

　それを見て、彼らの力はまるでソーニャ達の様だと思った。コラエは堅けん実じつなアルマを。マツヨイは野性的なシェリルを。そしてカサネは、感覚の力に優れるソーニャを思わせる。

　最初に彼らを見てバランスがいい三人組だと思ったのは、案外彼女達に似ているからなのかもしれない──と、今は思う。

　それは、厄介に他ならなかった。技では彼女達は互ご角かくか、僅かにコラエ達の上を行っているだろう。しかしコラエ達は地の魔力がシェリル達よりも高いのだ。それ故ゆえに、彼女達はまだコラエ達に一勝もできないでいる。

「あのね、ヤナギさまが、すごくいいって！　カサネもちょっとあせってた！」

「そうか！　うむ、うむ。いい事だ」

　だが──彼女達は、その毎日を楽しんでいた。

　その心が彼女達を『境地』へと近づけ、その度たびに力の差は縮まっていっている。

　彼女達には、それが最も良い修行になるというのは明らかだった。楽しめば楽しむほど、強くなれる。毎日すさまじい速度で強くなる彼女達が試練を突破するのには、そう時間はかからないだろう。

　試練と言いつつも、これはヤナギ様が彼女達に課した最後の修行なのだ。今ではそれがわかる。

　そして恐おそらくは──私に課せられた試練もまた、最後の修行なのだろう。シェリル達よりもずっと厳しい試練は、それだけ私が得なければならない力が大きいということなのだ。

　あまりにも大きすぎるのはちと問題だと思ったが、これもまた楽しく感じるのは我ながら少し阿あ呆ほうっぽい性分だが、それだけ大きい問題だ。この夜間の修行くらいは認めて貰もらって当たり前だろう。

　焦らず、確実に一歩を。その重要性は──この花開く様な笑顔を持った少女が、教えてくれる。彼女達がいるからこそ、私は少しずつでも歩んでいけるのだ。

「……あ！　おもいだした。ねえ……おねがいがあるの」

　子のようでも孫のようでもある、大切な存在。そんなシェリルからの『おねがい』を、どうして断ることができようか？

「なんだ？」

　傍そばに下ろしたシェリルからの上うわ目め遣づかいに、その内容を尋たずねる。

　出た声は知らず肯こう定ていの色が強くなってしまっていた。

　今の私は無理難題でなければ、大たい抵ていのことは聞いてしまうだろう。そんな好こう感かん触しよくを得たのだろうか。シェリルは口元を隠しながら、微笑ほほえんだ。

「えへへ、ぬけがけ、したいなーって」

　それがなんのことかは分からなかったが──シェリルは、それだけ言うと私の手を摑つかんで走りだす。

「こらこら、この状態で急ぐのは危ないぞ」

「ごめんね……？　でも、はやく行きたいから……」

　どうやら、私を何ど処こかへと連れだそうとしているようだ。

　こうなると、私はもう何も言えない。シェリルの浮かべるこの一瞬の笑みは、悠ゆう久きゆうを過ごす宝石よりもかけがえの無いものなのだから。

　暗くなりゆく道を少女に手を引かれ、走る。この方向だと──街の方へ向かっているのだろうか。笑顔のシェリルに頰を緩ゆるませつつ、私は一時行く先を彼女に委ゆだねることにするのだった。




　　　　◆




　そうして走って暫しばらく。私達は街へと脚を踏み入れていた。

　神聖な場所として中々人が近づかないヤナギ様の社やしろの近くとは違ちがい、街は人で溢あふれている。

　だが、辺りの様子はいつもとは大分様相を変えていた。この辺りは何時でも人が多いが、今日はそれが溢れんばかりの人混みになっていたのだ。

「む、これはちと凄すごいな。はぐれるなよ、シェリル」

「うんっ」

　気を抜ぬけば直ぐに離はなれてしまいそうな人混みで、私はシェリルの手を握にぎりしめる。

　こうしていれば、はぐれる事はないだろう。しかし随ずい分ぶんな人の数だ。

　今日はなにか特別なことがあるのか。私の推測が当たっていることを知るのは、すぐだった。

　街のいたるところに、見慣れぬ照明がかけられているのだ。

　……特とく徴ちようを見れば、あれは確か『提灯ちようちん』。紙でできているらしい照明は、淡あわく優しい赤色の光を放っていた。

　一体なんの祭りだ、これは。

　知らぬ間に、口に出ていたのであろう。隣となりのシェリルが、はにかみながら答える。

「せいれいさい、だって。ヤナギさまが言ってたの。お前にだけ教えてやろう、って」

　せいれいさい。その響ひびきを口にする。

　……精せい霊れい祭、か。確か、この街で一年に一度行われている祭りの名前だ。

　街を守護する精霊への感謝を表すため、この街では一年に一度その祭りが開かれているという。この人の多さは、それを目当てにしてきた者達だろう。

　成る程、シェリルは私をこれに連れて来たかったのか。得心が行き、私は笑みを浮かべる。

　見れば中々に幻げん想そう的な光景だ。浮うき世よ離ばなれした街に、見慣れぬ照明──提灯の光がよく嚙かみ合っている。

　人の流れ、通路を挟はさむように並ぶ出店の数々。日常感の無い光景は一年に一度のものと言われてすぐに納得できるものだった。

「こっち、こっち！」

　だが、シェリルはこの人混みの中を急ぎ歩く。私も手を引かれているため、彼女の動きに従うしか無い。

　……ふむ？　この状態でも中々に興味を誘さそう光景なのだが、シェリルが本当に見せたいのはこれではないのだろうか。

　一体ヤナギ様から何を言われたのやら。疑問に思いつつも、行く先を任せた私は特に何を言うでもなく、時を待つ。

　シェリルが見せたいものだ。きっと悪いものではあるまい。

　そうしてやがて歩くと──私達は広場に出た。そこには、この街の人の流れが全て集まっているのではないかという程の人で溢れていた。

「凄い人だな」

「うん……どうしよう……ぶたい、見えない……」

　苦笑交じりにそう聞くと、シェリルは心から落ち込んだような声を返す。

　……舞ぶ台たいか。この子がここまで落ち込むということは、よほど見せたいものなのだろう。

　ならば、と。私はシェリルと密着する。

「う、え？　スラヴァくん……？」

　両手を背に回して確しつかりと彼女の身体からだを抱だきかかえると、珍めずらしく彼女から困こん惑わくの声が上がった。

　いきなりが過ぎたろうか。後で謝らなければいけないかもしれないな、と。

　両手でシェリルを抱だいたまま、私は勢い良く飛び上がった。そうして向かった先は、舞台がよく見える場所の屋根だ。

「これなら、舞台が見えるだろう？」

　行ぎよう儀ぎは悪いが、滅めつ多たに我わが儘ままを言わないシェリルがここまですることだ。このくらいはしてもバチは当たるまい。

　人々の見つめる先がよく見える高さの屋根に飛び移った私は、抱きとめていたシェリルをゆっくりと屋根に下ろす。

「……うん」

　頰を真っ赤にしたシェリルが、頷うなずいた。

　やはり、少し考えがなかったか。そう思いつつも、私は屋根に腰こしを下ろす。

「それで、何を見せたかったのだ？」

「あ……あのね……」

　今の出来事は刺し激げきが強かったのだろうか。シェリルはまだうまく喋しやべれずにいる。

　だがそんな時だった。視界が一気に暗くなる。ただし、それは辺りが見えない程ではない。

　下の方で、殆ほとんどの照明が落ちたのだ。トラブルかと思ったが、舞台だけはまだ明かりに包まれている。……シェリルの見せたかった何かが始まるのだろう。

　答えは、そちらの方で確かめるとするか。そう思って舞台の方へと視線を落とすと──隣に腰を下ろしたシェリルが、袖そでを引いてきた。

「せいれいさいで、みこさまが舞台で踊おどるんだって。……それでね、それで……」

　言い淀よどむシェリルの言葉を、私はただ待った。

　下の方でどよめきが起こる。舞台のほうで何か変化があったのかもしれない。

　それでも、私はシェリルを見つめていた。

「みこさまの踊りを、二人で見ると、その二人はずっと一いつ緒しよにいられるんだって。……ヤナギ様が、言ってたの」

　薄うす暗ぐらい中でもわかるほど、シェリルは顔を真っ赤に染めていた。

　精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼって、伝えられた言葉。愛いとおしいという気持ちが、頭のなかを一色に染め上げた。

　……ああ、何を一瞬でも迷っていたのか。この子が、悪あしき道に脚あしを踏ふみ入れるはずがない。そう、確信する。

「っ……えへ、へ……」

　白くひんやりとした感触の手を握り締しめると、シェリルの顔にあった躊躇ためらいが笑顔に変わる。

　その笑顔を見ていると、温かな気持ちが溢れてきた。

「……みこさま」

　舞台の方では、小さな少女が扇おうぎを操り、華か麗れいな舞まいを披ひ露ろうしていた。

　独特の赤いハカマはヤナギ様が着ているものを模して作られたものだろう。で、あるならば──あの少女は、街を守る精霊を、ヤナギ様を模しているのだろう。

　見事な舞だ。まだ若い少女だというに、その舞には──迷いがない。

　確かな技術が、誇ほこりがその舞からは感じられた。

　……時には穏おだやかに、時には力強く。振るわれる扇は、迷いを吹ふき飛ばしていくような気がした。

「大だい丈じよう夫ぶ。私達は、ずっと一緒だ」

「うん、ずうっと、一緒」

　悠久の存在であるヤナギ様を模した少女の舞は、確かに悠久の流れを感じさせるような気がした。

　きゅうと、握る手の力が強まる。

　シェリルの手は私よりも冷たいが、心には温かいものが訪れていた。

　しかし少女の舞は終わりへと近づいていく。まるで鳥が羽を休めるように。舞は少女の静止によって終わりを告げられると、舞台の光が消え、代わりに街に光が戻もどってきた。

　……神秘的な儀ぎ式しきを見届けた街の人々が舞台に背を向け、帰っていく。

　だが私達は舞が終わった後も、暫く、ずっと手を繫つないだままでいるのであった。




　　　　◆




　祭りが終わり、空はすっかり暗くなった。

　二人揃そろって姿を消した私達が屋や敷しきへ帰ると、待っていたのはソーニャとアルマからの追及だったが、私の背に負われたシェリルが寝ね息いきを立てているのを見ると二人はすんなりと引き下がった。

　精霊祭の事を二人が知っていたら、今日という一日はもっと慌あわただしい物になっていたかもしれない。そうならなかったことに感謝している私がいるのは──シェリルが言っていた『ぬけがけ』というのもあながち間違いはなさそうだと、鼻を鳴らした。
















　そうして、皆みなが寝ね静しずまるころ、私は再び屋敷の庭に佇たたずんでいた。

　冷たい風に晒さらされつつも、身を包む温かな感覚は残っている。それを確かめるように、すう、と息を吐はく。

　やがて私の身体は、穏やかで柔やわらかな力に包まれていた。

　思い返していたのは今日の事。そして、思い馳はせるのは未来のことだ。

　私達の行く先には、大きな障害が立ちふさがるだろう。世界を揺ゆるがしかねない大いなる悪意だ。きっと、私達の先には困難が待ち受けているのだと思う。

　……今までは、僅わずかにそれを不安に思う気持ちがあったのだ。

　私のような阿あ呆ほうとて、悩なやむことはある。ガルトに喫きつした敗北は、私にとっては大きな存在となった。

　完かん膚ぷなき敗北を喫した相手を前に、私はこの子達を守れるのだろうかと。

　単に大丈夫さ、と意識を切り替かえる事は出来るかも知れない。だがそれは単なる楽観視だ。考えなしにシェリル達の命を危険に晒すことは出来ないと、自らを律する楔くさびは、私の心を縛しばり付けていたのだ。

　しかし、それは今日解かれた。

　ゆっくりと目を開くと同時に、後方から何かが飛来する気配を感じた。後ろを振り向かぬまま、私は後頭部のあたりに手を振るう。

　──止まった手には、石が握られていた。誰だれかが放ったのだろう。

　……まあ、ここまでの速度でそれを実行出来る者は、まだ一人しかいないだろうが。

「悟さとったな、スラヴァ」

　片手で石を投げあげて遊びつつ、姿を現したのはヤナギ様だった。

　私が振り返るのを確認するや、ヤナギ様はもう一つの石を放り投げた。

　最初に投げた石と殆ど同じ速度だ。……まったく、無茶をなされる。

「手て癖くせが悪いですな。当たったら怪け我がでは済まされませんぞ」

　僅かに首を逸そらして石を避よけると、後ろにある石の灯とう籠ろうが粉々に砕くだけ散ちった。

「あっ！　おま……避けるでない！」

　受け止めろ、という事だったのだろうが、あんまりな言い草に苦笑いを浮うかべる。

　幼い少女の拳こぶしほどの大きさもない石であの威い力りよくだ。避けるなとは酷ひどすぎるのではないだろうか。

　……とはいえ、それを受け止められたのも事実である。

　それも、その石を見ることもせず──

「『明鏡止水』。摑つかんだな」

「ええ」

　今までの私であれば、いや。ついさっきまでの私であれば、それは出来なかったろう。だというのに、今はここまで落ち着いて、息を吐くようにその力を操ることが出来る。

　口角を上げるヤナギ様に返すのは、肯こう定ていだった。

「ホンの数時間で化けたな。何があった？」

　知っている癖くせに。そう思いつつも、私は先程あったことを、感じたことを。訪れた変化を話す。

　一通りの事を話し終えると、ヤナギ様は盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「敵に塩を送る結果になったかのう」

　呆あきれた顔をしつつも、どこか嬉うれしそうなのは彼女の面めん倒どう見みがいいからだろう。

　愛あい想そ笑いを返すと、沈ちん黙もくが流れる。

「……最初に、シェリルの事を悪く言ってすまんかった」

　だが直すぐに沈黙は破られる。静せい寂じやくを破った言葉の意外さに、私は目を丸めた。

「あの娘こ──シェリルの力が危あやういのは事実じゃ。修行を経へてあやつが『境地』に近づいた今も、それを撤てつ回かいするつもりはない。しかし、一番重要なのは、力の質ではない。その扱あつかい方じゃ」

　縁えん側がわに腰を下ろすと、ヤナギ様は私の目をじっと見み据すえた。

　真ま面じ目めな瞳ひとみから笑みが零こぼれると、ヤナギ様は続ける。

「その点で、問題はないようじゃ。共に歩む仲間に恵めぐまれたな、奴やつは」

　ヤナギ様のお言葉は、今まで私が授さずかってきた彼女の言葉の中で、これ以上ないほど嬉しいものだった。

　尊敬していた師から授かった合格点。その価値は、何事にも代えがたい。

「夜は冷えるぞ。捗はかどっているのはわかるが、根を詰つめすぎないようにな」

　優しく鼻を鳴らして、ヤナギ様は立ち上がる。わらじを置いて縁側へ登った彼女は、もうじきに寝るつもりなのだろう。

「お待ち下さい」

　その背を、私は呼び止めた。

「あふぁ……なんじゃ。わしはもう眠ねむいのじゃが」

　今回は、振り返った。あくびを嚙かみ殺すヤナギ様は、外見相応の年ねん齢れいにさえ見える。

　……だがなあ、これを言うと怒おこるのだろうな。

　そう思いつつも、私はその言葉を飲み込むことは出来なかった。

　今しかないと、奇き妙みような確信に胸を支配されていたから。

「これより三日後、試練を受けたく存じます」

「……なんじゃと」

　予想通りに、私の言葉はヤナギ様の逆げき鱗りんを撫なで上げてしまったようだ。

　瞬しゆん間かんに立ち上る『力』が、空気を支配する。魔ま力りよくの奔ほん流りゆうが風を起こすことは珍めずらしくないが、広げられた力が引き起こすのは無風。文字通りに掌しよう握あくされた空気の中、冷や汗あせが浮かぶも──私は、『明鏡止水』を続けたまま、咎とがめるような視線を受け止めた。

「舐なめているのか？　力を手にしたばかりではしゃいでいた──そんな言い訳は通用せぬぞ」

　ヤナギ様のおっしゃられる事は尤もつともである。

『明鏡止水』を完成させ、安定した力で戦うことが出来るようになった──その程度で倒たおせるほど、ヤナギ様は甘くはないはずだ。

『境地』にも練度があるだろう。その事はわかっているつもりだ。

　怒ど気きを込めたヤナギ様の力が伝わってくる。明らかな怒いかりが込められているにも拘かかわらず彼女が『明鏡止水』を保っていられるのは、その怒りが私を案ずるがゆえに来ているものだからだろう。

　……だが。

「好きな時に挑いどめと、百年後でも二百年後でもよいと仰おつしやったではありませんか。ならば、たとえ明日でも良いはずでしょう？」

　心を満たす感覚が、私を突つき動かした。

　そのタカがわかっただけでも心を折りそうな力を受けつつも、私は至し極ごく穏やかな心境でいる。

「ならば明日にするか？　ええ？」

「いえ、それは流石さすがに。ですのでやはり三日後という事で如何いかがでしょうか。都合が悪いのでしたらば、別の日でも──」

　勝算も無しに挑んでいるのではない。そのことがヤナギ様に伝わると、怒りの表情を保ちつつも、場を満たす彼女の力からそれが抜ぬけていくことを感じた。

「……ちっ！　わかった、では三日後でよい。……ふん……わしが調子を乱されるとはな……」

　息と力を抜くヤナギ様の態度に、どうやら初めて勝ったようだとほくそ笑む。

　しかしごく小さな勝ちだ。ヤナギ様は私をきっと睨にらみつけると、指をつきつける。

「じゃが良いな！　これはわしにとってもチャンスなのじゃ。泣き言は聞かんぞ！」

「ええ、理解しております」

　今度する勝負は──負けられないものになる。その事実に、身が震ふるえた。

　だが私の身体からだにはまだ『明鏡止水』が続いていた。

　最低限、土俵に立つことは出来たかと思う。

　……無む謀ぼうな挑ちよう戦せんだということはわかっている。それでも、今しかないのだ。

　鉄は熱い内に打てという。その言葉を信じるのならば──彼女に『挑む』タイミングは、今しかない。

　勢い良く身を翻ひるがえし、帰っていったヤナギ様も今夜は寝ね付つきが悪いだろう。

　しかしそれは私も同じだ。恐きよう怖ふはないし不安もない。

　それ以上に──大きな予感が、身を突き動かしている。

「ふふ……三日後に体調を悪くするようなことだけは、避さけんとならんな」

　だからこそ、私は楽しみだった。

　尊敬する強者への挑戦──この感覚は、此こ処こから先数十年、数百年磨みがき続けて盤ばん石じやくを築いてからでは得られないはずだ。

　どうしても、青いまま彼女に挑戦したかったのだ。

　尊敬する達人に負けられない闘たたかいを挑み、青いままに勝つ。数百年の寿じゆ命みようがあろうとも、そんな事はこの瞬間しか味わえないものだろう。

　熱に浮かされ、私は拳を振ふるう。

　正に今、私の身体は赫かく々かくたる鉄のようだった。

　熱を込めたまま、私はその日の修行を早めに切り上げた。早めに──とは言っても、もう大分遅おそい。だが今から三日で、私は今持てるだけの万全を整えねばならないのだ。

　どう考えても、それは楽しいことだった。

　燃もえ尽つきる前に、冷えて固まる前に。今しかやれぬことを。

　まるで旅行を控ひかえた前日の様な心持ちで入る布団はいつもよりも温かい様に感じられた。







　　　第十五話　すべてをこめて







　道場にて、二人の乙おと女めが向かい立っていた。

　シェリルとカサネの対決だ。もう何度目になるかも分からないそれは、この道場では一日一回、必ず行われる恒こう例れい行事となっている。

　試合はもう終しゆう盤ばん戦せん──二人は既すでに息も絶え絶えだ。

　どちらも粘ねばり強い武術家故ゆえに、闘いの終わりはいつも烈戦を迎むかえることになるが、総合的な魔力の多さでここからを征せいするのはカサネ──というのが、何い時つもの展開であった。

　しかし今日は、いつもとその様相が違ちがっていた。

「くっ、そ……し、ぶてぇ……ぞ……！」

「あは、はあ……！　だって、いつもより、がんばってるもん……！」

　シェリルと相対するカサネは、眼前のシェリルより息を荒あらげながら、なんとかといった様子で汗を拭ぬぐう。

　対するシェリルは言葉をところどころ詰まらせながらも、カサネの様に言葉をぶつ切りにしてはいない。

　それでも──やや有利なのは、カサネだろう。

　残った魔力に働きかけ、強く地面を踏ふみしめたシェリルが高速で移動する。疲ひ労ろう状態で目に頼たよっていては、視認を困難とするであろう速度だ。

「う、づ……！」

　しかしカサネに対しては、いくら速かろうと単純な速度は通じない。

　目、耳、鼻。狼おおかみの力を持つ彼女は、非常に優れた感覚器官を持っている。この場合はたとえ姿を消すほどの速さでも、地面を叩く脚あしが、風をきる身体が立てた音を聞き分けるだろう。

　更さらに言うのならば、彼女の魔力感知能力は高い。シェリルの様に策を弄さず、魔力や直感で戦うタイプは、カサネにとっては非常に戦いやすい相手だろう。

　だが──

「あはぁ……楽しい、カサネ、やっぱり凄すごいよっ……！」

　頼るべき感覚の一つが使えなくなった時、勝負を乗せた天てん秤びんがどう動くか。

　こういう時、彼女の心は有利になるかもしれない。ダメージを受けたシェリルは、発奮するのではなく、純じゆん粋すいに相手を──カサネを認められるのだ。

　それは『明鏡止水』を習得する上で大きな助けとなるだろう。相手を認める気持ちが、悪あしきものであるはずはないのだから。

　膨ぼう大だいな魔力が、揺ゆらぐ。それと同時に、シェリルの魔力は霧きりを払はらうように姿を消した。

　魔力が尽きたかと、カサネの顔に歓かん喜きが浮うかぶ。ただし、それはほんの一いつ瞬しゆん。今まで彼女は見てきたのだ。この展開から自分の修行仲間が、師し匠しようが打だ倒とうされる様を。

　魔力が消えると、シェリルの顔から笑みが消える。──その姿さえも。

「ありがとう」

　シンプルな礼が響ひびいたのは、カサネの後ろからであった。

　感謝の念とともに、シェリルは振り返るカサネの頰ほおに強きよう烈れつな『透拳バニシユ』を打ち込んだ。

　小石を弾はじくようにふっとばされた身体が、道場の壁かべに罅ひびを入れてようやく止まる。

「勝負ありっ！　シェリルの勝ち──これで、お前たち三人の試練は終わりじゃな」

　勝者の宣言と共に、コラエとマツヨイがカサネへと駆かけ寄よる。シェリルもカサネの元へ行こうとして──腰こしが抜けたように、すっ転んだ。

　それでもなんとか行ぎよう儀ぎよく座ると、そこへヤナギ様がやってくる。

「ようやったな。……お前のように若い娘むすめが『境地』へ手を伸のばすとは、驚おどろきで何も言えんよ」

　差さし伸べられた手をとり、シェリルが立ち上がった。

　その顔は誇ほこらしげだ。それはそうだろう。たった今、壁を一つ越こえたのだ。認めた相手を打倒し、視みえざる力をその手に摑つかんで。

　……本当に、よくやったものだ。

「ただし、やり過ぎじゃ！」

「ぎゃんっ」

　まあ、満点とは行かなかったようだが。強烈なチョップが脳天に落とされ、シェリルはうめき声を上げる。

　それでも、その顔は満足そうなままだった。

「くっそー……もう一勝負、もう一勝負やろうぜ……っ」

「無茶をするなカサネ。……見事だったぞシェリル殿どの」

　そこへ、二人に抱かかえられたカサネがやってくる。

　無理もない。魔力を使い果たしかけた所への強烈なダメージだ。暫しばらくの間は立てないだろう。そんな状態でもう再戦の事を話しているあたり、タフというか好戦的というか。

「……ちくしょー、負けた……強くなったな、おまえ」

　だが確しつかりと相手を褒ほめ称たたえる心は持っているようだ。

　この少女もまた、強くなりそうである。

「カサネも、すごかった！　ようやく、勝てたもん……また、やろうね」

「ああ！」

　誰だれかとお互たがいを高め合える、というのは、重要なことだ。

　最初はシェリルをバカにしていたカサネだが、彼女は不器用なだけのようだ。シェリルと固く握あく手しゆを交わす彼女を見れば、悪い者だとは思えない。

「あだっ！　あだだ……！　おま、加減しろよっ!?」

「あう、ごめん……」

　……まあ、色々と問題は残っているようだが、それにしてもシェリルは強くなったものだ。

　今の彼女なら、二度目の人生を迎えてすぐの私くらいならば倒せるだろう。それがなんとも悔くやしく、それ以上に嬉うれしい。彼女がどこまで行けるのか。それを確かめるのも、今の私にとっては大きな目的の一つだ。

　……だが、それをするためには、超こえなければならない壁がある。

「さて……それでは余興も澄すんだところで、めいんいべんとと行くかの？」

　見返りながら見下すヤナギ様の視線が、私を睨ねめつける。

　凄すさまじい重圧だ。これが、最後通告ということなのだろう。

　これは喧けん嘩かを売る相手を間違えたかもしれない。そう思いながらも、身体は止まってくれない。

「ねえ、本当にいいの……!?　もっと後だって……っ」

　立ち上がろうとすると、ソーニャに腕うでを捕つかまれ、動きを阻はばまれる。

　ここで私が負ければ旅は終わりだ。……なんとも無責任な事をしてしまっているのだな。今いま更さらになって、自分の勝手さに変な笑いが浮かんでくる。

　それでも。私は腕をつかむソーニャの手に、そっともう片方の手をのせる。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　何を言うべきか。迷いながらそう口走ったことに、自分でも驚く。

「……わかった。行ってらっしゃい。でも、負けたら怒おこるからね」

　名残なごり惜おしさを感じさせつつも、ソーニャの手が離はなれていく。

　不安を残しながらも、信しん頼らいしてくれたのだろう。これは何が何でも負けれられんな。

「行ってらっしゃいませ」

「うむ、行ってくる」

　…まあ、もとよりそのつもりだが。見送るアルマの声に笑みを返し、私はその場へと向かった。

　道場の中心。そこへと向かうと、脚をよろめかせながら歩くシェリルとすれ違った。差し出された手にその意図を察すると、私は勢い良くその手を叩たたいた。

　こんなこと、道場の若いものたちがやっていたな。中々悪くない。

「がんばって」

「ああ」

　交わす言葉は簡素なものだったが、熱いものをもらった。

　自信を背負い、私はようやくそこへと──ヤナギ様の前へ、到とう着ちやくする。

　数十年、百年近く、求め続けた場所。その場所の感覚を確かめるように、目を瞑つぶる。

「最後にもう一度聞いてやる。今ならば三日前の言葉を聞かなかったことにしてやろう。こうまで急ぐ必要はあるまい？」

　なんだかんだで、ヤナギ様の与あたえた試練は私の成長を望むためのものだったのだろう。

　威い厳げんを保ちつつも、その声には僅わずかに遠えん慮りよの念が感じられた。

　……逆に言えば、それは負けた時には約束を飲ませる気だということだろう。少しばかり重い条件だが、それは今更だ。もとよりその気持ちでいる以上、心は揺るがない。

「今でなければ、駄だ目めなのです」

　だから私はそう返す。

　命短し──は違うかもしれないが、今この瞬しゆん間かんでなければ、出来ないことがある。

　ならばやるしか無い。

「そうか」

　味気なく返す言葉に、構える。

　表情豊かなヤナギ様からは考えられぬ、無表情。だが、仮面の下に違う表情があることを、ありありと感じていた。

　引く気はない。構えにて意思を表明した私を見て、ヤナギ様もまた、構えを作った。

　……『流水』によく似た構えだ。故にその構えの目的がわかる。

　受けの技。それを必要とする相手として、私を見てくれている。

　ようやくお会いできましたね。

　私にとっての一つの到とう達たつ点が、いま。

「コラエ、合図を」

　興奮しぎみな私の顔に、ヤナギ様は一瞬だけ顔かおを綻ほころばせた。

　しかしコラエに合図する頃ころには──その瞳ひとみは、刃やいばを宿す。

「はっ……では、両者準備はよろしいですか」

　ついに、始まる。

　乱れそうな心を抑おさえつけながら、私は『明鏡止水』を発動した。

　同時にヤナギ様のお身体からだからも、凄まじい力が押し寄せてくる。

　大人げない事この上ない──それが、ただ嬉しい。

「試合開始ッ！」

　魔ま力りよくが感じられなくともわかったのだろう。既すでに両者の準備が整っていることが。

　掲かかげた手は勢い良く振ふり下ろされ──遂ついに、退けぬ闘たたかいが始まった。

　予想通りに、立ち上がりは無音。当たり前だ。ヤナギ様のそれは受けの構え。いくら私でも、守りを固めた格上を相手に突つっ込こめるほど青くはない。

　まるで時間が止まったかのような世界の中、精神だけが削けずられていく。

「なあ……なんだ？　この闘い。なんで魔力も使ってねェのに、こんな……勝てる気がしないんだよ……」

　ふと、場外から声がした。それがなんと言っていたかを聞き取るまでの余よ裕ゆうはない。

　……流石さすがはヤナギ様だ。構えに隙すきはなく、『明鏡止水』はそれ以上に流りゆう麗れいな流れを保っている。だが、負けるとは思わなかった。思えなかった。勝てないと心を折った瞬間に、勝負は決着する。だがそれ故ゆえに、命のやり取りは発生しない。それが『境地』に達した者同士の闘いになるのだろう。

　師匠やヤナギ様の居られる世界を想うと、そこに自分がいる事実に、極ごく微び細さいな心の揺れが発生する。

　ヤナギ様が、それを見み逃のがすはずはなかった。

「（疾はや）」

　一瞬でヤナギ様の姿が視界から消え、言葉未満の感情を想う。

　この速度で、魔力を感じないとは冗じよう談だん臭くさい存在だ。だが、今の私にはそれを視ることが出来た。

　先程のシェリルのように──もっと洗練されてはいるが──背後を取り、拳けん打だを狙ねらう。

　煙けむりの流れるような静かな『力』を感じ、後ろを振り向きながら拳を振るう。

　所謂いわゆる裏拳。だが私のそれはいともたやすく防がれた。ヤナギ様の拳が掌たなごころへと変わり、私の腕を摑む。最初からこれが狙いだったのか。気付く頃には、私の身体は宙に浮いていた。

　急いで空中で身体をひねり、叩きつけられる地面へと先に脚あしを置く。捻ねじれた腕が痛みを訴うつたえるが、たった一合での戦せん闘とう不能に比べれば安いものだ。

　この程度で、終わらせてたまるか。言葉ではなく、想いを拳に乗せて、ヤナギ様の顔面を狙う。

　質は良い──と、力に目覚めたばかりの私には感じる──拳打ではあったが、それに工く夫ふうは無い。空いた手でいともたやすく拳を払うと、小さく円を描えがき、掌が私の腹を狙う。

　まずい。そう感じながら、私は右みぎ膝ひざを跳はね上げた。腹部への発はつ勁けいを防ぐ目的だ。

「……つ」

　結果から言えば、それは成功した。右の膝は、今のままでは致命打となりうる一いち撃げきを上方へと跳ね飛ばす。だが、正直に言えばあまりこの手は取りたくなかった。

　自ら地面への支えを一本手放したようなものだからだ。細く靭しなやかな脚が、残る私の脚を刈かる。支えが一本という不確かさはいともたやすく私の体重を彼女へと明け渡わたす。その瞬間、風景が凄まじい速度で流れた。直後に体中を襲おそう衝しよう撃げきと、肺が平たく伸のばされたのではないかという息苦しさで、地面にたたきつけられたのだと気づいた。

「カッ、ハ……！」

　息が漏もれるも、苦く悶もんに震ふるえている暇ひまはない。直ぐ様身体を転がしながら、その勢いを利用して立ち上がった。

　しかし無理をして立ち上がったはいいが、ヤナギ様は顔色一つ変えずに追撃を狙う。呼吸を整える前に勝負を決めるつもりなのだろうか。選せん択たくは組技ではなく──打撃。

　圧あつ迫ぱく感に包まれれども、魔力は感じない──今までとは勝手の違ちがう乱打戦に舌を打つ。『明鏡止水』同士であれば、その力を感じる事はできるのだが、やはり今まで頼たよっていた力を基準に打撃力を判断しようとしてしまう。

　拳の速度と『明鏡止水』の圧。これからはその二つで威い力りよくを察していかなければならない。慣れろとただ一言単純に自らに命じ、私は槌つちの雨を捌さばいていく。

　一撃ごとが手を弾はじき飛ばしそうだ。だが不幸中の幸いというべきか、ヤナギ様は受けの技術に比べると、打撃の技術はやや苦手だという印象を受けた。

　ヤナギ様のお身体が小さいというお陰かげもあるが、間合いはいつもよりか調整しやすいくらいに感じる。……尤もつとも、それがわかったところで攻こう勢せいに転じられぬほど、力に開きがあるのだが。

　それでも、隙を見つけるくらいは出来た。

　……防ぼう御ぎよの空いた部分になんとか拳をねじ込むと、ヤナギ様が腕を滑すべりこませ、防御の体勢を取る。

　防御を取ったということは、今の私でもダメージを与えることが出来るという訳だ。証左を手て土産みやげに、私は打撃で怯ひるんだヤナギ様から離り脱だつする。

「ハァッ……ックハッ……」

　息も吐つかせぬ、とはこの事か。乱打から逃のがれた私は、久々の空気を口にする。

　全く以もつてでたらめだ。覚えたての力と磨みがかれたそれでは差があるだろうと思っていたが、その地力の差は思った以上に広い。

　だが、これが、この感覚が欲しかった。

　世界に強い者はごまんといる。それでも、ここまで強い者がいったいどれだけいるというのか。そういう者達でなければ、この感覚は得られない。胸を借りるという、この感覚は。

　しかし相手が強いだけではだめだ。私自身が青くないと、それは成立しない。

　我ながら歪ゆがんでいる気持ちだという念もある。だが、これが最後のチャンスかもしれないのだ。全てを出しきってなお敗色濃のう厚こう。尊敬するヤナギ様とそんな勝負が出来るのは、恐おそらくこれが最後──！

　青い青いと思いながら、そんな感覚が欲しくなった私は結局ジジイなのかもしれない。だが欲しいものは仕方がない。始めの頃には誰だれもが持っていた感覚も、今では貴重なものだ。強くなればなるほど、何かを蓄ちく積せきすればするほど──ありふれたガラス球は、煌きらめく砂さ漠ばくの中でかけがえの無いものとなる。

「まだまだ──お願いします！」

　息を切らしながらも、力の質が上がっていくのがわかった。

　こんな楽しい勝負を直すぐに終わらせてなるものか。終わらせないためにどうすればいいか──私の心はわかっているようだった。

「青い、な」

　はしゃぐ子供と化した私を見て、ヤナギ様は淋さびしげに笑う。

　その表情が呟つぶやくお心は分からない。

「そんな青い所が好きだったんじゃよ」

　だがまだ勝負が本番を迎むかえていないことは、よくわかった。

　ヤナギ様の力が膨ふくれ上がる。強大な心の力が、一度縮まった差をまた元の大きさに戻もどす。

　全力ではないと知ってはいたが、これ程大きな力を隠かくしているとは。

　……圧あつ倒とう的な力の差の前にも、私は笑顔だった。強がりではない。諦あきらめたわけでもないし、もちろん気が触ふれたわけでもない。

　単純に、楽しかったのだ。ヤナギ様には申し訳ないが、私の往おう生じよう際ぎわの悪さは天下一品だ。なにせ、死んでも死にきれず二度目の人生を送っている位である。

　総合的な魔力の量は向こうが上。『明鏡止水』の練度も向こうが遥はるかに上。そんな状態で戦っているものだから、消しよう耗もうの仕方だけは私のほうが上だ。

　だがそんな状じよう況きようでも私は小さな小さな勝機を摑つかんでいた。それが掌にあるうちは、諦められるものかよ。

　再び見合い、隙の探りあいになったこの機会に、私は自らの勝機を洗いなおす。

　切れる札は三つ。その全てが不確かなものだが、この状況をひっくり返しうる手札になるかもしれないと想うと、自然と悪戯いたずら心が湧わいてくる。

　……一つ目は、ヤナギ様の打撃技。その練度の低さだ。低いとは言うが、それは一流の水準を超こえて余りあるものである。だが僅わずかに、その攻こう撃げきには雑さが見られるのだ。

　恐らく、実戦の機会そのものが少なくなったのではないか──と想う。技は磨きぬかれたものではあるが、それを振るう機会がどうにも嚙かみ合わぬ瞬しゆん間かんが極ごく稀まれに訪れるのだ。

　そして二つ目の勝機。これは、ヤナギ様の『明鏡止水』にある。

　先ほど、彼女の力が増した時。僅かにだが、その『明鏡止水』の質が落ちたのだ。量は増えたが、質が落ちた。結果、その総力は膨れ上がった力の大きさに見合うものではなくなっていた──というのが二つ目の概がい要ようである。三つ目は、その案をそのまま自分にも当てはめただけだ。ヤナギ様の魔力が膨れ上がる前、私の力はその質を上げた。

　ならばもっと上げられないだろうか。それだけである。

　はっきりいって、三つとも確証に欠ける不確かな案である。それでも、私には確率の彼方かなたへ届きうるこの札が輝かがやいて見えていた。

　現時点の私が彼女に勝てる確率は低いだろう。しかしこの札が有効に働くのならば──未熟をも、ひっくり返すかもしれない。

　僅かな可能性があればあとは試すだけだろう。

　幸いにも、ヒントは摑めた。後は、ぶっつけ本番だ。

　ヤナギ様と見合いながら、私はその一挙手一投足を見張る。一瞬でも気を抜ぬけば、一回でも直撃を許せば、私の敗北は色いろ濃こくなるだろう。

　……だが、この『明鏡止水』という力の使い方がわかってきたのだ。

　通常、魔力というのは心を高ぶらせる事でその勢いを増すことが出来る。しかしそうやって得た力はどうにも細かい動作を苦手としているのだ。逆に、常に冷静でいれば、魔力はより精密に扱あつかうことが出来る。それは、感情と魔力の関係を逆にしても同じである。大きな魔力を解放すれば感情は高ぶりやすくなり、逆に僅かな魔力を操作していれば、心のほうが落ち着いてくることもある。

　──ならば、『境地』などと呼ばれつつも大本の力が同じ『明鏡止水』もそのように調節ができるのではないか。

『明鏡止水』に必要な条件は百％の『善の心』だ。マイルスは極限まで心の規模そのものを縮小することで、僅かな善の心での『偽にせ・明鏡止水』を発動したのでは、とヤナギ様は推測なされた。

　ヤナギ様が力を増ぞう幅ふくさせた時、あの直前。ヤナギ様は蠟ろう燭そくの火を吹ふき消すように表情を消し、心の揺ゆれを抑おさえた様に見えた。その時、私はその技術の存在を思い出した。

　力の質を下げぬまま規模を大きくすれば、纏まとう力はより強大なものとなっていたろうに、何な故ぜ敢あえてそうする必要があったのか。それは『明鏡止水』を大きく発動すれば、魔ま力りよくと同じく、抑おさえている心までが膨れ上がってしまうからではないのだろうか。

　敢えて力の総量を調節したのは、悪感情が浮うかび上がってくる事を阻そ止しするため──そんな気がしたのだ。

　私の考えが合っていると『明鏡止水』にもまた、限界が存在することになる。それはやはり──元となる力の魔力と、よく似ている。

　となると──シジマ流には、『逆・明鏡止水』の原理と全く逆になるような技が一つある。

「来ないのか」

　ヤナギ様はただ目の前の敵だけを見ながら、淡たん々たんと誘さそう。

　やはり、身に纏う力の量に比べて感情の色は希き薄はく──私は、自分の考えがあっているのではないかという実感を得た。

　ならば『明鏡止水』は調節機構が二つある発展形の魔力だ。……無茶無む謀ぼうは大得意。やってみる価値はある。

　どうせこのまま見合っていても、持久戦ではあらゆる面で私は不利。ならば仕し掛かけるほうが得というものである。

「なんのつもりだ」

　私は構えを解いた。身に纏う力は解除していないため、降参の意思はないと取られたのだろう。

　問いかけるヤナギ様に対し、私は構えを変えることで答えた。

「一度やってみたかったのですがね。『──この一撃に全てを込める』！　これが通じなければ、私の敗まけです」

　敢えて大おお仰ぎように、まるで英えい雄ゆう譚たんの主役の様に、私は声を張り上げた。

　その芝しば居いがかった様子に、ヤナギ様は喉のどを鳴らされる。

「くっくっく……青いの。だからお前は面おも白しろい」

　一頻しきり愉ゆ快かいそうに笑ってから、ヤナギ様は再び心の色を落ち着ける。

「乗った」

　真しん剣けんな瞳ひとみだ。私の提案を受け、彼女は勝ちに来た。

　……有り難い。唯ゆい一いつの勝機がテーブルに乗ったからではない。私の全てを受け止めてくれるというその度量の深さに、涙なみだが出そうだった。

　場は整った。ならば、最大最高の一いち撃げきが義務だ。

　ただ超えるべき壁かべの姿だけを見み据すえ、『明鏡止水』の境地を深く、より深くと進んでいく。

　強敵と戦うのは楽しい。強くなりたい。大恩ある恩人を超えたい。様々な思いが浮かんで、カタチになっていく。

　身体からだに纏う力が、秒ごとに強きよう烈れつになっていくのがわかった。混ざり合う強い思いが、心を引き裂さきそうになる。

「成る程……魔力と、同じというわけかっ……！」

　瞬間的に凄すさまじい疲ひ労ろうが襲おそい掛かってくる。体中の魔力が根こそぎ無くなっていく。これはちとまずい。『明鏡止水』は身体に負担を与あたえないが、その分大本の魔力が驚おどろくべき速度で消費されていくのを感じる。

　……ならば躊躇ためらう暇ひまは無し。

　様々な思いを浮かべつつも、その力には一番強い気持ちが込められていなかった。

　その想いを込めることによって、その『技』は完成を迎える。

　際限なく上じよう昇しようしていく力を危き惧ぐし、『受け』に徹てつしていたヤナギ様が跳はねた。

　その技は、身体が覚えている。だから難しい事はいらない。後は想いを乗せて解き放つだけだ。

　あの子達を、あらゆる災さい厄やくから守りたい──！　強さに懸かける一番大きな想いを込め、その『力』は完成する──！

　シジマ・ヤナギ交流『桜花壱いち式しき・墨すみ染ぞめ』──！

　身体に力がみなぎった瞬間、私は地を踏ふみ抜いた。風よりも音よりも早く、身体の勢い全てを継ついだ拳こぶしが、ヤナギ様の腹部を捉とらえる。

　力の波が捉えた腹部より広がり、衝しよう撃げきの波が道場を広がっていく──だがそれで終わりではない。まっすぐに突つき抜ける想いの如ごとき衝撃が、ヤナギ様の背から通り抜けた。

「あっ……がッ！」

　ヤナギ様の口から、血が噴ふき出す。

　瞬時に『明鏡止水』の全てを腹部の防ぼう御ぎよに回したのだろう。身体を弾はじき飛ばされつつも、ヤナギ様は落ち葉のようにやわらかな動きで地面へと舞まい戻った。

　これで終われば私の勝ち。終わらなければ、私の負け。中間のないシンプルな二択たくだ。

　……全ての力を一瞬で解放させる『桜花壱式・墨染』。これは『明鏡止水』を構成する要素をできうる限り上乗せするというだけの非常にシンプルな技だ。『試製桜花』とは違ちがい、『明鏡止水』の魔力は体に負担をかけない。そのため治ち癒ゆに回す力も必要なく、『試製桜花』に事実上存在していた『強化と治癒の釣つり合い』という限界点も存在しない──

　これによって、私は一瞬だけ理論上無限の攻撃力を得ることが出来る。正に夢の様な話だが──その分、もたらされるデメリットは大きい。

「まさ、に、全、力の……いち、げ、き……と、いう……か……」

　その代だい償しようは『全力』。今の私には、毛ほどの魔力も残されていなかった。

　腹部を抑えつつ、口から血を滴したたらせつつ、ヤナギ様が寄ってくる。

　ヤナギ様に僅かでも余力が残されていれば、私の負けだ。

　もう私には、直立のバランスを保つ力さえも残されてはいなかった。ただ立っているだけ、である。風が吹けば倒たおれてしまうほどだろう。

　それほどまでに、私は全てを出し尽つくしていた。

　迎げい撃げきなどもってのほか、防御などできようはずもない。後二歩を歩いて、小突くだけ。それだけでヤナギ様の勝利が決定する。

　……やるだけはやった。後は堂々と構えているのみだ。様々な疲労が脚あしを揺らす。ヤナギ様が、あと一歩の位置へ来た。

　と、同時に。ゆらりとその体が動く。
















　──負け、か。力ない緩かん慢まんな動作を避よける力さえ残っていない私は、唇くちびるを嚙み締しめた。

「──お前の、勝ちだ……」

　だが、ヤナギ様から告げられた言葉は、予想とは正反対のものだった。

　どうやら、ヤナギ様はこちらへと倒れこんで来たようだ。……すると、彼女にはあと一歩分の余力も残っていなかったことになる。

　勝った──のか。

　ヤナギ様に押されて傾かたむいていく視線。やがて映った天てん井じように想いを描えがく。

　……どうだかわからないな。ひょっとすると、彼女にはまだ力が残っていたかもしれない。私を送り出すため、負けを宣言してから倒れこんだ──彼女なら、有り得そうな話だ。

　だが、私が得たものは、確かに勝ちだった。全力をぶつけた結果、相手が倒れている。その結果に違いはない。

　長いあいだ追い求めてきた背中を叩たたいた初勝利だ。誇ほこらねば損だろう。

　空っぽだというのに感じる充じゆう足そく感に、私は口角を緩ゆるめる。

　……勝った、のだなあ。ふつふつと湧き上がってくる実感に、目を閉じる──

　その瞬間だった。

「おぐっ!?」

　後頭部に走る、鈍にぶく重い痛み。二人分の体重を支えた、無力な身体。勝利の余よ韻いんを嚙み締める頭の中に、地面の硬かたさが容よう赦しやなく割り込んでくる。

　気力体力共に限界──そんな私が、意識を手放すのはあっという間の事だった。

　ぼやける視界の中駆かけ寄よってくる影かげが誰だれのものかもわからずに、私は眠ねむりにつく。

　嗚あ呼あ──事前に負けを宣言してくれて良かった。もしもこれでヤナギ様に意識が残っていたら、敗北するのは私の方だったろう。

　薄うすれ行く意識の中そんな小さな事を考えてしまうのは──旅を続けられる喜びには勝てなかった。そういうことにしておいて欲しい。







　　　第十六話　闘たたかいの後に







　一体どれだけ寝ねていたのだろう。

　一日の始まり以外で目を覚ます、独特の倦けん怠たい感に身体を包まれながら、私は目を開いた。

　外を見ると、まだ明るい。ヤナギ様と対決をしたのが昼食の後だったので、すると今は──と。そこまで考え始めて、思い違いに気づいた。

　寝ていた感覚からすると、私が寝ていたのは一時間や二時間ではないだろう。外は『まだ明るい』ではなくて『もう明るい』のだ。そのことに気づくと、なんだかおかしくなってくる。

　また寝込んでしまったか。強敵と戦うと、私は良く寝ね坊ぼ助すけになってしまう。自分の後先考えぬ性格が浮き彫ぼりになっているようで、嫌いやだなあと苦笑した。

　……だが、それだけの力を使う価値があった。

　私は──ヤナギ様に勝ったのだ。師し匠しようと肩かたを並べる、この世界最強の武術家の一人と、正々堂々の真っ向勝負で。

　影さえも見えなかった背中に追いつき、その肩に手を伸のばし──僅わずかな間とはいえ、追い越こしたのだ。

　その事実を思うと、頰ほおが緩んでくる。

「……勝ったのか」

　口に出せば、ようやく実感が湧わいてくる。あのヤナギ様に勝った。それは、まるで夢の様なことだった。

「勝った……はは、信じられんな」

　身体を襲う倦怠感から、私は仰あお向むけに寝たまま、何度もその言葉を口に出す。

　言う度たびに、現実感のない出来事がカタチを得ていくような気がした。

「うるさいわ。何度も言わんでもええ」

「勝ったァァワアァ!?」

　だが、夢見心地の私に、一番大きな現実感を突きつけてきたのは──隣となりから響ひびく少女の声だった。

　酷ひどくつまらなさそうにしている声。聞き覚えのある響きに、首が錆さびついたドアのように音を立てて右を向く。

「は……はは……おはようございます、ヤナギ様……」

「ふん……」

　そこには、私と同じく布団に寝かされているヤナギ様がいらっしゃった。

　考えれば当たり前のことだ。同じタイミングで倒れた者が、同じ部屋に寝ていても何らおかしくはない。

　そのことに気が付かなかった辺り、随ずい分ぶんと浮うかれていたようだ。

「……一ひと先まずは、おめでとう。試験は合格じゃ」

「あ……ありがとうございます」

　今起きたのか、それとも起きていたのか。どちらにせよ、いきなり隣の対戦相手が勝った勝ったとつぶやき始めれば、腹も立つだろう。

　ヤナギ様は私の視線から逃のがれるように首を動かし、ふてくされてしまった。

　……気まずい。

　それはもう気まずい。

　勝負の外とはいえ、これほどの失態を見せてしまったことでは私は軽い恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　あの勝負に恥はじ入ることはなかったが、あれは裏技のようなものだ。ヤナギ様の油断をついたというのもあるし、あの一戦いわば運の要素が強かった試合だと思っている。

　運も実力のうち──とは師匠の言で、私もそれはその通りだと思うが、運に助けられた部分の多い相手がこうまで浮かれていたら、私だったら少しむっと来てしまう。

　どう謝ったものか。いやさ、謝るのは余計に不ま味ずい。あれこれと考えているうち思考がドツボにはまっていく。

　だが──ふと、声が聞こえてくる。

「クッ……ゥクッ……！」

　何かを堪こらえるように、時折漏もれてくる吐と息いきの音。

　まさかヤナギ様は泣いておられッ──!?　もしかすると私はとんでもないことをしでかしてしまったのかもしれない。

　身体からだの疲ひ労ろうも忘れ、ヤナギ様の名を叫さけぼうと飛び起きる。

「クッ……アハハハハ！　お前、面おも白しろすぎるじゃろうッ！」

　飛び起きた瞬しゆん間かん──ヤナギ様は、腹を抱かかえて笑い始めた。

「プ、クヒ……！　そ、そんなに言わんでも事実は変わらんちゅうに……！　自分を信じられなさすぎじゃろっ……！」

　どうやら、私の奇き行こうはヤナギ様に取っては面白くて仕方のないことだったようだ。

　笑い声が続く間中暫しばらく、行き場のない気持ちを縮こまらせるように私は正座で待機する。

　少々笑い過ぎだとは思ったが、今思うと私自身相当アレだったのだ。甘んじて受けることとする。

「はー……笑った……試合の外で殺されるところじゃったわ……」

「そろそろご容赦を……」

　まだ笑いが冷めやらぬようだが、ヤナギ様はようやく息を落ち着ける。

　また弱みを一つ握にぎられてしまった。試合では勝てても、私とヤナギ様の関係が根本から変わることはないようだ。

　とはいえ、溜たまった空気が抜ぬけたからか。少しすると、部屋に真ま面じ目めな空気が戻もどってきた。

　試合の内容などを話す内、話題は最後の一いち撃げきへとたどり着く。

「桜花壱いち式しき・墨すみ染ぞめ──か。桜花というのはやはり……」

「はい。我が師と共に開発した技の名から拝借いたしました」

　あの一戦。得るものは非常に多かったが、中でも一番大きな収しゆう穫かくがこの技だろう。

　その理り屈くつを、リスクを説明すると、ヤナギ様は感心したように息を吐はく。

「はー……相変わらず無茶苦茶な事を考えるのう。ヘタをすれば……いや、ヘタをせんでもそんなことをすりゃあ『明鏡止水』が解けて負けておったぞ」

　ヤナギ様が説いたのは、『桜花壱式・墨染』の危険性……とまでは行かないが、それがどれほど滅め茶ちや苦く茶ちやなことか、という事だった。

「確かにお前さんの言う通りじゃ。『明鏡止水』の強度は調節出来る。じゃが心の力が大きくなればなるほど、抑おさえつけていた薄うす暗ぐらい心もまた膨ふくらんでくる。じゃからこそわしらは無理のない範はん囲いでその力を調節する技術に心血を注いでおったのじゃが……まさか、善の気で心を一いつ杯ぱいにし、他の心が入る余地をなくすとはのう。完全にアホじゃな、お前」

　ヤナギ様のお言葉に、苦い笑いを浮かべる。単純な考えではあったが、実行する者はいなかったらしい。

「いや……違ちがうな。実行するものがおらんかったわけではないだろう。多分、出来なかったんじゃよ。恐おそらく、人はふつうそこまでの善の気を持たん。……青いお前だったからこそ、できたんじゃろうな」

　お恥ずかしい限りです。そう返そうとしたが、私は言葉を飲み込んだ。それよりも早く、ヤナギ様がそう続けられたからだ。

　青い私だからこそ出来た──か。この年ねん齢れいで青いと言われるのもどうかと思うが、それは自分でも自覚する所だ。

　この技を成功させることが出来たのは、恐らく私だけの手て柄がらではない。

　ソーニャやアルマや、シェリル。彼女達からもらった温かな心がなければ、心の隙すき間まを埋うめることは出来なかっただろう。そしてその中にはもちろん、ヤナギ様やアエカの与あたえてくれたものもある。

　そのことを伝えると、ヤナギ様は驚おどろいてから笑った。

「……大したもんじゃよ、お前さんは。これなら、どこに出しても恥ずかしくないのう」

　ただしそれは、少し寂さびしそうに。

　部屋に入ってきた風が、上体を起こしたヤナギ様の御お髪ぐしを撫なでる。

　少女の姿は、儚はかなく見えた。

「お前たち、次はどこへ向かうんじゃ」

　しかしそれは虚きよ像ぞうのように、風に吹ふかれて消えていった。

　強い視線を向けるヤナギ様は、もう私達の次の目的地を知っているのだろう。

「はい。魔人の国──ネヴァケーへ行こうと思っています」

　ネヴァケー。魔人の国。恐らくはシェリルの親族がいる場所にして、大だい血けつ晶しようが眠るという土地。

　なんとも頭の痛い単語が並ぶ、困った国だ。獣じゆう人じん達と以外はほぼ関わりあいを持たず、その喧けん嘩かっ早ぱやさから嫌きらわれる、世界の嫌われ者。

　……もちろん、彼らの中にも気の良い者達がいるのは知っている。前世では一応魔人の友人もいたし、ダグラスは掛かけ値ね無しに気持ちの良い男だ。……まあ、ダグラスは十分すぎるほどに喧嘩っ早いが。

　兎とも角かく、魔人の国は血晶の生まれた土地だという話もある。

　血晶を巡めぐる旅において──ガルトとの決着を求める旅において、ネヴァケーが避さけて通れぬ場所だというのは明白だ。

「やはりな。ならば、わしからいうことはもうない。ただひとつ、気をつけて行けということだけじゃ」

「はい」

　恐らくは世界で最も危険な国。

　それを知らぬヤナギ様ではなかろうが、私に送る言葉は、こざっぱりしたものだった。

　信しん頼らい、してくれているのだろう。尊敬する方に認められているというのは、妙みように目め頭がしらを熱くさせた。

「ああ、いや、一つだけ、約束して欲しいことがある」

　いかん、泣きそうだ──と。一人感極まっていると、目を伏ふせたヤナギ様が、人差し指と人差し指を突つき合わせる。

　乙おと女めのような仕草に、少しときめいた。……この国に来てから見るヤナギ様の弱った姿は、今まで想像だにしなかったものだからか、どうにも私の心を揺ゆらすのだ。

「全てが終わったら、必ず一度此こ処こを訪たずねることじゃ。皆みなで一いつ緒しよにのう」

　求められた約束は──約束するまでもないような、当たり前の事だった。

「ええ、必ずや」

「絶対じゃぞ」

　小指を差し出しながら笑うヤナギ様のお顔は──やはり、歳相応の少女のように見えた。




　　　　◆




　あれから、少しして。私達はシューウの港町で船を待っていた。

　そこには、アエカやヤナギ様だけでなく、シェリル達の試練となった獣人の人々も集まっている。

　この国に在ざい籍せきしている期間は短かったが、そのぶん内容が濃こかった気がする。

「もう行っちまうのかよ。でもまあ、短い間だったけど楽しかったぜ、シェリル」

「うんっ！　ぜったい、またたたかおうね……っ」

　それは、私だけが感じている事でもなさそうだ、と思う。

　各おの々おの、仲良くなった者や、拳こぶしを打ち合った者同士で別れの挨あい拶さつを交わしている。

「では、スラヴァ殿どの。また今度会う時は、是ぜ非ひ酒でも飲みたいものですな」

「ええ。幸い、肴さかなの愚ぐ痴ちには困らなさそうです」

　私も、試練の後数日でコラエと意気投合していた。

　ヤナギ様の暴ぼう虐ぎやくを知る者同士、気が合ったのだ。再会の約束に堅かたい握あく手しゆを交わし、私は名残なごり惜おしさを感じつつもコラエから離はなれた。

「行っちゃうんですね、スラヴァ様」

「ああ、お前にも大層世話になったな、アエカ」

　私の後ろには、別れの挨拶に二人の少女が並んで立っていた。

　思えば、最初に『楽しむ』事の重要性に気づかせてくれたのはアエカだった気がする。

「ヤナギ様の元で励はげめよ。お前ならば、きっと立派になれるだろう」

　初心を持つからこそ、他の人のそれを思い出させることが出来る。それは彼女の稀け有うな才能と言えるだろう。

　心の綺き麗れいな彼女に別れを惜しんでもらえることを嬉うれしく思いつつ、私は控ひかえる人物へと視線を送る。

「約束、忘れるでないぞ」

　ヤナギ様とは、試合が終わった後長い時間を語り合った。彼女からすればそれは長い時間の中の一幕にすぎないのかもしれないが──それでも、暫くは語ることはないだろう。それくらいに、私達は多くのことを話した。

「はい、きっと」

「忘れておらんならば良い」

　だから、ヤナギ様はそれだけの簡単な挨拶で背を向けた。

　これだけでいいのかと慌あわてるアエカに、ヤナギ様についている様に伝えると、彼女は困こん惑わくの後頭を下げてから主の元へと戻った。

　ちょうどその頃ころ、船の汽笛が高らかに鳴り響ひびく。

　……出発の時間のようだ。

「そろそろ行くぞ」

「あ、はいっ！」

　近づいてきた出発の時間に、シェリル達は急いで集まってくる。ソーニャは海酔よいが始まってきているようだ。早いところ休ませてやりたいが──最後に一言。

「ヤナギ様、またねっ！」

「絶対戻ってくるよー！」

「お世話になりました！」

　この期ごに及およんでも、あまり話さなかったのだろう。シェリル達はこぞってヤナギ様に向けた別れを、風にのせる。

　──ヤナギ様は、とうとうこちらへ顔を向けられなかった。代わりに、背を向けたまま指が立てられる。

　……こちらを向けぬ理由に、息が出る。

　青い青いと人に言いながら、本人もお若くていらっしゃるのだから。

「また、お会いしましょう！」

　柄がらにもなく、大きな声で叫さけんだ。我ながら少し子供っぽかったか。そう思っていると、ヤナギ様の手が勢い良く振ふるわれた。

「絶対、また来ようね」

「うんっ」

　折角顔を見せなかったというのに、それは無む駄だだったようだ。瞳ひとみをにじませたソーニャ達も、ヤナギ様が顔を見せられなかった理由には気づいているのだろう。

　……うむ、ではなるべく早く顔を見せるのが、恩に報いる手っ取り早い方法だろう。

　目指すは魔人の国──ネヴァケー。たとえ困難が待ち受けていようと、今の私達ならばきっとそれを打うち砕くだいていけるはずだ。

　新たに身につけた力を手に、私は拳を握にぎりしめる。

　高らかに鳴らされた船の汽笛は、まるで獣人の国に別れを告げているようだった。







　　　あとがき







　『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』第八巻を手にとってくださり誠にありがとうございます。赤あか石し赫かつ々かくです。

　今回も締しめ切きりギリギリというか、アウトといいますか、そんな感じでお送りした八巻でありますが、このあとがきをお読みいただいているということは無事皆みな様さまの元へとお届け出来たということでしょうか。

　担当様やイラストのbun150様、この本に関わって下さった皆様、そして読者様方、本当にありがとうございます。無事今回も『武エルフ』をお送りすることが出来ました……！




　これで『武エルフ』のあとがきを書くのも八回目。思えば遠くまで来たものです。物語も終しゆう盤ばんといった所ですが、お楽しみいただけたでしょうか。

　個人的には今回の新キャラは結構気に入っていたり。いつかこういうキャラを書いてみたかったので作者的には書いていて楽しかったです。

　それでもまた締切と戦う事になってしまったのは、色々と誘ゆう惑わくが多かったからでしょうか……今、こうしている間にも格かく闘とうゲームが何本も出ていたりして、あっちへふらふら、こっちへゆらゆら。格闘ゲーム業界が元気で私はとてもうれしいです。その分、寝ねる時間が削けずられておりますが……

　とはいえ、好きな業界が賑にぎわうのは良いことです。今日も赤石は楽しげな光に誘さそわれ、ふらふら飛んでゆくことでしょう。




　と、いったところで今回は筆を置くことにいたしましょう。

　今回は女の子分が多かった気がするので、次回は男おとこ臭くささを補ほ充じゆうしたいなあ……なんて思いつつ……また九巻でお会い出来ることを祈いのっております！
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●あかしかっかく



強くて格好良い主人公を何より好む物書き見習い。格闘ゲームをしていると気がつけば強いキャラばかり使っているあたり、昔よりも子供っぽくなった気がしてならない今日このごろ。最近ではお腹をつまんで近所のスポーツセンターへ行っています。
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武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう８
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